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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　フルミネンセ王国が滅んでから、ざっと一年の月日が流れた。それは同時に、フルミネンセ王国第五王女アリエルが祖国を離れてから一年が経たったということでもある。

　この一年間でアリエルは背せいも伸びたし、胸も少し膨ふくらんだ。

　見た目的にも成長したアリエルだが、経済的な成長度合いは、見た目のそれを遙はるかに凌しのぐ著しいものがあった。

　故国脱出から四か月ほどが経ったある日、アリエルはフルミネンセ王国から遠く離れたオラビッツァ王国の王都で店を開いたのだが、そこで彼女が始めたのは「両替商」だった。貨幣経済がガレリア大陸の隅すみ々ずみまで浸透しつつあった頃で、アリエルの目の付け所はじつに的確だったと言える。

　当時は国ごとに違う硬貨を使っていた。つまり、国や地域ごとに硬貨を発行していたということだが、どの国でも硬貨が発行できたわけではない。硬貨を鋳ちゆう造ぞうして流通させるにはある程度の国力が必要で、そんな国力のない弱小国の多くは、保護国である強国が発行している硬貨を使用していた。

　硬貨における金、銀、銅の含がん有ゆう量りようは国や地域によってばらつきがあった。

　純度の高い金貨や銀貨、銅貨が国際的な基本通貨になってはいるが、どこでも使えるわけではない。

　敵対している大国同士だと、相手国の通貨の流通を認めないとする場合も多かった。となると、庇ひ護ご国こくでも敵方の硬貨は使い難にくい。

　流通している貨幣の中には金や銀、銅の含有量が低い粗悪な物もあった。

　粗悪な貨幣を発行している国ではインフレーションが起きたりもした。

　この当時、兌だ換かん紙し幣へいという物はまだ存在していない。

　そして硬貨は、重くてかさばる物だ。

　国を越え、地域を跨またいで活動する商人たちにとって、売上金を運ぶのが一苦労である。

　物を売り買いするには、どうしたって硬貨が必要だ。

　大量に商品を仕入れようとすれば大量の硬貨が要いる。

　大量の商品を売れば、代金として大量の硬貨を得ることになる。

　けれど、大量の硬貨は運ぶだけで一苦労なのだ。

　わざわざ荷馬車を用意しなくてはならないから、お金を運ぶための経費も馬鹿にならない。

　おまけに大量の貨幣を運んでいることが知られれば野盗に狙ねらわれ易やすくなるし、地方の砦とりでに詰める兵士に警護料の名目で巻き上げられることだってある。

　かといって現金での売買を嫌って掛け売りにすると、売掛金を回収できないまま終わる危険が高い。

　だから国や地域を問わず活動する商人たちは、リスクを減らすために「両替商」を使うことになる。

「両替商」はたんに硬貨の両替──ある国発行の硬貨を別の国発行の硬貨に替える──を行うだけではなく、今で言う銀行に近い機能も持っていた。

　他国で商品を売った場合は、他国にある両替商の支店（本店）に売上金を預け、自国の支店（本店）で預けたお金を引き出す。あるいは、自国の両替商の支店（本店）に預けたお金を、他国の支店（本店）で引き出して、そのお金で商品を仕入れる。そうすれば商人は、いちいち大量の重い硬貨を運ばなくてもいい。

　もし現地で商品価格が急きゆう騰とうし、本国で預け入れておいたお金以上の仕入れ代金が必要になった場合でも、取引のある両替商から一時的に借用することもできた。

　貨幣運搬のために荷馬車を用意する必要もないし、道中、野盗に狙われる虞おそれもない。

　とはいえ、ようやく大陸に貨幣経済が浸透しつつある段階だ、両替商という存在は、まだそれほど一般的ではなかった。

　商人はリスクを低減できる──もちろん借りれば利息がかかるし、両替や預け入れ、引き出し時にも手数料がかかる──が、両替商には高いリスクがつきまとう。

　貸した商人が破産してしまえば貸し倒れになる。

　もし保有している硬貨が発行国のインフレで目減りしてしまえば、それだけで大損だ。

　贋にせ金がねも多いから、金や銀、銅の含有量を正確に目め利ききしなくてはならない。

　それより何より、どの支店でも商人からの引き出し要請に応こたえられるよう、すべての支店に大量の硬貨を用意しておかなくてはならない。

　それだけの資金量を確保できなければ、両替商を始められないのである。
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　ではアリエルは、当座の運転資金をどうしたのかというと、彼女は祖国から持ち出してきた貴金属や貴石などを思い切りよく売り払って、現金に換えたのだった。その資金を元手にアリエルは、世間的にはそれほど一般的でなかった両替商を始めたのである。

　彼女が貴金属や貴石を売り払うとき、スゼーデルなど、

「本当に売ってしまうのか？　考え直したほうがいいのではないか？」

　と泣きそうな顔になっていたが、アリエルはあっけらかんとしていた。

「こんな物、持っていたって大して役に立たないわ。売ってお金に換えたほうがずっと役に立つでしょう？」

「いや、しかし、それは、アリーお嬢様がフルミネンセ王国の王女だということを示す大事な宝飾類で……」

「だ、か、ら。もうフルミネンセ王国なんて国はないの。わたしがフルミネンセ王国の王女だった過去なんて、なんの役にも立たないの。役に立たないどころか、百害あって一利なしよね。わたしはもう王女だったことなんか忘れたわ。だからスゼーも早く忘れたほうがいいわよ？」

　アリエルの切り替えの早さと思い切りのよさに、スゼーデルは舌を巻くばかりだった。

　アリエルは、持ち出した宝飾類を売るに当たって、ある策を巡らせた。それはカラバル峠で助けた商人たちに助言を請うたことだ。

　アリエルは自らをアリーエンと名乗り、所在地を書いた紙をくれた商人たちの店舗や事務所を回って歩いたのである。

　商人たちは恩を受けたアリエルに惜しみない助言を与えてくれたし、適当な宝石商を紹介してくれた。何人かは、一部の換金を引き受けてくれたりもした。そうしてアリエルは、手持ちの宝飾類を相場よりも高い値段で換金することができたのだった。

　それだけでも策は大成功だったと言えるが、しかし彼女の狙いはそれだけに留とどまらなかった。

　アリエルの真の狙いは各国の商人たちと伝つ手てを作ることにあったのだ。だから彼女は換金が終わったあとも商人たちに礼を言って回った。おかげでアリエルは商人との親交を深め、様々な情報を引き出すことができた。

　商人が何を欲しているか。

　商人が何に困っているか。

　商人が何を望んでいるか。

　商人が何を避けたがっているか。

　商人たちはどの国を有望だと見ているのか。

　商人たちはどの街が栄えると読んでいるのか。

　それらのことをアリエルは、雑談をしながら相手が気づかぬ間に引き出し、己おのれのものにしていたのである。

　そうして集めた情報を元に彼女は考えた。

　どうすれば儲もうけることができるのか。

　何をやれば効率的に稼ぐことができるのか。

　考えた結果、これからはますます貨幣経済が大陸中に遍あまねく広まっていくだろうとアリエルは結論づけた。

　両替商に対する需要が飛躍的に増大していくだろうという予想を立てた。

　そこでアリエルは両替商を始める決断を下したのである。

　両替商のいいところは、特定の商品に対する深い知識がなくても始められることと、商業組合や生産者組合に加盟しなくても商売ができることである。

　もちろん時代を読む目、人を見る目は必要だし、交渉術も必要だ。だが、幸いにしてアリエルには、それらが備わっていた。

　特定の商品に対する深い知識は要らなくても、多くの商品に対する広くて浅い知識は必要不可欠だったが、勤勉な彼女は様々なことを勉強し、貪どん欲よくに知識を吸収していった。

　ただ勤勉なだけではなく、アリエルには元々、商才があったのだろう。

　ここに彼女の商才を窺うかがわせる一つの逸いつ話わがある。
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　持ってきた宝飾類を売り払って大金を手にしたアリエルだが、すぐに両替商を始めたわけではない。最初のうちは知ち己きを得た商人たちのあいだを回って情報収集に勤いそしんでいた。

　前述したように、両替商を始めたのは国を出てから四か月後のことだったから、それまでの生活費をどうしたのか、という疑問が湧わく。

　彼女には臣下もいた。

　スゼーデル以下、ミモーネ、ハリウィック、カオルゥ、そしてセイザリアという家か臣しんがいて──セイザリアは直じき臣しんではなかったが、もはやアリエルの家臣も同様だった──他にも九人の兵を従えていた。

　雇用主としては、皆を食べさせていかねばならない。

　ふつうなら宝飾類を売って得た大金の一部で食いつなごうとするところだが、アリエルの賢いところは、商売を始めるまで、一切その資金に手をつけなかったことだ。

　では、どうやって家臣や兵の生活費を得たのかというと。

　アリエルは商人たちを巡る際、ただ巡って歩くだけでなく、商品の運送を行ったのだ。

　とはいえ、最初から大々的に運送業を始めたのではない。

　大々的に始めたところで客は集まらない。見ず知らずの人間に大事な商品を預ける商人などいないのだ。昨日、今日、運送業を始めたという見ず知らずの人間に大事な商品を預けたりすれば、持ち逃げされてしまうかもしれないではないか。

　だからアリエルは知己を得た商人に、

「次はどこそこの国のどこそこの街を訪ねますから、何かあればお品を運びますよ」

　という話をしただけだ。

　カラバル峠で助けられた商人は、彼女の配下が腕の立つことをよく知っているから、

「でしたらヴァローナ商会さんまでお願いできますか？」

「革職人組合までこれを届けてもらえますか？」

　という話になった。

　運送料は相場よりかなり安い金額だったが、アリエルは預かった商品を迅速かつ確実に相手方へ届け、知己を得た商人たちからの、いっそうの信頼を勝ち取った。

　何しろ警護の指揮官がスゼーデルである上、警護にはカオルゥと九人の元兵士が就ついている。

　スゼーデルとカオルゥは一騎当千の兵つわものだし、九人の元兵士も職業軍人だっただけあって、素人しろうとに毛の生えた程度のその辺の護衛よりずっと強かった。おまけに、いざとなれば同行しているミモーネとハリウィックまでもが戦うのだから、どんな野盗に襲われても、なんの問題もなく、一片の不安もなかった。

　実際、五十人もの野盗の集団に襲われたこともあったが、スゼーデルとカオルゥ、ミモーネ、そして七人の兵の都合十人で完かん膚ぷなきまでに野盗を叩きのめし──そのときハリウィックと二人の兵は、アリエル警護のため残っていた──商品の一個すら欠くことなく無事に相手方に届けることができた。

　そんな実績を積むうちに、運送業者としてのアリエル（アリーエン）の評判は自然と高まり、今度はわざわざ彼女を指名して商品の運送を頼む顧客が現れるようになった。

　彼女は新しい顧客を増やし、届け先で新たな知己を増やし、やがて立ち上げる「アリーエン商会」のための布ふ石せきを着々と打っていったのである。

　そうしてアリーエン商会を立ち上げて両替商を始め、運送業の規模を拡大した。

　両替商は時流に乗って繁盛した。というより、時代の要請に見事に合致したと言えるだろう。

　最初は二つの大国と一つの庇護国の首都で始めた両替商も、今では五つの大国と十の庇護国の首都及び主要な都市にまで店舗網を拡げ、店舗数も二十以上に増えていた。

　両替商の場合、店舗数を増やせば増やすほど顧客にとって便利になるから、ますます繁盛するという好循環が生まれる。

　アリーエン商会の名はガレリア大陸の商人なら知らぬ者はいない……とまではさすがにいかなかったが、それでもかなり有名になったのは間違いなかった。

　たった八か月でアリーエン商会をそこまで繁盛させ発展させたのだから、スゼーデル以下、家臣たちは皆、驚くよりなかった。

　ただ、どれほど繁盛しようと儲けようと、アリエルにとって、それが目標ではない。彼女の最終的な目標は大陸の統一だ。両替商や運送業で儲けるのは、そのための手段でしかない。

「お金を貯めた。信用も得た。名前も売った。ということで、そろそろ次の段階へ進むことにしましょうか」

　祖国を逃れてから一年ほどが経ったとき、アリエルはスゼーデルに対してそう言った。
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　この時点でアリエルは「アリーエン」として活動していた。

　顧客はもちろん、かつての部下も皆、元王女のことはアリーエンと呼んでいた。彼女を知った商人たちも、皆、アリーエンと呼んだ。とはいえ、それでは紛まぎらわしいから、これまでどおり、地の文では彼女のことをアリエルと記すことにする。

　アリエルが抱いた大陸統一という大望を実現するための戦いは、祖国を脱出してから一年後に、新たな段階へと移行していったのである。
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　オラビッツァ王国の王都にあるアリーエン商会の本店──。




　いま、そこの会頭室に商会の幹部が勢せい揃ぞろいしていた。

　ふだんは各人の仕事があって忙しく立ち働いているから、こうして一同が顔を揃える機会はあまり多くない。

　全員集合の号令をかけた以上、アリーエン会頭が何か重大な話をしようとしているのだと一同は感じている。

　出席者の顔ぶれはというと。




　元フルミネンセ王国の第五王女、アリエル・アリエンテセ・フルミネンセ。

　今ではアリーエン商会の会頭、アリーエン・アルミンス・アリエルスと名乗って活動している。弱冠十四歳の遣やり手ての会頭は、最近では近隣諸国でもその名が広く知られるようになっていた。

　今日の彼女は膝ひざ丈たけの真紅のドレスを着込んでいて、仕事のときとは別人のような華やかな雰囲気だった。




　アリーエン商会の副会頭で、運送業務及び警護担当のスゼーデル・ランスロ・スタージュン。

　今ではスーゼルテス・ランドー・スターバクスと名乗って活動している。

　槍やりを使うと強すぎて目立ってしまうと考えたアリエルから、できるだけ槍を使わないようにと釘くぎを刺されているスゼーデルだが、剣を取っても並の兵より遙はるかに強いので、商会の活動領域が広まるにつれ、彼の名も業界内に広まりつつあった。

　スゼーデルはいつもの如ごとく、軍務服に似た素そっ気けない意い匠しようの服を着込んでいる。




　アリーエン商会の財務・会計担当のセイザリア・レイミル・スタージュン。

　スゼーデルの妹である彼女は、いまセルリア・レイチェル・スターバクスと名乗って活動している。

　アリエルの姉、第四王女リリエルに仕えていた彼女も、祖国脱出の後、なし崩し的にアリエルの下で働くことになり、今では商会を支える重要な役回りを担っていた。

「何しろ金かね勘かん定じようがしっかりできる人が他にいないのだもの」

　というのがアリエルの主張で、それに異議を唱える者はいなかった。

　ちなみにスゼーデルとセイザリア（スーゼルテスとセルリア）は、アリーエン商会でも兄きよう妹だいだと名乗っている。

　今日の彼女は白いブラウスに上着を羽織り、タイトなスカートを穿はき、如い何かにも遣り手らしい雰囲気を醸かもし出している。おまけに眼鏡をかけているのが、頭のよさを強調しているような気がする。




　アリーエン商会の本店で接客及び会頭の補佐役を担当するミモーネ・ミモザ・ミスリール。

　彼女は大して名を知られていないということで、以前と同じ名前を名乗っていた。

「どうせそれも本名じゃないんでしょうしね」

　というのがアリエルの言い分だが、それに対してミモーネは、肯定も否定もしていなかった。

「お得意の毒舌や皮肉さえ口にしなければ、あなたの見た目と態度は接客に持ってこいなのですから、しっかりやってもらうわよ」

　というアリエルの鶴つるの一ひと声こえで仕事を押しつけられたミモーネだが、今のところ毒舌や皮肉を口にすることなく仕事を熟こなしているので、顧客からの受けもよかった。

　今日の彼女は侍じ女じよ服ふくではなく、セイザリアと同じようなブラウスとタイトスカート姿だった。

　初めのうちは侍女服で店に出ようとした彼女も、アリエルから、

「その恰かつ好こうで店に出たら減げん俸ぽうです」

　と言われ、どうやら諦あきらめたようだった。




　会頭専属の料理人兼本店の賄まかない担当、ハリウィック・ハリィ・フィーデイッシャー。

　今ではハリエル・バーディ・ハリィグラムと名乗って、相変わらず料理に腕を振るっている。

　彼の場合はミモーネと違って、フルミネンセ王国の王宮にその名を知っている者も多かったので──多くの王侯貴族が彼の料理のファンだったのだ──偽名を名乗ることにしていた。

　いつもは本店に詰めて、アリエルや商会の働き手のために賄いを作っているハリウィックだが、アリエルが出張に出かけるときはミモーネと共に同道して、行く先々で料理を作っていた。

　彼の料理は同業者のあいだで評判になり、アリエルが出張に出かけると、

「ぜひ我が家（我が店）にお泊まりください」

　という申し出があとを絶たない。

　要するに、我が家（店）に泊まって料理を作ってください、というわけだ。

　宿で出される食事よりハリウィックが作る料理のほうがよほど美お味いしいので、アリエルは喜んで申し出に乗っかり、彼に料理を作らせていた。

「宿泊費が浮いて助かるではないの」

　などと彼女は言っていたが、アリーエン商会の財政は宿泊費を節約しなくてはならないほど逼ひつ迫ぱくしているわけではなかった。




　そして情報収集担当のカオルゥ。

　フルミネンセ王国でアリエルに仕えていた頃は単なる「カオルゥ」だったが──本人曰いわく、うちに二番名はありませんで？　となる──今ではカオルゥ・カオリーンと名乗って活動していた。

　今のカオルゥは会頭付きの調査部門を取り仕切っていて、ほとんど表舞台に出てこないが、彼女と彼女の部下が集めた情報にアリエルはどれだけ助けられたことか。アリーエン商会が急速に事業を拡大できたのも、彼女がもたらす様々な情報のおかげだとアリエルは思っている。

「これからの時代、勝負を制するのは情報よ。如い何かに早く正確に情報を集められるか。そこが勝敗の分かれ目だわ」

　と言うアリエルは、カオルゥ率いる調査部門への投資を惜しむことがなかった。




　最後に商会の護衛要員を実質的に取りまとめている元兵士のクレイグス・クデルマン。

　今ではグラビゥス・グランゾルトと名乗って活動している。

　彼はアリエルに従ついてきた九人の元兵士のリーダー格として働いており、今やスゼーデルの右腕と言っても差し支えない存在だった。
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　この六人がアリーエン商会の最高幹部である。

　今で言うところの「役員」とでも思えばいいだろうか。

　六人は会頭室に置かれた黒光りする大きな方卓の前に、片側に三人ずつ座っている。

　上座に座るアリエルから見て左手の近いほうからスゼーデル、セイザリア、ハリウィック、右手の近いほうからミモーネ、カオルゥ、クレイグスの並び順だ。

　会頭室は石造り三階建ての本店二階にあって、それほど広くもなく、かといって狭くもない作りだ。会頭用の大きな執務机と書類棚が壁を背にして置かれ、執務机の上には、アリエルが見るべき書類が山積みになっていた。

　執務机の少し横には大きめの窓が取ってあり、鉄枠の観音開きの窓には透明の硝子グラウスが嵌はまっている。

　会頭の執務机の左手には来客用の革張りの長なが椅い子すが置かれていた。

　部屋の左手奥の空間には大きな方卓が鎮座していて、その周りには九脚の木製の椅子が並べられていて、七人が腰を下ろしているのが、それらの椅子だ。

　天井から豪華な吊つり照明が下がっているくらいで、室内はとくに飾り付けもされておらず、壁に貼はられた大きな地図が目を引くくらい。今や飛ぶ鳥を落とす勢いのアリーエン商会会頭の執務室にしては、質素な作りと言えるだろう。

　木製の大きな書棚が壁に沿って置かれていて、書棚には書物がぎっしりと詰め込まれていた。

　並んでいる書物の大半は物語本で、それらはアリエルの趣味だった。

　ちょうど今、年若い侍女が手押し車に載せたお茶と焼き菓子を運んできたところだ。

　彼女はレイミー・レミリアという名で、アリーエン付きの侍女である。

　最近のミモーネは、本店を訪れる顧客の対応をしたり同業者の店に顔を出したり、あるいは彼女のほうから顧客の下もとを訪ねたりと忙しいので、新たにアリーエン付きの侍女を雇ったのだった。

　レイミーは、ミモーネの部下という位置づけだ。

　お茶と焼き菓子が行き渡ると、レイミーは丁寧に頭を下げ、静かに会頭室から下がっていった。

　ティーカップを持ち上げ、優雅な所作で紅茶を一口、二口と飲むと、アリエルは静かにカップを受け皿に戻して六人の顔を見渡し、徐おもむろに口を開いた。

「みんな、忙しい中、ご苦労様ね」

　議事録を取るべく記録帳を広げているセイザリアが、記録帳に何かを書き込んだ。

　本来なら議事録を取るのはアリエル付きの秘書の役目だが、今日の会議は彼女の野望についての話になる。だから秘書は同席させなかった。

　アリエルの呼びかけに、真っ先にスゼーデルが応じた。

「いえ、大したことはありません。気にしないでください、会頭」

　スゼーデルがあまりに真面目な顔だったので、アリエルはくすくすと笑った。

「今日は昔の仲間の集まりだわ。そんなに鯱しやちほこ張ばらなくてもいいんじゃないかしら」

「そうは言っても、さすがに殿下と呼ぶわけにはいかないだろう？」

　とスゼーデルがツッコむと、アリエルは小さく肩をすくめてみせた。

「まぁ、そうですけど。でも、呼び方は会頭だとしても、もう少し砕けた感じで話してくれていいのよ？」

　すかさずミモーネから声が上がった。

「アリリン、元気してた？」

　アリエルは険しい顔になってミモーネを睨にらみつける。

「わたし、いつものように話してと言ったのだけれど？　あなたの今の話し方、明らかにいつもの口調と違うわよね!?」

　ミモーネは、はぁ、とため息を吐ついた。

「相も変わらずアリーお嬢様の要求は難易度が高くて困るでございます」

「いえっ？　少しも高くはないけれど？」

「わかったでございます。いつもどおりで行かせていただくでございます」

　そう言ってミモーネが低頭すると、アリエルは、そうそう、と大きく頷うなずいた。

「あなたの場合はそれでいいのよ。それ以外の話し方をされると気持ち悪いから止やめてほしいわね」

「ぐはぁっっ」

　ミモーネは机に突っ伏すように前のめりになって胸を手で押さえた。

「アリーお嬢様の言葉が胸に刺さるでございます」

「できればあなたの胸には、言葉じゃなくて短剣を刺してあげたいのだけれど」

「お嬢様の言葉責めが素敵すぎて、このミモーネ、泣いてしまいそうでございます」

「なに言ってるの。あなた、親が死んでも泣かない口でしょうに」

　すると、それまで黙って話を聞いていたカオルゥが口を挟んできた。

「いやいや、お嬢はん、ミモはんは笑って親を刺し殺す口でっせ」

「ごぼあぁっ！」

　ミモーネが血ち反へ吐どを吐はく真ま似ねをした。

　アリエルとミモーネ、そしてカオルゥのやり取りを聞いていた残りの四人は、一年経ってもこの三人は少しも変わらないなぁと、なんだか安心した気持ちになる。

「さて、時候の挨あい拶さつはこれくらいにしておいて、本題に入りましょうか」

　アリエルがそう言うと、ミモーネはまたもやため息を吐ついた。

「お二人から寄って集たかってさんざん言葉責めされた今のやり取りが、時候の挨拶だったのでございますか？　酷ひどい仕打ちでございます」

　しかしミモーネの表情はいつもとまったく変わっていない。少しも精神的ダメージを受けていないのは明白だった。

「いいから。本題に入るわよ？」

「承知したでございます」

　とミモーネが頭を下げ。

　残りの五人も大きく頷いた。

　六人を代表してスゼーデルがアリエルに訊きいた。

「この六人を集めた以上、お嬢様は今後の方針を、やるべきことを、決めたんだな？」

「そうね。そういうことになるわね」

「何をやるつもりなんだ？」
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　スゼーデルの問いには答えずに椅子から立ち上がったアリエルは、壁に貼られた地図の前まで移動する。

　地図の横に立つと、彼女は右手の甲でこつこつと地図を叩たたきながらこう言った。

「そろそろ国を一つ手に入れたいと思うのよ」












　アリエルを見つめる六人は、はっとした顔になる。

「そのために新たな店舗を開設しようと思うの」

「お嬢様が狙ねらいを定めた国は、どこなんだ？」

　というスゼーデルの問いにアリエルはにんまりと笑った。

「いきなり大国は無理だから、狙うのは小国よね」

（お嬢様、なんだか生き生きとしているな。この手の話題が楽しいんだろうな）

　と思いつつ、スゼーデルはなおも問いを重ねる。

「しかし、小国はたいていどこかの強国の庇ひ護ご国こくになっているじゃないか。そこを狙おうとすれば、強国の介入は免れないぞ？」

「はい、いいところに気がつきました」

　とアリエルに言われ、スゼーデルが苦笑する。

「お褒めに与あずかり恐縮だが、実際問題、庇護国を掠かすめ取るのは、その手段をどうするかは置いておいても、至難の業わざだと思うが？」

　すると、セイザリアが遠慮がちに声を上げた。

「たとえ小国であっても、どうやって国を奪とるのかというのも大問題だと思うのですが。たしかにお嬢様の商会はこの一年で大きく発展しました。資産も増やしました。どこかの国を一つ手に入れるため、まずは使えるお金を増やすというお嬢様の戦略は理解しております。ですが、どのように国を奪るのかという具体的な方策をまだ教えていただいておりません」

「具体的な方策については、まだ決めていないわね」

「決めていない……のでございますか？」

「そこはまぁ、臨機応変に考えようと思って」

　アリエルがそう応こたえると、一礼してからミモーネが口を開いた。

「言い換えますと、まったくの白紙であり、完全なる無計画であると、そういうことでございますね？」

「まったく以もつてミモーネの言うとおりだけれど、あなたに指摘されると、なんだか腹が立つわね」

「あ……はい、さようであります……か」

　セイザリアの顔が情けなそうに歪ゆがみ。

「相変わらずお嬢様のお言葉がわたくしの心を抉えぐるのでございます」

　一方、ミモーネは澄ました顔を崩さない。

　うずっ。

　何か言いたそうにカオルゥが顔を上げたが、結局、彼女は何も言わなかった。

「いえっ？　いつも抉られてるのはわたしのほうなんですけどっ!?」

　アリエルが眉まゆを撥はね上げてツッコんだ。

「いえいえ、お嬢様の謂いわれなき叱しつ責せきが、日常茶飯的にわたくしの肺はい腑ふを抉っているでございます」

「謂われなくはないと思うのだけれどっ！」

　うずうずうず。

　何か言いたそうにカオルゥが身み動じろぎしたが、またもや何も言わないまま顔を伏せた。

　彼女のその様子に目を留めたスゼーデルが、んん？　と眉を顰ひそめる。

　しばらく言葉の攻防を繰り広げていたアリエルとミモーネだが、セイザリアから、

「お嬢様、そろそろ本題に戻られては如何いかがでしょう」

　という指摘を受け、アリエルは不承不承といった体ていで矛先を収めるのだった。

　一つ、二つ軽く咳払いをすると、アリエルは一同の顔を見回して言った。

「とにかく具体策はこれから考えるわ。狙うべき獲物を決めて、獲物の内情を探って、それからね。そのときは、またカオルゥに働いてもらわないとね」

「はい、お嬢様、承知してまっせ」

　スゼーデルが、それにしても、と怪け訝げんそうな顔でカオルゥを見やる。

「今日のおまえはずいぶんとおとなしいな。さっきからほとんど喋しやべっていないが、どうした？　腹でも壊したのか？」

「いえ、それがスゼーはん」

　スーゼルテスという名で活動しているスゼーデルだが、今でもアリエルやカオルゥは、内輪で話すときは「スゼー」と呼んでいた。

　スーゼルテスを「スゼー」と略してもべつにおかしくはないわよね、というのがアリエルの主張である。

「会議が始まる前にお嬢はんから、ぶっとい釘刺されてましてな。釘刺されたというか、心臓に杭くいを打ち込まれたいうか」

「なんて言われたんだ？」

「お嬢はんときたら、『会議が長引くだけだから、会議のあいだ余計なことを話すな。無駄話したら俸ほう給きゆう減らす』言うんでっせ。ほんまに酷ひどいと思いまへんか？　うちに喋るな言うんは、死ね言うんと同おんなじでっせ？」

「いや？　べつに酷くはないと思うが？　というより、真っ当で妥当な釘刺しだと思うがな」

「スゼーはんもたいがい酷い！」

　大きく仰のけ反ぞったカオルゥに、ミモーネが追い討ちをかけてきた。

「カオルゥ殿は喋らないと死ぬでございますか。これはよいことを聞いたでございます。でしたら、カオルゥ殿の両手両足を縛って猿さる轡ぐつわを嚙かませ椅子に縛りつけ、話したくても話せないようにして、逃げたくても逃げられないようにして、苦しみ悶もだえ死ぬ様を鑑賞してみとうございます」

　カオルゥが、ひぃっ、と悲鳴を上げて腰を浮かせた。

「嫌や、この女ひと、恐い！　目が本気でっせ！」

「あ～～」

　スゼーデルが天を仰ぎ慨がい嘆たんする。

「おまえに訊いた俺が馬鹿だった。アリーお嬢様の釘刺しは正しかった。おまえが話し始めると止まらないし、おまけにミモーネが乗っかってくると収拾がつかなくなるし。このままだと会議が徹夜になりそうだ」

「うち、酷いこと言われてますがな」

「わたくしも酷い評価を受けているでございます」

「ちょっと！」

　柳りゆう眉びを逆立ててセイザリアが立ち上がった。

「まったく少しも議事が進まないじゃない！　この進行具合だと、徹夜どころか、三日くらいかかるわよ!?　二人とも少しは自重したらどうなの！」

　ミモーネは、不思議そうな顔になって首を傾かしげた。

「はて？　セイザリア殿は、何をそんなに熱いきり立っているのでございましょうか」

「ほんまやで。そないにぷんすか怒ってばっかおると、しまいにゃ脳の血管がぷちっと切れて逝いってまうで？」

「あなたたちが怒らせているのです！」

「え～？」

　カオルゥがわざとらしく腕組みして首を捻ひねる。

「うち、何かリアはんを怒らせるようなことしたやろか、ミモはん？」

「セイザリア殿は、ナイフが転げても怒りたいお年頃なのでございましょう」

「難なん儀ぎな年頃やなぁ」

「この……この……この二人は……」

　怒りに顔を朱に染め、セイザリアが握った両手をブルブルと小刻みに震わせていると、アリエルが助け船を出してきた。

「セイザリア、この二人を正攻法で攻めても無駄よ」

「で、ですが……」

　いいから、と彼女を左手で制したアリエルは、ゆっくり首を回すと、ミモーネとカオルゥを睨ねめつけた。

「さて、そろそろ本題に戻りたいのだけれど、いいかしら、ミモーネ？」

「はて？　何な故ぜわたくしにそれをお尋ねになるのでございましょうか」

　如い何かにも心外だと言わんばかりに首を傾げているミモーネに向かって、アリエルが冷たく言い放った。

「次に議事進行を妨げる言動を見せたら、俸給を半分にして、仕事量を倍に増やしますけど？」

「わたくし、会議が終わるまで余計なことを言わないと神に誓うでございます」

「カオルゥもね？」

「え？　うち、お嬢はんに言われたとおり、おとなしくしてたやおまへんか」

「だから、会議が終わるまでおとなしくしていてね、という話。おとなしくできないという場合、今後、口頭による報告は禁止、一切を文書にして報告してもらいますけど？　そしてお茶の時間も会話は禁止、すべて筆談に切り替えてもらいますけど？」

「えろうすんまへん！」

　カオルゥが卓に額をぶつける勢いで頭を下げた。

「会議が終わるまで一いつ切さい合がつ切さい余計なことは言わんときます！　筆談は勘弁したってください！」

「一切合切の使い方が間違ってると思いますけど、まぁいいでしょう」

　にっこりと笑ったアリエルは、笑顔をセイザリアに向けてきた。

「では本題に戻りましょうか」

　セイザリアは、アリエルの手慣れた対応に感心する。

　この厄介な二人の手た綱づなをしっかり取っているアリエルに感心する。

　それまで面白そうに皆のやり取りを聞いていたハリウィックが訊いてきた。

「お茶が冷めちゃったから、淹いれ直しましょうか？」

「そうね。お願いするわ」

　控え室を覗のぞいたハリウィックは、待機している部下にお茶を淹れるよう命じて戻ってきた。

　お茶がくるまでの時間を利用して、アリエルはセイザリアから、当期の売り上げ予測などを確認しておく。

　やがて熱いお茶を手押し車に載せた侍女が入室してきて、茶器を配って歩いた。

「では、熱いうちにお茶を戴いただきましょうか」

　アリエルは優雅な所作でティーカップを持ち上げると、ふくよかな薫りを楽しんだ後、お茶に口をつけた。
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「さて、話を戻しますけど」

　地図の前に立って一同を見回してから、アリエルは徐に口を開いた。

「狙う国はどこでもいいというわけではないわね。スゼーからも指摘があったように、強国の庇護国は、そう簡単には奪とれないでしょう。ですからわたしが狙うのは、庇護国になっていない小国です。具体的には」

　そこで言葉を切ったアリエルは、ゆっくりと上体を回し、右腕を伸ばして地図上の一点を指し示した。

「ここよ。ここが狙い目だと思うのよ」

　彼女が指し示した国は、ハイデラシア王国という小国だった。

「なるほど。ハイデラシア王国か」

　とスゼーデルが唸うなるように言った。

「ええ、そう、ハイデラシア王国。この国がいいのは、どこの庇護国にもなっていないけれど、取るに足らない弱小国ではないというところね」

　ハイデラシア王国は交通の要よう衝しようだった。だから周辺の強国が狙っているのだが、どこか一国が手を出せば、すぐに他の強国からの介入を招く。下へ手たをすると数ヶ国が連合して介入してくるだろう。交通の要衝であるハイデラシア王国が他国の傘さん下かに入ってしまうと、自国への通商、通行が邪魔されることになるからだ。

　仮に商品や兵ひよう糧ろうの移送に多額の通行税を懸かけられでもしたら、周辺諸国としたら一大事である。だから、どこかの国が手を出したら、周辺の強国が黙っていない。そんな危険を冒して奪とりに行くのは割が合わないということで、今のところハイデラシア王国はどの勢力の傘下にも入らず、独立独歩を保っているのである。

「目の付け所はいいと思うが、しかし、だからこそ、俺たちが手を出したら周辺諸国が黙っていないのではないか？」

　アリーエンは、ふふ、と笑って応えた。

「黙っていないでしょうね」

「だったら、駄目じゃないか」

「そうでもないわよ？」

「どういうことだ？」

「周辺諸国に知られないように、密ひそかにハイデラシア王国の実質的な運営権を掌しよう握あくしてしまえばいいのではない？」

「おいおい、簡単に言ってくれるな」

　スゼーデルは思わず苦笑する。

「どうやったら、そんな芸当が可能なんだ？」

「わたしたちは国ではないところが強みよね。その強みを活かして、王国の中枢に潜り込むのよ」

「だから。その方法がわからないんだが？」

　スゼーデルは、隣に座っている妹に顔を向けた。

「おまえ、わかるか？」

　セイザリアは小さく肩をすくめ、

「さっぱりわかりません」

　と応えてきた。

　念のためだとスゼーデルは、ミモーネやカオルゥ、ハリウィックにも視線を向けたが、わかると言う者はいなかった。

（ミモーネやカオルゥ、ハリウィックにわかられたんじゃ、俺やセイザリアのいる意味がないんだが。それにしてもお嬢様は何を考えているんだ？）

　降参だ、と言わんばかりに両手を軽く挙げて、スゼーデルはアリエルに向き直る。

「カオルゥ」

「はい、お嬢はん」

「ハイデラシア王国についての調査報告書を皆に配って」

「承知しましたで」

　椅子から立ち上がったカオルゥは、足下に置いてあった大きな書類鞄かばんから紙の束を取り出した。

「うちの部下にまとめさせたモンです。これにハイデラシア王国の内情が具つぶさに書かれとりますんで、どうぞご覧なってください」

　そう言いつつ皆に報告書を配ったカオルゥは、配り終えるとすぐに自分の席に戻って腰を下ろした。

　するとアリエルが、

「偉いわね、カオルゥ」

　と褒めた。

「いやぁ、うちの部下はみな有能やさかいな」

　照れたようにカオルゥが頭を掻かくと。

「いえ、そうではなく。あなた、いま一言も余計なことを話さなかったでしょ。それを褒めたのよ。やればできるじゃない、カオルゥ」

「ぐはぁっっ」

　血反吐を吐はく真似をしてカオルゥが卓に突っ伏した。

「お嬢はん、酷いですわ」

　そんな二人のやり取りを無視して報告書に目を通していたスゼーデルが、ある一文に目を留め、はっとして顔を上げた。

「おい、まさか、お嬢様」

「あら？　何か気がついた、スゼー？」

「ハイデラシア王家に十三歳の王子がいると書いてあるな」

「さすがね、スゼー、鋭いじゃない」

「えぇっっ!?」

　セイザリアが目を剝むいた。

「まっ、まさかお嬢様、その王子を誑たらし込むと仰おつしやるのですか!?」

「えっ!?」

「えぇぇ!?」

　ミモーネとハリウィックが目を見開き。

　クレイグスが椅子から転げ落ちそうなほど大きく仰け反った。





　５






「わたしがその王子と婚こん姻いんして王宮に乗り込めば、他国に気づかれないで王国の実質的な運営権を握れるとは思わない？」

「う……たしかにアリーお嬢様なら、同年代の男子を手玉に取ることくらいわけないのかもしれないが。しかし、王子を手玉に取ったところで、王家の実権を握れるわけではないだろう？　ハイデラシア国王は健在だと、この報告書にも書いてあるではないか。ハイデラシア国王が老いるまで待っていたら、お嬢様の孫の代でも大陸統一なんて実現できるかどうか」

「そこはほら、婚姻した後、邪魔になる王や重臣を謀ぼう殺さつして、とか？」

　そんなアリエルの言葉に、今度はスゼーデルが目を剝いた。

「ほ、本気か!?」

　アリエルは、にんまりと笑って応える。

「いやね、冗談に決まっているでしょう」

（すでに検討済みなんだな）

　スゼーデルはアリエルの末恐ろしさと頼もしさに、改めて感心してしまう。

「冗談というか、最後の手段といったところかしらね」

「その気になればできる、と言わんばかりだな」

「ええ、できると思っているわよ？」

　何か言いたそうに口を開きかけたミモーネが、すんでのところで思い留とどまったのをアリエルは見逃さない。

「あら。何か言いたそうね、ミモーネ。アリーお嬢様のご貧弱なお体で王子を誑し込めると思っているのでございましょうか、とでも思ったのかしら」

　ぶるぶるぶる。

　ミモーネは頸けい骨こつも折れよとばかりに激しく首を左右に振った。

「自慢ではないけど、わたし、この一年で少しばかり成長したのよ」

「はい、それは承知しているでございますが」

「このまま成長すれば、同年代の王子を虜とりこにするくらいわけないと思わない？」

「え？　はい、さようで、ござい、ますねぇ」

「気乗りがしない風ふ情ぜいね」

「そんなことはございませんが」

「だいいち、殿方を虜にするのに使うのは体だけではないでしょう？」

「と仰いますと？」

「例えば明めい晰せきな頭脳とか、気立てのよい性格とか、相手のことを思いやる優しさとか、いろいろあるではないの」

（明晰な頭脳はともかく、気立てのよい性格とか相手を思いやる優しさとか、お嬢様に備わっていましたっけ？）

　という疑問が出席者一同の心の内に湧わき上がったが、それを口にする者は誰もいなかった。

　アリエルは一同の顔を睨めつけるように見回した。

「どうして誰からも賛同の声が出ないのかが不思議なんですけど」

　それから彼女は、気を取り直すように言った。

「まぁいいわ。どのみち最後の手段ですからね、それは。もっと他にやり方はあるの」

　アリエルがそう言うと、全員が疑わしそうな顔を彼女に向けてきた。

「ちょっと、あなたたち、失礼ではなくて？」

「いやまぁ、なんというか、お嬢様が言う『他のやり方』というのを教えてもらえないだろうか」

「もちろん教えるわよ。そのための会議なのですからね」

　少し不服そうな色を顔に浮かべたまま、アリエルはカオルゥに、

「あれを出してくれるかしら、カオルゥ」

　と言った。

「あ、はい、アレでんな。出しますさかい、ちょいお待ちを」

　立ち上がったカオルゥは、部屋の片隅に置いてあった細長い荷箱に駆け寄った。

　何事かと見守る一同の前でカオルゥは荷箱の蓋ふたを取り、中から細長い筒のような物を取り出した。

　スゼーデルは思わず目を瞠みはる。

「それは……火縄銃か!?」












　アリエルは自慢そうに胸を張り、鷹おう揚ように頷いた。

「そうよ、火縄銃。さすがにスゼーは知っているようね」

「いや、俺も話に聞いたことがあるだけだが。弓で矢を撃つよりも威力のある弾を飛ばすことができるとか」

「まぁ、そんな物よね」

　立ち上がったスゼーデルは上体を乗り出すようにして、カオルゥが手にしている火縄銃を見やった。

「バルバリス王国内の鍛冶職人組合が最初の試作品を作ったそうよ。その後、幾いくつかの鍛冶職人組合が同じような物を試作したの。そのうちの一つをカオルゥに入手してもらったわけ。もちろん盗ませたのではないわよ？　ちゃんと代金を払って購入したんですからね？　高かったのよ、これ」

「いや、誰も盗ませたとは言っていないが。それにしても火縄銃か。噂うわさに違たがわぬ大した物なのか？」

　というスゼーデルの問いに、アリエルは悪戯いたずらっ子このような笑みを浮かべて応えた。

「じつはもう試し撃ちも済んでいるのよ。ねえ、カオルゥ」

「あ、はい、撃たせてもらいましたわ。入手するときに、ちゃぁんと撃ち方も教わってきましたさかいな」

「仕事が早いな。で、どうだったんだ？　実際に撃ってみて」

「そうねぇ。現状では実戦に投入したとしても、驚くほどの戦果を上げられるとは思えないかな……というのが正直な感想ね」

「噂倒れということか」

「そうでもないのよ」

「は？　どういうことだ？」

「現状では、という条件付きならね。でも、近い将来、画期的な武器になると思うわ。ううん、実際に撃ってみて確信した」

「なんだって？　アリーお嬢様も撃ったのか!?」

「そうね。撃ってみたわよ」

　スゼーデルが羨うらやましそうな顔になった。

「今度、俺にも撃たせてくれないかな」

「いいけど。スゼーって、けっこう新し物好きよね」

「まぁな」

「わかるでございますよ、スゼー様。武器と恋人は新しいほどよい、などと申しているでございますし」

「え？　そういうこと言ってるの!?　スゼー、最低」

　アリエルだけでなくセイザリアまで蔑さげすんだ目を向けてきたので、スゼーデルは慌てて首を左右に振る。

「いやいやいや？　俺は一言もそんなこと言ってないからな？」

「どうだか」

　スゼーデルはミモーネを睨みつける。

「噓うそと出で鱈たら目めで人を陥れようとするな！」

「え？　わたくし、世間一般で流る布ふしている説を申しただけでございますが。誰もスゼー様がそんなことを仰っているとは一言も申していないでございます」

「こいつは……」

　スゼーデルは眼光で人を殺せそうなほど鋭い視線をミモーネに向けるが、例によって彼女はどこ吹く風の体ていだった。

「まぁまぁ、スゼーさん、抑えて抑えて」

　ハリウィックが笑いながら声をかけてきた。

「ミモさんも、余計なこと言ってると、そのうち本当に減給になりますよ？」

「それは困るでございますね」

「ところで、お嬢様。その火縄銃とハイデラシア王国を乗っ取るのと、どう関係するんです？」

　ハリウィックがそう訊くと、アリエルは少し不服そうな顔になった。

「乗っ取るだなんて、あからさまな言い方ね」

「あれ？　違いました？」

「本質的には違わないけれど、もう少し言い方があるのではないかしらね、という話」

「お嬢様の野望を実現するための同志なんですから、僕らのあいだで言い繕つくろっていても始まらないでしょう？」

「まぁ、そうね」

「ってことで、乗っ取る方策と火縄銃がどう関係するのか教えてくださいよ。興味津々なんですよ、僕は」

「では、教えてあげましょう」

　と言ってアリエルは胸を張る。

「さっきも言ったけれど、わたし、カオルゥに教えてもらって火縄銃を撃ってみたの。わたしでも簡単に撃てたわ。もっとも轟ごう音おんとか反動とか、けっこう大変だったけれど。そして的に当てるのはもっと大変だったけれど。でも撃つだけならわたしにも撃てた。これが何を意味するか、わかる？」

　とアリーエンに訊かれ、皆が一様に首を傾げた。

「威力は、そうね、長なが弓ゆみと同じくらいかしら。二、三十ヤルド先の鉄の鎧よろいなら撃ち抜けるわ。発射に要する時間は、どうかな、長弓のほうが少し早いかしら。そして価格は、長弓より遙かに高価だわね」

「お嬢様の話を聞いていると、いいことがないように思えてくるんだが」

「あら、スゼー、ちゃんとわたしの話を聞いていた？　わたしはね、わたしでも撃てる武器だって言ったのよ。弓矢を持ったことなどないわたしでも、すぐに撃てたの」

「……あ！」

「気がついたようね」

「お嬢様は、誰でも扱えることがこの武器の最大の特長だと、そう言いたいのか!?」

　アリエルは満足そうに頷いた。

「そうよ。そう言いたいの」

　カオルゥに歩み寄ったアリエルは、彼女から火縄銃を受け取った。

「わたしには重くて取り回しが辛つらいけど、体格のいい女子なら問題なく扱えるし、男子なら並の体格でもふつうに扱える。長弓は体格がよくて膂りよ力りよくに優れた男子でないと、なかなか扱えないけれど、火縄銃は、その辺にいる男子なら誰でも扱えるでしょう」

　アリエルは火縄銃を両手で持ち上げて水平にすると、照準器を覗いてみせる。

「こうして火縄銃を構えられれば、誰でも撃てるの。昨日まで農民だった者で、ろくに訓練を受けていない新兵にも撃てるわ」

　アリエルは、ふぅ、と息を吐はいて火縄銃を下ろした。

「やっぱり、わたしには少し重いわね」

　下ろした火縄銃の銃口を床につけると、銃床に自分の体重を預けるようにして彼女は言葉を継いだ。

「剣も槍も弓も、ある程度の訓練を受けないと使い物にならないけど、火縄銃は誰でも撃てるのよ。これがこの武器の最大の利点よ」

「しかし、お嬢様、撃てはしても、当てられないだろう、素人には」

　スゼーデルがそう指摘すると、まぁね、とアリエルが肩をすくめた。

「わたしも全っ然、当たらなかったわね」

「だったら、大した利点じゃないんじゃないのか？」

「一人で撃つならね。でも、考えてみて。弓だって、何百人もの弓兵が一斉に矢を放つから相手にとって脅威になるのでしょう？　だから火縄銃も、百、二百単位で揃えればいいのよ。そうすれば、並の矢よりもずっと威力があるのだから、相手には遙かに脅威になるわ」

「一度、その火縄銃の威力を自分の目で確かめてみたいな」

「では、あとでカオルゥに試射してもらいましょうか」

「そのあと、俺にも撃たせてくれないかな」

「スゼーも好きね。まぁ、いいけれど」

「よっしゃ！」

　拳こぶしを握って軽く跳ちよう躍やくした兄を、セイザリアが呆あきれた顔で見やっている。

「スゼーなら長弓でも軽々と引き絞るのでしょうね。でも、基本的に長弓は選ばれた者にしか扱えない。それに比べて火縄銃は誰にでも扱える。それで長弓と同じ威力を発揮できる。何百人もの長弓隊を揃えるのはよほどの強国でないと難しいけれど、火縄銃隊を何百人と揃えるのは簡単よ。お金さえあれば、ね」

　アリエルがそう言うと、セイザリアが彼女のほうに向き直った。

「そのお金が問題になるのではありませんか？」

「そうね。今の価格では、弱小国が何百丁もの火縄銃を買い揃えるのは財政的に厳しいでしょうね。大国でも、そう簡単な話ではないと思うわ。だから今なのよ。わかる？」

　セイザリアは小首を傾げて考える素振りを見せたが。

「技術的な問題が解決すれば量産化が可能であると？　量産化が可能になれば、価格が下がると？　お嬢様はそう仰るのですか？」

「そのとおり。さすがね、セイザリア。技術的に改良がされて命中精度や威力が上がり、逆に価格が安くなれば、どの国も競って買うようになるでしょう？　そうなれば大国が大量に購入するだけね。結局、兵数が多い国が火縄銃隊も多く揃えるだけ。でも、今は違う。まだこの新兵器に注目している者は少ないし、注目している国も少ないわ。今、火縄銃を大量に揃えれば、強国とだって戦える戦力を手にすることができるの」

　などと力説したアリエルは、火縄銃を両手で持ち上げると、ぞんざいな態度でそれをカオルゥに返した。

　彼女はアリエルとは対照的に丁寧に火縄銃を受け取り、それを抱え込むように両手で持った。

「さて、席に戻りましょうか。カオルゥも、いったんそれをしまって席に戻って」

「はいな、お嬢はん」

　アリエルの呼びかけで、彼女の周りに集まっていた一同はぞろぞろと自分の席に戻っていって、椅子に腰を下ろした。
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　一同が席に落ち着くと、スゼーデルが口火を切った。

「お嬢様が火縄銃に目をつけたのはわかった。目の付け所がいいのも理解した。だが、それとハイデラシア王国を狙う話と、どう結びつくんだ？」

「当然の問いよね。でも、それに答える前に、スゼー」

「ん？　なんだ？」

「火縄銃を撃つには、つまり弾丸を発射するにはどうすればいいか、知っている？」

「えぇと、火薬……という粉末状の薬を筒に入れ、弾丸を筒先から込めて、火縄で火薬に火を点ける。そうすると火薬が激しく燃焼……というか爆発して、その勢いで弾丸が発射される……んじゃなかったか？」

「大まかな原理はそれで合っているわね。カオルゥ、みんなに火薬を見せてあげて」

「承知でっせ、お嬢はん」

　カオルゥは大きな荷箱の中から小箱を持ち出してきて卓上に置き、蓋を取る。

　小箱の中から一包の油紙を取り出した彼女は、包みを小箱の横に置いて広げてみせた。

「これが火薬でおますな」

　と言いつつ、カオルゥは広げた油紙をずいっと前に押しやった。

　スゼーデル、セイザリア、ミモーネ、ハリウィック、クレイグスの五人が腰を浮かせ、上体を乗り出して包みの中身──火薬を覗き込む。

　鼻をひくつかせたミモーネが、

「独特の匂においでございますね」

　と言い。

　ハリウィックは、

「少なくとも美味しそうじゃないなぁ」

　と顔を顰しかめた。

「いやね、ハリィったら。食べ物と比較しないでよ」

　笑ったアリエルだが、すぐに笑みを消し、油紙を指さして言った。

「その火薬の原料になるのが硝しよう石せきという鉱物なの」

「あ！」

　スゼーデルが即座に声を上げ、セイザリアは慌てて報告書に手を伸ばした。

「あった！　ハイデラシア王国は鉄鉱石や銅鉱石などの鉱物資源が豊富に採れる……ということは」

「そうよ、セイザリア。ハイデラシアは硝石の産地でもあるの。もっとも、それが注目されだしたのは、つい最近のことですけどね」

「なるほど。だからハイデラシア王国なのか」

　とスゼーデルが呟つぶやいた。












「もうわかったでしょう？　わたしがどうしてハイデラシア王国を狙うと言ったのか。交通の要衝で。強国の庇護国ではなくて。硝石の産地である。おまけに、わたしが誑たぶらかせそうな若い王子がいる。まぁ最後のは、あくまでおまけですけどね」

　と言ってアリエルは戯おどけたように笑った。

「硝石の鉱山を押さえて火薬を独占するということか」

「硝石の鉱山は他にもあるので、独占とはいかないでしょうけどね。でも、カオルゥに調べてもらった範囲では、硝石の産出量、今のところハイデラシア王国がいちばん多いのよね。だから、ハイデラシア王国の鉱山を押さえられれば、少なくとも千人、二千人単位の火縄銃部隊を実戦に投入できるだけの火薬は確保できると読んでいるわ」

（二千人!?　お嬢様はこれを二千丁も用意する気なのか!?）

「だからわたしは、手持ちの資金をすべて投入してもいいからハイデラシア王国で硝石の鉱山を傘下に収め、火薬作りの工房を立ち上げようと思っているの」

（凄すごいな。アリーお嬢様は、やはり凄い）

　スゼーデルは改めて舌を巻く。

（目の付け所も見事だし、その構想力も常人を遙かに超えている。蓄えた資金を、ここだと思ったときに惜しげもなく投入する思い切りのよさも見事だ）

　アリエルの狙う「大陸統一」が、理想論ではなく、妄想でもなく、現実的な、実現可能な目標ではないかと思えてくる。

「立ち上げるのは火薬作りの工房だけじゃないわよ。火縄銃職人を呼び寄せて、火縄銃作りの工房も立ち上げようと思っています」

「え？　しかし、そう簡単に集められるものなのか、火縄銃の職人を。まだ試作段階の武器なんだろう？　作れる者はそう多くないんじゃないのか？」

「そこはそれ、集めた資金を有効に活用しましょうって話ね」

　そう言ってアリエルは茶目っ気たっぷりに片目を瞑つぶってみせた。

「は？」

「つまり、お金を目の前に積み上げてでも連れてくるということね」

「さすがでございます、お嬢様。お金の使いどころをとてもよくわかっておいででございます」

「まぁね」

　アリエルが大きく胸を張った。

「おい、あまり褒めるな、ミモーネ。お嬢様が図に乗るだろう」

　とスゼーデルが囁ささやくと。

「あら？　スゼーは褒めてくれないの？」

「あ、いや……そうだな」

　スゼーデルは、大きくため息を吐ついた。

「じつは、かなり感心している。目の付け所、構想力、周到な準備、思い切りのよさ。どれを取っても並じゃないと舌を巻いたところだ」

　というスゼーデルの感想は、多かれ少なかれ、出席者に共通する思いだった。

「ふっふ～ん。そうでしょう、そうでしょう。もっと褒めてくれてもいいのよ～？」

「まぁ、目の付け所がよくなけりゃ、たった一年でここまで商売を成功させられない。だから、それはわかっていたこととは言える、それでも驚いたし、感心した」

　スゼーデルがそう言うと、ハリウィックが続いた。

「お嬢様、最近ルゥちゃんと、なんかこそこそやってるなぁと思ってたら、これだったんですね」

　それから彼はミモーネに顔を向けた。

「ミモさんは知ってたの？」

　ミモーネは、いいえ、と首を横に振る。

「お嬢様ももう十四歳でございますから、わたくしやスゼー様やセイザリア様に隠れて、こそこそといやらしいことを極秘裏にいやらしいことを黙っていやらしいことを進めていても、わたくしが関知することではございません」

「いやらしいを強調しないでくれるかしらっ！　というか、そもそもいやらしくはありませんっ！」

　と激しくツッコんでから、アリエルは、まぁでも、と矛先を収めた。

「カオルゥと二人だけで調査研究を進めたのは悪かったかなって思うわよ。でも、皆も忙しく働いていたから、手を煩わずらわせたくなかったの」

「わかってるよ。誰もお嬢様が悪いだなんて思ってないさ。それより」

　スゼーデルが、カオルゥが抱えている火縄銃に目を留めたまま言った。

「そろそろ俺にも試射させてくれないかな」

「仕方がないわね。では、裏庭に行きましょうか」

「よっし！」

　と拳を握りしめるスゼーデルを見て、アリエルが苦笑する。

「子供みたいね、スゼー」

　妹であるセイザリアも、苦笑しつつ言った。

「兄様、昔から新しい剣や槍を手に入れる度たびにこんな感じでしたよ」

　するとミモーネが憂い顔になって呟いた。

「人殺しの道具を触って、それほど嬉うれしいものでございましょうか。恐ろしくはないのでございましょうか」

「いえっ!?　スゼーも、いつも暗器を山ほど隠し持っているあなたからそういうことを言われたくはないと思うのだけれどっ!?」

　とアリエルがツッコむと、セイザリアも加勢してきた。

「あなたこそ、このあいだも『新しい暗器を開発してみました。小さいですが殺傷力は抜群でございます』とか言って、ニタニタ笑っていたではないですか。あなたのほうがよほど恐い存在だわ」

「ニタニタ笑ってはいないと思うでございますが」

「いいえ、笑っていたわ。悪魔のような笑みだったわ。わたし、鳥肌が立ったもの」

「おかしいでございますね。わたくし、かなり可か愛わいらしく笑ったつもりでございますが。そう、天使のような笑みを浮かべたつもりだったでございますが」

「笑い方の問題っ!?」

　アリエルとセイザリアが仰け反った。

「暗器を手にして笑う天使の図って、想像するだけで震えが来るほどの恐ろしさなのですけどっ！」

「え？　可愛くはございませんか？」

「「全っ然、可愛くはないわ！」」

　アリエルとセイザリアのツッコミが見事にハモった。

「見解の相違でございますね」

「まったくもう、ミモーネときたら。なんとかして、スゼー」

「いや、俺にはなんともできないって。それより、そんなのを相手にしている暇があったら、とっとと火縄銃を試射しに行かないか、お嬢様」

「そんなの」

　両手を胸の前で組んだミモーネが、うっとりとした表情を浮かべた。

「スゼー様の蔑んだ目と嫌悪感溢あふれるお言葉に、わたくし、思わず昇天してしまいそうでございます」

「おまえは昇天はしないだろう？　堕だ天てんならするかもしれないが」

「いいでございます。もっとわたくしを詰なじってほしいでございます」

「じゃ、行きましょうか、カオルゥ」

「あ、はい、承知しましたで、お嬢はん」

「ああ。お嬢様の無視っぷりがわたくしの心を抉るでございます。素敵でございます」

　ミモーネは両手を胸の前で組んだまま天を仰いで、くねくねと上体を捩よじっているが、表情がまったく変わらないので、見ていて違和感が半はん端ぱなかった。

　なのでアリエルは彼女を無視したままクレイグスに声をかける。

「そうそう、クレイグス。どうせですから、あなたにも試射してもらうわよ」

「!?　はい、承知いたしました！」

　どうやらクレイグスも興味があったようで、勢いよく返事をしてきた。

「いずれ、あなたの同僚にも集まってもらって試射してほしいわね。あなたたちには、兵士に撃ち方を教える教官役を務めてもらいたいから」

　クレイグスと共にアリエルに従ってフルミネンセ王国から脱出した八人の元兵士は、今では警護部隊の小隊長格として、護衛兵を率いて商品や貨幣を運ぶ輸送隊の護衛役として働いていた。

「それも承知であります、アリーお嬢様。皆に声をかけておきますので、お嬢様のほうで日にちを決めていただければ、それに合わせて全員を集めます」

「いえ、一度に全員を集めてしまうと輸送業務に差し障りが出ますから、何回かに分けて行いましょう」

「はい、承知いたしました」

「では、行きましょうか」

　大事そうに火縄銃を抱えたカオルゥを先頭に、一同はアリエルの執務室から退出していった。





　７






　本店の建物の裏手には倉庫が建ち並んでおり、それらに取り囲まれるようにして広い空き地が広がっている。そこには倉庫に収まりきらない荷箱や、すぐに輸送する荷箱などを一時的に保管しておくため大きな天幕が幾つも張ってあって、その中には大小様々な荷箱が山と積まれていた。

　多くの天幕が張られているが、敷地が広大なため、何も置かれていない場所も残っている。その一角に、地面に木の杭が打ち込まれていた。

「威力を確認したいでしょうから、本物の鎧を置くわね。それを狙って撃ってみて」

　アリエルがスゼーデルに向かってそう言った。

「承知した」

「クレイグス、カオルゥを手伝って鎧を設置して」

「承知であります」

　カオルゥに従ついて天幕の一つに入ったクレイグスは、すぐに軽装鎧を抱えて出てきた。

　彼は鎧を杭に立てかけ、紐で結んで設置した。

「鉄製の軽装鎧なら確実に撃ち抜けるから、見ていて」

　そう言ってアリエルが合図を送ると、火縄銃を手にしたカオルゥが進み出る。

　アリエル以下、皆がカオルゥの邪魔にならないようにと、彼女の背後に集まった。

　立て膝の姿勢を取ったカオルゥは銃口から筒内に火薬を流し込み、細長い鉄棒を筒に差し込んで奥の火薬を突き固める。

　やがてカオルゥは鉄棒を抜いて球体状の弾丸を筒に入れ、やはり細長い鉄棒で突いて弾丸を火薬に圧着させる。

「発射音が凄いから、みんな、耳を塞ふさいでいたほうがいいわよ。カオルゥは耳栓をしているから」

　そう言ってアリエルは両手で両耳を塞いだ。

　全員が急いで彼女に倣ならって耳を塞ぐ。

　カオルゥが火縄に火を点け。

　銃を持ち上げ。

　水平にして床しよう尾びを肩に当て。

　照準を覗いて狙いを定め。

　静かに引き金を引いた。

　ゴオォン！

　轟音が響いて、反動で銃身が撥はね上がり。

　もうもうたる白煙が上がって。

　ほぼ同時に、弾丸が鎧に当たった金属音がした。

　手で耳を塞いでいても頭蓋に響くほどの轟音に誰もが顔を顰しかめていたが、アリエルだけは涼しい顔だ。

　耳から手を離すと、彼女はにんまりと笑った。

「ね？　凄い音でしょう？」

　スゼーデルはため息を吐つきながら耳から手を離す。

「確かに凄いな。もっとしっかり塞いでおくんだった。まだ耳が痺しびれる感じが残ってる。しかし、これだと騎兵は使えそうもないな」

「そうね。そもそも両手を使う必要があるから騎兵には扱えないのだけど、仮に無理やり撃ったとしたら、轟音に驚いた馬に振り落とされると思うわね。逆に言えば、突撃してくる騎兵に向かって撃てば……」

「そうか！　命中しなくても馬に振り落とされるな。よしんば振り落とされなくても、馬があらぬ方向へ走り出すな」

　得たりや応とアリエルが頷く。

「そうなのよ！　発射までに時間がかかるのと命中精度が低いのが難点なのだけれど、騎兵突撃には音だけでもかなり有効だと思うのよ」

「それに騎兵は的が大きい。馬に当たっても兵に当たってもいいんだから、命中精度の低さもある程度は補えるのではないか？」

「そうそう、そうなのよ」

　アリエルは満足そうに頷いている。

「カオルゥにもそう言われたわね。だからわたしは、これは使えると判断したのよ」

「そうだな。十人、二十人では問題にならないが、火縄銃を持った銃手を数百人並べることができたら、騎兵突撃を撃退できるかもしれないな」

「でしょう？　馬防柵と組み合わせれば、大がかりな野戦築城をしなくても、騎馬部隊に対抗できると思うのよ」

「で、肝心の威力はどうなんだ？」

　とスゼーデルが目を転じた。

　先ほど金属音がしたから、弾は鎧に当たったはずだ。本当に鎧を撃ち抜けたのか、スゼーデルは興味津々の顔で鎧を見ている。

「確かめましょうか」

　アリエルに率いられる形で、カオルゥとスゼーデルが続き、そのあとからクレイグス、ハリウィック、ミモーネ、セイザリアの順で鎧に近づいていく。

「おお、これは凄い！」

　鎧の前に立ったスゼーデルが大声で叫んだ。

「見事に撃ち抜いているじゃないか！」

　彼の言うとおり、鎧の真ん中やや右辺りに小さな穴が貫通していた。

　後ろを振り返ったスゼーデルが距離を目算する。

「だいたい十ヤルドくらいだったな、カオルゥ？」

「そうでんな。ほぼ十ヤルドですわ。もう少し遠くても当たらへんことはおまへんが、確実に、となると、今のうちの腕ではこのくらいが限度ですわ」

「そうか。だが、数百丁を揃えて一斉射撃すれば、確実に当てる必要はないのだから、もっと遠くからでも攻撃できるな」

「どう？　スゼー。有望な新兵器でしょう？」

　アリエルは自慢そうに胸を張ってそう訊いてきた。

「密集している相手には有効だな。騎馬突撃が相手でも歩兵突撃が相手でも。野戦だけじゃなく、街の防御戦でも行けそうだ。何しろ攻撃側は密集して城壁に攻め寄せてくるんだからな。弓矢より威力のあるこれで狙えば、盾を構えていても撃ち抜けそうだ」

「じゃあ、スゼーもやってみる？」

「おお、もちろんやってみるよ」

「最初は、弾込めまではカオルゥがやってあげて」

「はいな」

　カオルゥは手て際ぎわよく火薬を入れて突き固め、弾を入れて圧着させた。

「最初ですさかい、距離は五ヤルドくらいにしておきましょか？」

「おまえが十ヤルドで当ててるのに、俺が五ヤルドとか、あり得ん」

　アリエルが、ぷっ、と小さく噴いた。

「負けず嫌いよね、スゼーは」

　するとアリエルの斜め後ろに立っているセイザリアが、小さくため息を吐ついた。

「兄様、昔からあんな感じですから」

「はぁ、さようでっか」

　少し呆れ気味に返事をしたカオルゥは、火縄銃を持って歩を進め、的の鎧からおよそ十ヤルドのところで足を止めた。

「立っても撃てへんことはありまへんが、最初ですよって、まぁこれで」

　彼女は片膝立ちになると、ゆっくりと火縄銃を構えてみせる。

「こう持って、筒を水平に保持して。狙いを定めるんは、ここ。わかりまっか？　こうやって的を切れ目に入れますんや。で、引き金引いて、火ひ蓋ぶたを切るわけでっせ。反動がキツうおますさかい、床しよう尾びを肩に密着させて離さんようにしといてください。あいだが空いてると、反動で骨を折る危険がありますさかいな。こんなふうに」

　カオルゥは前に押し出した火縄銃を勢いよく後ろに下げ、床尾を自分の肩にぶつけてみせる。

「お、おお、わかった」

「じゃ、やってもらいまひょか」

　カオルゥは火縄銃を下ろし、スゼーデルに手渡した。

「ええでっか？　間ま違ちごうても銃口を他ひ人と様さまに向けんようにしてください。もしも万が一、うちやお嬢はんに銃口向けたりしたら、遠慮のう反撃させてもらいますさかいな？」

「今日のおまえ、なんだか偉そうだな」

「ええやないですか。スゼーはんにものを教える機会なんて、もう二度とあらしまへんがな。今日ぐらい、ぶいぶい言わせておくんなはれ」

　カオルゥの物言いに、スゼーデルは苦笑するしかない。

　苦笑しつつ、スゼーデルは火縄銃を持ち上げ、水平に構えてみる。

「よし、こうか？」

　スゼーデルは両手でしっかりと火縄銃を保持し、銃床を肩に押し当てた。

「それでよろしおまっせ。で、照準覗いて、的をよう狙ねろうて」

　スゼーデルは照準の切れ目に鎧を入れた。

　すっとカオルゥが彼の下もとを離れる。

　アリエル以下が両手で耳をしっかりと塞いだ。

「さ、撃ってください」

　というカオルゥの声に、スゼーデルは勢いよく引き金を引いた。

　盛大な発射音が轟き。

「ぎゃっ！」

　という悲鳴のようなスゼーデルの声も上がった。

　火縄銃を取り落とした彼は、両膝をついて両手で耳を押さえている。

「み……耳が……壊れるかと……」

「あ～、すんまへん。耳栓渡すの、忘れてましたわ」

「おま……わざとだろ、カオルゥ」

　両耳を両手で押さえたまま、スゼーデルが恨めしそうな顔を彼女に向けた。

「いやいや、ちゃいまっせ。うちがそんな意地悪なこと、するわけあらしまへんやん。ミモはんやあるまいし」

「ぐはぁ！」

　右手で胸を押さえたミモーネが、血反吐を吐はく真似をする。

「ほんま、申し訳おまへん。このとおりや！」

　カオルゥは顔の前で両手を合わせ、そのまま二度、三度と腰を折り、頭を上下させた。

「わかった、わかった。疑ってすまなかったな」

　耳から手を離すと、スゼーデルは彼女に向かって手を振った。

「わかってもろうたらよろしいおま。大好きなスゼーはんに嫌われたら、うち、悲しいですさかいな」

「な!?」

　セイザリアが目を見開く。

「あらあら、カオルゥ殿、わたくしのスゼー様におかしなちょっかいをかけないでいただきたいものでございます」

「なぁっ!?」

　セイザリアの目が、さらに大きく見開かれる。

「なに言うてまんねん、ミモーネはん。まぁだスゼーはんがミモはんの彼氏と決まったわけやおまへんで」

「もう決まっているでございますよ、この泥棒猫さん」

「えぇぇえ!?」

　ひっくり返りそうなほど大きくセイザリアが仰け反り。

　アリエルが、びし、と二人を指さした。

「はい、そこ！　男を巡って言い争う女子二人、の真似を止めるように」

「あ、すんまへん」

「申し訳ございません」

　カオルゥとミモーネは、しれっとした態度でアリエルに向かって頭を下げた。

「一度、こういう女子っぽい振る舞いをしてみたかったですやん」

「さようでございますね。なかなか楽しいものでございます」

「はぁあぁ～～っ、吃驚びつくりしたぁぁぁ」

　セイザリアが盛大な安あん堵どの息を漏らした。

　一方、スゼーデルは思いきり仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

「俺を肴さかなに遊ぶな」

「そないに怒らんと。いい男が台無しでっせ、スゼーはん」

「おまえなぁ」

　スゼーデルは右手を額に置いて天を仰いだ。

「本当にこいつらときたら、酷いことこの上ないな」

「カオルゥもミモーネも、女子に言い寄られた経験のないスゼーを、そんなふうにからかったら駄目でしょう？」

「お嬢様も酷いな」

「あら、あるの？」

　とたんにセイザリアの眉が吊つり上がる。

「あ、いや、ない、かな」

「ふふふ、そうね。セイザリアが恐いから、そういうことにしておきましょうね」

「な？　何を仰っていますか、アリーお嬢様は！」

「そろそろセイザリアも兄離れしないとね？」

「ですから！　何を仰っているのかわかりませんが！」

「ええ、ええ、そうね」

　とセイザリアを軽くあしらっておいて、アリエルはスゼーデルに向き直った。

「で、どうだった？　火縄銃の感触は？　手応えは？」

「いや……そうだな」

　彼は開いた自分の両の掌てのひらを見つめている。

　先ほど火縄銃を撃ったときの感触を思い出しているのだろうか。

「まず、音の大きさに驚いた。驚いて、思わず腕の力を緩めてしまったほどだ。反動も凄かったな。力を緩めたから、撥ね上がった銃身を押さえられなかった」

「そうね。見事に的を外したみたいね」

　とアリエルに言われ、スゼーデルが情けない顔で的にした鎧のほうを見やった。

「誰にでも撃てるとはいえ、当てるとなると、やはりしっかりとした訓練が必要だな」

「まぁでも、それは弓矢の場合も同じではないの？」

「そうだな。少なくとも弓矢を狙って当てられるほど訓練するのと同じくらいの努力で火縄銃も当てられるようにはなるかもしれないな。もっとも」

　スゼーデルは、右手で自分の耳を擦さすった。

「弓矢を撃つときに耳栓は要いらないが」

　アリエルが、くす、と小さく笑った。

「そうね。弓矢を撃つときは雨あめ避よけも要らないけれど」

「……あ！」

「そうなのよ。火縄銃には雨に弱いという弱点もあるのよ」

「そうか。火縄が雨に濡れたら撃てなくなるんだな。それが最大の弱点じゃないのか？　敵は戦を雨天中止にしてはくれないからな」

「マンテラを羽織って火縄を雨から守るとか、幾つか手立ては考えられるけれど、構えたときはどうしても雨に濡ぬれるしね。いろいろ改良点の多い武器ではあるわね」

「そうだな。だとしても、使い方次第では大きな武器になり得る。俺もそう思うぞ」

「小さいけれど、大きな武器に、ね」

　そう言ってアリエルは笑った。

「では、次にクレイグスにも撃ってもらいましょうか」

「はい、承知であります！」
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　クレイグスが試射し。

「ぜひ、わたくしも」

「僕も撃ってみたいなぁ」

　と、ミモーネとハリウィックが申し出たので、二人にも試射を許し。

「わたしも、もう一度やってみるわ」

　と言って、アリエルも試射に加わった。

　セイザリアだけは尻込みして、とうとう火縄銃を手にしなかった。

　距離を変えたり的を変えたりして、皆が何度も試射を繰り返したうえに、風が弱かったこともあって辺りにはもうもうとした白煙が漂い、少しばかり見通しが悪くなるほどだった。

「なるほど。これも弱点の一つね」

　立ちこめる白煙に目を細めたアリエルが、感心したように言う。

「わたしとカオルゥが交代で撃ったときは、ここまで酷くなかったものね」

「さようでんな。これ、何百人が一斉に撃ったら、それだけでかなり見通しが悪うなりまっせ。何百人が何度も何度も続けざまに撃ったら、深い霧に包まれたみたいになるかもしれまへんで」

「その辺も工夫、改良が必要ね」

　スゼーデルが肩を竦すくめて言った。

「改良点の多い武器だな」

「新しい武器なんて、そんな物でしょう？　というか、武器でなくても。試行錯誤して、改良点を一つずつ潰つぶしていって、よりよい製品になるのではない？」

「たしかにお嬢様の言うとおりかもな」

　地面に並べた的──鎧や兜かぶと、厚い板、鶏とり肉にくなど──を見下ろしながら、腕組みをしたスゼーデルが重々しく言った。

「威力なら弓矢よりもずっと上だ。使える武器には間違いない。あとは訓練を積んで、問題点を一つずつ潰していくこと……だな」

「そうね。そうして火縄銃自体を改良すると同時に、使い方も改善していかなくてはね。喫きつ緊きんの課題は速射性をもう少し上げることと、雨を防ぐことかな」

「その辺は、お嬢様の独特な感性と着想に任せるよ」

「わたし一人に丸投げしないで、みんなも考えてよ。ねえ、セイザリア？」

「え？　わ、わたしも、ですか？」

「頭を使うのはわたしとセイザリアの仕事でしょう？」

「う……わかりました。考えてみます」

「でも、改良点を考えるためには、自分で使ってみないと駄目なんじゃない？」

「う……そ、そうですね。近いうちにわたしも試し撃ちしてみようと思い……ます」

「よろしくね」

　セイザリアに向かって軽く右手を挙げると、アリエルはカオルゥに顔を向ける。

「そのときは手ほどきしてあげてね、カオルゥ」

「承知しましたで、お嬢はん」

「さて、では、もう一度わたしの執務室に戻って、もう一つの懸案について話すとしましょうか？」

「もう一つ、ですか？」

　とセイザリアが訊いてきた。

「そうよ。東フルミネンセ女王国の話」

「あ！」

　セイザリアは目を見開き、開けた口を手で押さえた。

「カオルゥと彼女の手の者がいろいろ調べてきてくれたのよ」
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　改めてアリエルの執務室の大きな方卓の周囲に陣取った一同は、侍女が淹れてくれたお茶を飲みながらカオルゥの部下の手による報告書を捲めくっていた。そこには東フルミネンセ女王国で商売をしてきたアリーエン商会の商人──カオルゥと彼女が率いる調査部の要員だ──による見けん聞ぶん録ろくが書かれている。

「割とよく治まっているのか」

　と言ったのはスゼーデル。

「民の不平不満も大きくはないのでございますね」

　と言ったのはミモーネ。

「リリエル様……」

　かつての主人との日々を思い出したのだろうか、セイザリアが少し涙ぐんでいる。

「とは言っても、実質的に東フルミネンセ女王国を治めているのは、カタリーナ女王国の女王、カタリーナ五世の息女である王太女のようですけれど」

「ビッツェフェルド王国が直轄領に組み込んだ西半分では、荒れた土地と重税とに民が苦しんでいるという話だが、東半分ではそうではないのだな」

　スゼーデルがそう言うと。

「民に負担を強しいない、いうんがカタリーナ五世の方針でもあるようですな。リリエル様を傀かい儡らい政権の頂点に置いたんも、そのためでっしゃろ。リリエル様は、王国民からの受けもよかったですさかいな」

「ええ、そうね。姉様を頂点に置いたように見せておいて、裏で東半分を実質的に差配するわけよね。そのうち民がカタリーナ女王国に馴な染じんだら、姉様が女王位を禅ぜん譲じようする……って構想かな。なかなかやるわね、カタリーナ五世……って感じよね」

　アリエルの言葉に、セイザリアの顔が曇った。

「その際、リリエル様が謀殺されたりはしないでしょうか？」

「どうかしら。可能性は低いと思いますけど」

「そうなのですか？」

　アリエルは真剣な顔で、そう思うわね、と頷いた。

「女王位を譲った姉様を謀殺すれば、すぐに噂になるもの。『カタリーナ五世が殺したんじゃないか？』ってね。人の口に戸は立てられないでしょう？　そんな悪い噂が世間に流る布ふしたら、カタリーナ五世の評判が地に落ちるわ。姉様みたいな無害な者を殺して自分の評価を下げるなんて愚かな真似を狡こう猾かつな女王がするとは思えません」

　最後は断定口調でアリエルがそう言い切ると、セイザリアは愁しゆう眉びを開いた。

「ですよね。そうですよね」

「それだけではないわね。姉様を謀殺したりすれば、その後、他国との交渉事がやりにくくなるわよ。むしろ禅譲した後も生かしておいて、安楽な暮らしを保証しておいて、その暮らしぶりを国民にも、他国の首脳にも見せたほうが、女王の評判も高くなるし、他国との交渉もすんなり進むでしょう」

「なるほど！　たしかにそうですね！」

　セイザリアは大きく安堵の息を吐はいた。

「だからまぁ、姉様に関しては、それほど心配する必要はないと思うのよ。東フルミネンセ女王国に関してもね。心配なのは西半分だわ。ビッツェフェルドに対する反乱でも起きたら、なおいっそう苛か烈れつな政治が行われる虞があるもの」

　するとスゼーデルが、で？　と訊いてきた。

「お嬢様としては、どうするつもりなんだ？」

「今のわたしにはどうしようもない。放置するしかないわね」

「……放置か」

「今さらフルミネンセ王国を取り戻す、復興させるなどと言う気はないわよ、スゼー。とはいえ、わたしが大陸を統一しようとするなら、カタリーナ女王国もビッツェフェルド王国も、いずれ雌し雄ゆうを決しないとならない相手だわ。そのときのために、今はハイデラシア王国を手に入れることに注力したいわね」

　そう言ってアリエルは、自信満々の顔で一同を見回した。

「ハイデラシア王国の奪取こそが、わたしの大陸統一事業の第一歩になるの。今までの商売は、そのための助走、布ふ石せきにすぎません」

「お……おお、そうか。そうだな」

「さぁ、ここからが本番よ。見事ハイデラシア王国を手に入れたら、そこを基盤に勢力を伸張させ、周辺諸国を削り取るの。そうして強国に互していくだけの国力を手に入れたら、いよいよ五公十六王国相手の大おお喧げん嘩かが始まります。みんな、よろしく頼むわね」

（やれやれ、大したものだな。思考力も構想力も決断力もあるとは思っていたが、これほどとは思わなかった。僅わずか一年でここまで商売を繁盛させるとは）

　スゼーデル改めスーゼルテスは、呆れるやら、感心するやら。

（それに、だ。これだけ商売が上う手まく行ったんだ、このまま商売を続ければ、それこそ巨万の富を得ることも可能だろうに、予定どおり大陸統一事業に乗り出そうって言うのだから、殿下も馬鹿だな……いや、お嬢様も、か。しかし、やはり殿下のほうがしっくりくるな）

　そんなことを思いながらスゼーデルがアリエルを見ていると、彼女と目が合ってしまった。

「なぁに、スゼー？　何か言いたいことがあるの？」

「いや、言いたいことというかなんというか。誇大妄想とも思えた大陸統一事業だが、ここまでくると可能性の欠片かけらくらいは見えてきたような気がするな」

「ちょっと。誇大妄想って何？　それじゃわたしが狂たぶれ人びとみたいじゃないの」

「あぁ、すまない。そうだな、夢物語と言い直そうか。夢物語と思えた大陸統一事業に僅かだが光明が見えてきた。漆黒の闇やみを照らす一本の蠟ろう燭そくのような弱々しい明かりだが、足あし下もとを照らすことはできる。足あし下もとを照らせば、歩いていける。まだまだ先は見えないが、少なくとも歩いていけるようにはなった。俺は、そのことに感心しているんだ」

　アリエルが疑わしそうな顔になる。

「褒められているのかどうか、微妙な感じね」

「いやいや、褒めているぞ？　大絶賛だ、殿下」

「もう殿下じゃないでしょ、スゼー」

「この話をするときくらいは殿下と呼ばせてほしいものだな、殿下。どうせここには、殿下のことを知っている者しかいないんだから」

「それはそうかもしれないけれど」

　アリエルは少し不満そうな表情を浮かべてスゼーデルを見ていたが、やがて彼から視線を外すと、一同の顔を見回した。

　真っ先にミモーネが反応した。

「さようでございますね。今日ばかりはわたくしも、王ひ女め様、と呼ばせていただきたい気分でございます」

「わたしも、アリエル殿下、とお呼びしたいです、殿下」

「僕も王おう女じよ様って呼びたいなぁ」

「うちも王ひ女め様と呼びたい気分でっせ」

「わたしも皆様に同意でございます、アリエル王女殿下」

「やぁね。どうしたのよ、みんな揃って」

　などと言うアリエルの瞳ひとみは少し潤んでいるように見えた。

　すると。

「殿下のために乾杯したいところだな」

　スゼーデルがそんなことを言い出した。

　間かん髪はつを容いれずハリウィックが乗ってきた。

「あ、いいですね。とっておきのワインを持ってこさせましょうか？　それとも麦ばく酒しゆにします？」

　と言って一同の顔を見渡すと、ミモーネが右手を挙げた。

「王ひ女め様の輝かしい未来に乾杯するのでございますから、麦酒を一気に呷あおるのが相応ふさわしいと思うでございますが」

「うちはサケのほうが好きなんやけど、サケは手に入らしまへんもんな。ここは麦酒で手を打っときますかいな」

「よし。では、殿下の輝かしい未来と俺たちの新たな門出に、麦酒で乾杯しよう」

　スゼーデルがそう断じると、セイザリアとクレイグスが大きく頷いた。

「じゃあ、麦酒を用意させるね」

　勢いよく立ち上がったハリウィックが、いそいそとした足取りで控えの間へ向かう。

「みんな、少し大げさなんじゃない？」

　呆れたような揶や揄ゆするような口調でアリエルはそう言ったが、それは彼女の照れ隠しなのだろう。

「いえいえ、大げさなことではございません、王ひ女め様。古来より、出陣の儀には、大将、宿将が顔を揃え、勝利を祈願して乾杯をいたすと言うではございませんか。本日、王女様が新たな目標を設定された以上、ここからは戦も同然でございます。皆で勝利を祈願して乾杯いたすのは、至極当然、地獄も同然ではございませんか」

「最後の！」

　アリエルが、びし、とミモーネを指さしてツッコんだ。

「地獄へ行く気など、毛頭ありませんけどっ!?」

「いえいえ、そうではございません。王ひ女め様が向かう先がたとえ地獄であったとしても、わたくしども家臣一同、どこまでも従ついていきますよ、という覚悟を言い表しただけでございます」

　アリエルは、ジト目になってミモーネを見やる。

「そんなこと言われたら叱しかれないではないの。上手く言い逃れたものね」

「言い逃れではございません。本心でございます」

「くっっ。真顔でそんなことを言われたら信じたくなってしまうわ」

「え？　どうして信じていただけないでございます？」

「言ってるのがあなただからよ、ミモーネ」

「ぐはぁっ」

「あなたの言葉の七割は嫌みと皮肉でできていて、残りの三割は噓と出で鱈たら目めから成っているではないの」

「ぐぼぁぁっっ！」

　胸を押さえたミモーネが、ばたりと卓に突っ伏した。

「王ひ女め様の言葉責めが日に日に鋭くなっていくでございます。わたくし、いずれ王女様のお言葉によって斬ざん殺さつされてしまうでございます」

「骨くらい拾ってあげるわ」

「酷い！」

　ミモーネは卓に突っ伏したまま、さめざめと泣き始めた。

「はい、噓泣きはもういいから」

「さようでございますか」

　すぐにミモーネは上体を起こす。

　あっけらかんとした顔で、彼女はこう言った。

「泣いたのは噓でございますが、先ほどのわたくしの言葉は、噓偽りではございません。わたくし、年に一度くらいは心の底から本心を絞り出すでございます」

「年に一度なの!?」

「年に一度かよ！」

　アリエルだけでなく、スゼーデルまで思わずツッコんでしまった。

　などという馬鹿なやり取りをしているうちに、侍女を引き連れてハリウィックが戻ってきた。

　二人の侍女は手押し車に載せた酒しゆ盃はいを配り、麦酒の瓶を取り上げ、酒盃に注いで回る。

　侍女が下がると、スゼーデルが、

「行き渡ったな？」

　と確認した。

　セイザリア、ミモーネ、カオルゥ、ハリウィック、クレイグス、そしてアリエルは、その場で立ち上がって酒盃を持つ右手を伸ばした。

「王女殿下に輝かしい未来が訪れることを祈って。俺たち家臣の新たな門出を祝って。かんぱ……」

　というスゼーデルの言葉を、ミモーネが遮った。

「お待ちください、スゼーデル様」

　勢いよく右手を突き上げかけたスゼーデルが、嫌そうな顔で手の動きを止めた。

「なんだ、ミモーネ？」

「乾杯の音おん頭どが素っ気なさすぎるでございます」

「そ、そうか？」

「ここは一つ、不肖、このミモーネにお任せくださいませんか？」

　スゼーデルは、どうする？　という顔でアリエルを見た。

「いいのではなくて？」

「……なら、まぁいいか」

　スゼーデルが不承不承の体ていで腕を下ろすと、ミモーネは一つ小さく咳払いをしてから言った。

「では僭せん越えつながら、わたくしが畏かしこくも乾杯の音頭を取らせていただくでございます」

　酒盃を持つ右手を眼前に掲げると、ミモーネは一同の顔を見渡した。

「アリエル殿下の大望が遅滞なく進展し、いずれ漏れなく実現し、ガレリア大陸に統一と平和が訪れますよう祈願いたしまして。同時に我ら家臣一同は確かつ乎こ不ふ抜ばつにして不退転の覚悟で王おう女じよ殿下を支えていくことを誓いまして、ここに乾杯をいたしたいと思うでございます。よろしいでございますか、皆様？」

　ミモーネが右手の酒盃を高々と掲げると、皆も酒盃を持つ手を高々と挙げた。

「今はアリーエン会頭なんだけどね」

　と呟きながら、アリエルも酒盃を掲げた。

「ガレリア帝国初代皇帝、アリエル皇帝陛下に乾杯！」

「「「乾杯！」」」

　ミモーネ、スゼーデル、セイザリア、カオルゥ、ハリウィック、クレイグスが天に届けとばかりに酒盃を突き上げ。

　それを下ろすと口くち許もとに運び。

　麦酒を一気に飲み干した。

「みんな、いくらなんでも気が早すぎ」

　アリエルだけは少し恥ずかしそうな表情で小さく酒盃を掲げ、そしてすぐに下ろし、そっと口につけるのだった。
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　その後、アリエルは両替商で儲もうけた資金を投資して、新たに鉱山資源を取り扱う会社──アリー鉱山開発社と名付けた──を設立、本部をハイデラシア王国内に置いた。

　アリエルは、アリー鉱山開発社を通じてハイデラシアで産出される鉱物資源を買い付けて売り捌さばく一方、王家から採掘権を買い入れ、新たな鉱脈探しも始めた。

　これが当たった。

　採掘権を得た地域の山でアリー鉱山開発社が掘くつ削さくを続けるうちに、新しい銀の鉱脈を掘り当てたのだ。掘削を始めて二か月足らずの出来事だった。

　スゼーデル以下、皆がアリエルの強運に舌を巻き、感心した。

　鉱脈探しを始めてすぐに温泉が湧わき出したため、アリー鉱山開発社の現場には温泉が引かれ、浴場が整備された。温泉浴場は鉱山で働く男女に大人気を博したが、それはさておき。

　アリエルが賢かったのは、新たに掘り当てた銀を独占しなかったことだ。

　彼女はハイデラシア王家と語らって販売会社を設立、ハイデル＆アリー鉱物資源社という名のその会社を通して銀を売ったのである。新たな銀山開発はアリー鉱山開発社に莫ばく大だいな利益をもたらしたが、同時にハイデラシア王家の懐ふところも大いに潤した。

　アリエルとアリー鉱山開発社はハイデラシア王国でその声望を高め、同時に彼女はハイデラシア王家にとっての重要人物となったのである。

　アリエルは両替商のほうの実質的な経営をセイザリアに任せると、ハイデラシア王国に常駐し、アリー鉱山開発社とハイデル＆アリー鉱物資源社の運営に全力を投じた。

　銀を売って得た利益で硝しよう石せきを買い占めるだけでなく、王家を説得して、硝石を産する山一帯をアリー鉱山開発社が買い取ったりもした。

　銀と違い、硝石はハイデル＆アリー鉱物資源社を通じて売ることはしなかった。アリエルは硝石をアリー鉱山開発社で独占したのである。硝石の本当の価値にまだ気づいていないハイデラシア王家は、彼女のやり方になんの文句もつけなかった。

　硝石を買い占めたアリエルは、同時に火薬精製工場を設立した。

　それから腕のいい鍛冶職人を集め、火縄銃の製産にも乗り出した。以前にアリエルが言っていたように、まさに「眼前にお金を積む」ようにして集めたのである。そのときの彼女には、それができるだけの資金力があった。

　新たな銀山開発と販路拡大の功績によって、アリエルはハイデラシア王家から叙じよ爵しやくされた。

　受けたのは「女じよ爵しやく」だった。

　これは男だん爵しやく相当の位くらいで、当主が女性の場合に「男爵」ではなく「女爵」と呼ばれるのである。

　元フルミネンセ王家の王女であるアリエルからすれば今さらという爵位だが、彼女はありがたく頂ちよう戴だいすることにした。

　ハイデラシア王家は爵位を与えるだけでなく、王都に近い邑むらを一つ下か賜ししようとしたのだが、アリエルはそれを固こ辞じし、代わりに銀山近くの寒村を賜たまわるように願い出た。

　アリエルのこの謙虚な申し出はハイデラシア王家の彼女に対する評価をさらに上げ、それまで以上の信頼を得ることになった。

　感激したハイデラシア王は、

「寒村一つではそなたの功績に釣り合わぬ」

　と言って、産出する銀で作らせた新しい銀貨──銀の含有量が九十八％の良質な物だ──を千枚下賜したのだった。

　アリエルは、何も己の謙虚さを王家にアピールしようとしたのではない。

　彼女には別の思惑があった。

　早速アリエルは、賜った寒村近郊で掘削を始めた。

　掘り始めて十日ほどで、彼女の予想どおり、温泉が湧いた。

　アリエルは大浴場を建て、その近くに宿泊所も建てた。

　少し離れた高台にも温泉を引くと、彼女は石造りの瀟しよう洒しやな館を建てさせ、それをハイデラシア王家に寄進した。

　喜んだ王は、公務の合間を縫ってアリエルから貰もらった館に足あし繁しげく通うようになった。すると王に倣ならえとばかりに他の王侯貴族たちも周囲に別荘を建て、せっせと湯治に来るようになる。

　ほんの少し前までは鄙ひなびた寒村だったその場所は、国内外を問わず訪れる湯治客と、別荘に遊びに来る王侯貴族で賑にぎわう一大保養地に変へん貌ぼうしたのだった。
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　銀の産出と販売が軌道に乗り、黒色火薬の精製と火縄銃の製産にも目め処どが立ち、保養地が繁盛するようになると、アリエルは次の手に打って出た。

　スゼーデルに預けた護衛兵百人に火縄銃を持たせ、その部隊ごとハイデラシア王家に売り込んだのである。

　ただ献策しただけではない。王侯貴族の前で派手なデモンストレーションを敢行した。

　ハイデラシア国王に頼んで百人もの死刑囚を貰い受けたアリエルは、彼らに軽けい装そう鎧よろいを着せ、野外演習場に並ばせた。

　演習場の反対側には火縄銃のみを持ったスゼーデル以下の三十人が立っている。各人の背後には片膝立ちになった二人が控えていた。

　合計で九十人だ。

　死刑囚は鎧を着けて剣を持っているが、スゼーデル以下、前列に並んだ三十人が手にしているのは火縄銃だけ。後列の六十人は足下に小箱を置き、半数が細長い棒のような物を持っている。けれど、誰も鎧を着けておらず、焦げ茶色の軍務服を着ているだけだった。

　アリエルは死刑囚にこう伝えさせた。




「前方に並んでいる者たちを突破して彼らの背後まで駆け抜ければ、死罪を取り消して放免します。相手が邪魔をするようなら剣で斬きりかかってもかまいません」




　それを聞かされた死刑囚はいきり立った。

　早くも死罪を免れた気になった。

　自由を手に入れた気になった。

　何しろ相手は剣も槍やりも弓も持っていないのだ。

　前列の三十人はやや太めの鉄の棒らしき物を持っているが、あれでは剣の相手にならないだろう。後ろの六十人は武器らしき物を持っていない。盾すら持っていない。駆け寄った勢いのままに剣を振り回せば、相手は避けるしかない。その隙すきにあいだを割って背後へ駆け抜ければ、それで死罪は取り消しだ。

　死刑囚の誰もが、剣を握る手に力を込めた。

「用意はいいか!?」

　双方の中央に立っていた三十名ばかりの兵を率いる部隊長が大声を張り上げた。

「いつでも来い！」

「やったんぜ！」

「邪魔するヤツぁぶっ殺す！」

「おいおい、殺しすぎると、また新たに死罪を言い渡されるぞ？」

「違ちげえねぇ。殺しすぎないように気をつけねえとな！」

　死刑囚たちは、誰もがその気になっていた。

　しかし。

「始めぇぇ！」

　大音声で号令をかけると、部隊長は兵を率いて素早く後方へ下がっていった。

　死刑囚とスゼーデルたち九十名のあいだには、なんの障害物もない。

「行っけぇぇえ！」

「駆け抜けろぉぉぉ！」

　抜き身の剣を提げたまま、死刑囚たちは一いち目もく散さんに駆け出した。
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　双方の距離は五十ヤルド──ざっと百三十メートル──ほどはあったから、全力で走っても、あっという間に駆け抜けるとはいかない。

　個々人の走力には差があるから、死刑囚たちは駆けているあいだに多少前後に間延びした縦陣隊形になっていた。

　足が速くない者からすれば、横に広がるより縦になったほうが楽に抜けられるという計算だ。自分が着く頃には、すでに足の速い者たちが駆け抜けていて、横に並んでいる相手の隊形が崩れているだろうから。

　ところが。

　死刑囚たちの先頭を走る足の速い数名が、双方の半ばまで達したときだった。

「撃ち方、用意！」

　スゼーデルの大声が演習場に響き。

　前列の三十人は手にした筒状の物を水平に構えた。

「撃てぇええぇ！」

　スゼーデルの大音声が聞こえた直後、ドオォンという轟ごう音おんが響き渡った。

　ドォン、ドオォン、ドゴン、ドオォン、ズォン！

　何十という轟音が重なり、演習場の空気を震わせた。

　遠巻きに見ていた者は、大地までもが揺れるような錯覚を覚えた。

　耳を劈つんざく轟音に、思わず走る足を止めてしまう死刑囚が続出した。

　直後、先頭を走っていた六人の死刑囚のうち、五人までもがばたばたと倒れた。

　まるで見えない鉄てつ槌ついにでも殴られたかのように勢いよく後方へ倒れ込んでいる。先頭の五人だけでなく、そのすぐ後ろを走っていた者も数名、仰のけ反ぞるような恰かつ好こうで倒れ込んだ。

「な……何が？」

　矢が飛んできたわけでもないのに、先頭を走っていた者たちがばたばたと倒れるのを見て、彼らの後ろに続いていた死刑囚は完全に足が止まってしまった。

　だが、そのさらに後方から駆けてくる者は事態が把握できていない。

　先を行く者が止まったのなら、それを追い越し、真っ先に自分たちが駆け抜け、自由を確保すればいい。

　そう考えた死刑囚たちは、足を止めている者を追い越していった。

　その間かんにスゼーデルたちが何をしたかというと。

　前列の三十人は撃ち放ったばかりの火縄銃を後列の味方に手渡し、彼らから新しい火縄銃を受け取っていた。すでに火薬と弾込めが終わっている火縄銃をだ。

　後列の二人は、受け取った火縄銃に手て際ぎわよく火薬を詰め、弾丸を込めている。

　弾込めが終わっている火縄銃はもう一丁あった。

　つまりアリエルは、一人の射手につき三丁の火縄銃を用意させたのである。

　射手が構えて、撃ち、空になった火縄銃を後列の兵に渡す。

　受け取った兵は、代わりに弾込めの終わっている火縄銃を渡す。

　二丁目の火縄銃を受け取った射手が、それを構え、撃つあいだに、後列の二人は空になった火縄銃に火薬と弾を込める。

　二丁目の火縄銃を撃った射手は、またそれを後列の兵に渡し。

　後列の兵は、代わりに三丁目の火縄銃を渡す。

　そのときにはすでに、一丁目の火縄銃に火薬と弾込めが終わっている。

　それを置いた二人は、二丁目の火縄銃に火薬と弾を込める作業に取りかかる。

　三丁目の火縄銃を撃った射手は、空になったそれを手渡し、弾込めの終わっている一丁目の火縄銃を受け取り、構え、撃つ。

　これを繰り返せば、間断なく射撃を続けることができるのだ。

　一人では速射が利かないのなら、補助要員を付けて射撃の間隔を詰める。

　大量の射撃で命中精度の低さをカバーする。

　火縄銃の弱点を解消するためにアリエルが考えて出した解答が、これだった。

　途切れることなく襲い来る鉛玉の雨に、死刑囚の半数以上が地に倒れ伏していた。

　彼らが身に着けていた軽装鎧は、なんの役にも立たなかった。

　残っている四十名ばかりの死刑囚は、まだ何が起きているのか把握できていない。

　いないが、まごまごしていると自分たちも、そこに倒れている死刑囚たちの仲間入りしそうだということだけはわかった。

「に、逃げろ──っ！」

　一人が回れ右すると、残りの者たちも一斉に身を翻した。

　すかさずスゼーデルが命令を下す。

「火縄銃隊、前進！」

　スゼーデルは火縄銃を構えたまま駆け出した。

　射手二十九人が、同様に火縄銃を構えて駆け出し。

　後列の補助兵の一人が予備の火縄銃二丁を持ち、もう一人が火薬と弾丸の入った箱、そして弾込め用の棒を持って前列の兵を追いかけていく。

「止まれぇえ！」

　スゼーデルの号令一下、二十九人が足を止める。

「構え！」

　二十九人は手にした火縄銃を構え、立射の体勢を取る。

　その間に補助要員が追いついてきた。

「撃てぇえ！」

　スゼーデルは命令の直後に火縄銃を放ち、轟音が響いた。

　間かん髪はつを容いれず、二十九の発射音が重なって轟とどろき、辺りの空気を震わせた。

　二、三十ヤルド先では、背中を向けて逃げていく死刑囚が、ばたばたと倒れた。

「ひいぃぃい～～」

「なんだこれはぁぁ」

「助けてくれぇえ」

　死刑囚の生き残りは二十名ほどいたが、全員が剣を放ほうり出し、一目散に逃げていく。

「追え！　逃がすな！」

　補助要員から弾込めの終わった火縄銃を受け取ったスゼーデルは、配下の兵に命令を下すと、逃げる死刑囚を追って全力疾走を始めた。

　二十九人の射手も、負けじと走り始める。

　必死で逃げる死刑囚たちだが、走る速度は思ったほど上がらない。鎧を身に着けているせいだ。軽装鎧とはいえ、着慣れていない者には重く感じられる。

　元兵士の死刑囚五人だけが──さすがに彼らは軽装鎧を重いとは感じない──かなり先を行っているが、それ以外の者は息を切らし、よたよたと走っているだけだった。

「止まれ！」

　スゼーデルの号令がかかり。

　足を止めた三十名は立射の体勢になった。

「構え！」

　三十人は前を走る死刑囚の背中に狙ねらいをつけ。

「撃てぇえ！」

　轟音が鳴り響き、大気を震わせ。

　先頭を行く五名以外の死刑囚は、銃弾によって全員が薙なぎ倒された。

（ここまでだな）

　最後の五人とは距離が離れすぎた。狙っても当たらないだろうし、追いかけても追いつけないだろう。

（さすがに元兵士だけのことはある。体力だけはあるな）

　スゼーデルは右手に持った火縄銃を天に向かって突き出すように掲げ、左右に大きく振った。それを合図に、逃げる五人の死刑囚の行く手を遮るように三十名ばかりのハイデラシア王国兵が進み出てきた。

　兵士は一斉に剣を抜くと、逃げる死刑囚に襲いかかる。剣を捨ててしまった死刑囚に抵抗の手段はなく、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、あっという間に斬り倒されてしまった。

　演習場内に建てられた展てん望ぼう櫓やぐらの上で一部始終を見守っていたハイデラシア王は、思わず身を乗り出して叫んでいた。

「見事！　見事だ！　火縄銃の威力がこれほどとは思わなんだ！　さすがにアリーエン、天あつ晴ぱれな仕業よ！」
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　こうしてアリエルは、ハイデラシア王国の王侯貴族や高級軍人たちの眼前で火縄銃の有用性を見事に実証してみせた。

　火縄銃の威力だけでなく、それを扱うスゼーデル率いる火縄銃隊の統率の取れた戦い振りにも感服したハイデラシア王は、火縄銃隊を丸ごと召し抱えることに決めた。火縄銃の圧倒的な威力を目の前で見せつけられた王侯貴族や軍人たちが、王の決定に異議を唱えることはなかった。

　王国お抱えとなる火縄銃隊が使用する火薬は、すべてアリー鉱山開発社から買い付けることになった。アリエルの目もく論ろ見みどおり、彼女と彼女の会社は財政面でも軍事面でもハイデラシア王国に深く食い込むことに成功したのである。

　アリエルの爵位は子し爵しやくに昇った。

　鉱山開発で巨万の富を得た彼女は、今や王家とも昵じつ懇こんの間あいだ柄がらで、ハイデラシア王国で一いち目もくも二に目もくも置かれる存在となった。

　しかし彼女はそんな立場に満足することなく、自らが使う私設の火縄銃隊を創設し、「来たるべき時」に備えるのだった。
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「どうだった、カオルゥ？」

　調査の旅から久しぶりに戻ったカオルゥを相手に、アリエルはお茶を飲んでいた。

　二人がいるのは、保養地として発展を始めたドナゥベンの街の郊外にあるアリーエン子し爵しやく別邸の書斎だ。書斎には高価な蔵書が並んでいて、使用人が勝手に入ることを禁じられているので、密談にはもってこいなのである。

　甘い焼き菓子を口に放ほうり込んだカオルゥは、それをぼりぼりと嚙かみ砕くだき、呑のみ込んでから、声を落とし気味に応こたえた。

「二、三の国では動きがありましたで。中でもアルデリア王国は、あからさまに兵を動かす準備をしておりましたわ。遠くないうちに攻め寄せてくるんちゃいまっか？」

「いつ頃来そう？」

　腕組みして首を捻ひねったカオルゥは、そうでんな、と呟つぶやいてから、また一個、焼き菓子を口に放り込み、ばりぼりと嚙み砕いた。

「大部隊を動かす気なら、あと一ひと月つき近くかかるかもしれへんけど、少数精鋭で奇襲しよう言うなら、十日以内には来るかも……ですわ」

「あなたの見立てでは、どちら？」

「うちは少数精鋭で奇襲してくる、思いますで」

「その理由は？」

「大部隊を動かすつもりなら、もっと大がかりに兵ひよう糧ろうやら武器防具やらを用意させる思いまんのや。けんど、そこまでの用意はしてまへんさかいな。兵糧は現地調達する気でいるんかもしれまへんが、ここら辺りに城じよう郭かく都市はおまへん。鉱山や保養地にそれほど大量の兵糧がないいうんは、あちらはんも承知してますやろ」

「そうね。そのとおりだわ」

「それに、兵を動かすのを他国に知られたくはおまへんからな。ハイデラシアだけやのうて、周辺諸国にも知られとうない。となれば少数精鋭で奇襲して、鉱山のある一帯を速攻で占拠してまういうんが、向こうはんの考えそうなところだと思いまっせ」

（情報収集能力が高いだけでなく、情勢の分析も的確よね、カオルゥは。だから頼りになるのですけど）

　美お味いしそうに焼き菓子を頰ほお張ばっているカオルゥを、アリエルは頼もしそうに見つめた。

「アルデリアが奇襲してくるとして。どの道を来るか、わかる？」

「候補は二つありまっせ。さすがに一つには絞りきれまへんわ」

　という彼女の答えに、アリエルは羊皮紙製の小さな地図を取り出して卓の隅に載せた。

　地図が丸まらないよう文ぶん鎮ちんで押さえると、彼女は、

「どこ？」

　と訊きいた。

　カオルゥの指が地図上を動いていく。

「ここと、ここでっせ。この間かん道どう以外は人里近くを通りますんで、人目につく可能性が高たこうなります。密ひそかに侵入するとなると、ここか、ここ、でっしゃろな」

「この二本の間道の整備状況は、どんなものかしら？」

「似たり寄ったりでんな。馬車を走らせるんは厳しいおますけど、人が歩く分には問題おまへんわ」

「国くに境ざかいからこちらの鉱山一帯まで、走ってどのくらいかかる？」

「うちが走ったときは四時間ほどでしたな。武装した兵ならもう少しかかるでっしゃろ。部隊単位での移動ともなれば、そうでんな、急いでも八時間やそこらはかかるんやないでっか？　夜中に走るんなら、もっとかかりますな」

「なるほど。それだと、日暮れの頃に国境を越えて走っても夜明け前には着くわけね。あるいは、夜中に国境を越えれば、朝には着く……と」

「どちらも一長一短ありますさかい、あちらさんがどちらを選ぶかまでは、わからしまへんで」

「そして、どちらの道を選ぶのかも決め打ちはできない……か」

「でんな。まぁ国境に見張りを張りつけておけば、早い段階で確定できますけんど」

「でも、それからこちらの火縄銃隊を展開させるのでは間に合わないわね」

「どこで迎え撃つか、にもよりますけど、移動にはある程度の時間がかかりますしな。荷馬車が使えへんのはこちらも同じやさかい、兵が火縄銃抱えて走らんといかん。迎撃する前に疲弊してしまいそうでんな」

「となると、やはり、どちらにも火縄銃隊を伏せておく、というのが現実的ね。ただ、その場合は火縄銃の数が制限されますから、ギリギリの迎撃戦になるわね」

「まぁ、スゼーはんなら問題あらしまへんやろ」

　スゼーデルは、今ではハイデラシア王国軍の火縄銃隊隊長として王国に召し抱えられている。彼に率いられた火縄銃隊は、射手だけで百五十人にまで増強されていた。

「もう一方の指揮は、あなたに頼むわよ、カオルゥ」

「それは合点承知の助でっけど。お嬢はんお抱えの火縄銃兵は八十しかおらんさかい、侵攻部隊が大隊規模だと、けっこうキッツいでんな」

「敵が反撃に転じる前にできるだけ損そん耗もうさせておけば、乱戦になったとしても、ミモーネ隊やハリィの隊が威力を発揮できるわ」

　今回の迎撃戦に備えて、アリエルはミモーネやハリウィックまで駆り出して、戦闘員を指揮させることにしていた。それだけ今回の作戦を重要視しているのだ、彼女は。

「せっかく手に入れた鉱山を余よ所そ者ものに奪われて堪たまりますか。鉱山一帯を占拠されたら、わたしは拠より所を失ってしまうもの。なんとしてもアルデリア王国の謀略を打ち砕いてやるわ。迎撃に成功すれば、他国もおいそれとは手を出せなくなるでしょう」

　こんなときのために、アリエルは私財を投じて火縄銃隊を育ててきたのだ。

　彼女の瞳ひとみには決意と覚悟を示す強い光が点ともっていた。

「んで、迎撃に成功したら、控えていたハイデラシア王国軍団がアルデリア王国領内に雪な崩だれ込むわけでんな」

「そういうことね。非はあちらにあるのですから、遠慮は要いらないわ。国境に近い場所に待機しているはずの後続部隊を急襲して、叩たたいてやるのよ」

「そうなれば、さすがの大国いうても、そうとうな痛手を蒙こうむることになりまんな」

「そうしておいて、他国を誘ってアルデリア王国深くまで攻め入り、領域を削り取る。それでハイデラシア王国は強国の仲間入りができるわ」

「王国でのお嬢はんの地位もますます上がり、存在感、発言力は増すばかり、いうわけでんな」

　そうね、と頷うなずいたアリエルは、しかし、あまり嬉うれしそうではなかった。彼女にしてみれば、捕らぬ狸たぬきの皮算用などしている場合ではない、ということだろう。

「そうなったときにハイデラシア王がどう出るかはまだ読めないけれど、まぁ、それはまだ先の話ね。どのみち、この迎撃戦を成功させなければ王国に未来はないのですし、わたしの未来もないのですからね。頼んだわよ、カオルゥ。あなたと、あなたの率いる情報収集部隊の活躍が勝利の鍵かぎを握っているわ」

「お任せください、お嬢はん。必要な情報を必ず持ち帰って、お嬢はんの勝利に貢献してみせまっせ」

「ええ、よろしくね」

　カオルゥに向かって頷いてみせたアリエルは、すぐに視線を外し、卓上の地図に目を留めた。

（これはハイデラシア王国の戦いですけど、わたし自身の戦いでもあるわ。生まれて初めて兵を指揮して敵と戦う。それがどんなことなのか、少し恐いけれど、少し楽しみでもあるわね）

　アリエルは来たるべき戦いを想像して、小さく身震いするのだった。
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　アルデリア王国内に潜入したカオルゥと彼女が率いる情報収集部隊は、驚くべき正確さでアルデリア王国軍の動きを伝えてきた。アリエルはその一部始終をハイデラシア国王に伝え、国王は密かに王国軍の出撃準備を調えた。

　間道でアルデリア軍の侵攻部隊を迎撃する火縄銃隊の指揮官はスゼーデル（スーゼルテス）。

　もう一方の間道は、アリエル（アリーエン）が率いる──実質的な指揮官はカオルゥだったが──火縄銃隊が受け持つことになった。

　アリエルはハイデラシア王に対して、

「御お国くにと我がアリー鉱山開発社は一いち蓮れん托たく生しようであります。それにわたくしは王から爵位を賜たまわっておりますから、ハイデラシア王家に仕える身でもあります。どうかわたくしとわたくしの手の者にも、御国を守るための戦いに参加させてください。それが我が社を守る戦いでもあるのですから」

　と申し出た。

　それを受けた王は、

「まことに殊勝な申し出である」

　として、アリエルとその一党の防衛戦への参加を許きよ諾だくした。

　王からすれば願ったり叶かなったりの申し出だっただろう。何しろ彼女は百人近い火縄銃兵を個人で抱えているのだ。強力無比な火縄銃隊に参加してもらえれば心強いことこの上ない。王は出陣のためにと、わざわざアリエルに支度金を下か賜ししたほどだった。

　こうしてアリエルは、自分の兵を率いて戦いに参加することになった。

　地方領主が自分の兵を率いて馳はせ参じるのと同じような扱いだが、その重みは遙はるかに勝まさっていた。

　王国軍が待ち伏せる間道がハズレの場合、侵入してきたアルデリア王国軍部隊を阻止するのはアリエルの火縄銃隊の役目となる。その責務は重大だった。

　ハイデラシア王もアリエルの私兵だけに任せるのは心こころ許もとないと思ったから、一個大隊五百を付けてくれた。だが王は、防衛戦の主力はあくまで火縄銃隊と考え、付けた一個大隊はあくまで予備、後詰めという位置づけである。

　そもそもアルデリア王国軍が送って寄越す精鋭部隊に対してまともに戦ったら、ハイデラシア王国軍兵では歯が立たないという読みがあった。

　正面からの叩き合いになったら敵かなわない。だからこそ、火縄銃隊で敵の不意を衝つき、間接攻撃で損害を与える。それがハイデラシア王の考えだった。

　アリエルの考えも、王のそれに近かった。ただし彼女は、兵の強弱だけを考えていたのではない。むしろ、火縄銃の威力を満天下に知らしめる戦いにしたい、という思いのほうが強かった。だから、敵がどちらの間道を抜けてきても、防衛戦の先頭に立つのは火縄銃部隊にしたかったのである。

　彼女の目もく論ろ見みは叶った。

　本命の間道で待ち受けるのは、スゼーデル率いるハイデラシア王国の火縄銃隊。

　別の間道で待ち受けるのが、アリエル率いるアリー鉱山開発社の火縄銃隊。

　この後、幾度となく兵を率いて戦場に立つことになるアリエルだが、実にこのときが彼女にとっての初うい陣じんであった。

　アリエルとハイデラシア王は、反撃後のことまでしっかりと話し合っていた。

「奇襲部隊の背後には、後続部隊が控えていると思われます。奇襲部隊が銀鉱山一帯を制圧したら、後続が侵攻を開始し、鉱山を含むオルリツァ州を占拠する。敵の狙ねらいはそんなところではありませんか？　ですから、侵攻部隊を迎撃した後、こちらからアルデリア領内に侵攻して、控えている敵の後続部隊を奇襲するのです。後続に大きな損害を与えれば、国境に近い街を幾つか占拠できるでしょう。非はアルデリアにあるのです、占拠した街を返すにしろ返さないにしろ、交渉は御国に有利に進むのは確実です」

　というのがアリエルの主張であり、ハイデラシア王も、それを是とした。

「では、アルデリアの侵攻部隊を迎撃することに成功したら、逃げる敵の残存兵を追いかけてアルデリア王国領内へ逆侵攻し、敵の後続部隊を急襲する。後続を撃退したら、国境に近い街や邑むらを占拠する」

　それがハイデラシア王の下した結論だった。

　王は逆侵攻のために、王国の軍団に対して出撃の準備を始めさせた。

　おおっぴらに動いては、アルデリア側に、こちらが迎撃の用意をしていることを勘づかれてしまう。準備はあくまで極秘に、である。そのため通常より時間はかかったが、アルデリア軍部隊が侵攻してくるのも今日、明日の話ではないから、迎撃準備はなんとか調った。

　逆侵攻するためにハイデラシア王国が用意したのは二個軍団。ハイデラシア王国の常備軍は三個軍団しかいないから、王都周辺の防衛を考えれば、これが動かせる最大兵力と言えた。

　第一軍団を率いるのは王太子で、第二軍団の指揮を執とるのは百戦錬磨のフリント将軍だった。

　王太子と、王国軍でも一、二を争う勇将、フリント将軍を投入するのだから、ハイデラシア王も、これを王国の存亡に関かかわる重要な戦いと位置づけたのは間違いない。

　ハイデラシア王国が着々と準備を調える一方で、アルデリア王国も確実に侵攻の準備を進めていた。

　戦機は熟じゆくしつつあった。

　ただし、それを知っているのはハイデラシア王国の側だけで、狙った獲物が牙きばを研いでいることをアルデリア王国は知らないままだった。
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　アルデリア王国に潜入していたカオルゥが、重大な情報を携えてハイデラシア王国に戻ってきた。

　銀山の麓ふもとにある保養地の別邸で、アリエルはミモーネと共に彼女を出迎えた。

　アリエルはやや地味目のドレス姿で、ミモーネもいつもの侍じ女じよ服ふく姿だった。カオルゥのほうは馬を飛ばしてきたから、いつものニンジャ装束ではなく、乗馬用ズボンを穿はいていた。

　書斎の椅い子すに腰を下ろしたアリエルは、カオルゥも椅子に座らせて報告を受けた。彼女の背後には、例によってミモーネが影のように張りついている。

「敵の侵攻部隊、いよいよ動きまっせ」

「いつ動くのかしら？」

「早ければ明日、遅くとも明後日あさつてには出撃する思いますで」

　アリエルは身を乗り出して、いちばん確認したいことを訊く。

「どちらの道を通るかはわかった？」

　カオルゥは申し訳なさそうに頭を掻かいた。

「すんまへん、そこまでは」

「そう。では、そこは予定どおり、出たとこ勝負になるわね」

「現地に残ったうちの手下が見張ってますんで、確定でき次第、伝書鳩を飛ばす手て筈はずになっとります。ただ、それが夜の場合、鳩を飛ばすんは翌朝になってまうので、そこが難しいところですな」

　本当ならカオルゥが現地に留とどまって敵の動きを最後まで見張りたいところだが、彼女はアリエル率いる火縄銃隊の戦闘指揮官だ。こうして戻ってきて、部隊に合流しなければならなかった。

「その場合は、国くに境ざかい付近に配した見張りの兵からの連絡を待つしかないわね」

「ですな。ただ、伝令の到着と敵の到着、あまり時間差がのうなります」

「それも致し方なし、ね。で、侵攻部隊の規模は？」

「大隊規模でんな。五百から六百。それ以上にはならんでっしゃろ」

「後続は？」

「軍団が二個、準備完了ってな具合ですわ。一個がエレスバルの街、もう一個がマイヨールの街におります。そちらは人数が人数やさかい、主要街道から侵は入いってきますな。さらにあと二個ほどが出撃準備を進めてますで。まぁ、そちらが動くんは少し先の話やと思いますが」

「銀山を制圧、この保養地も占拠して、王侯貴族や大商人がいた場合、それを捕らえて人質とする。あ、もしかするとわたしも目標になっているかもしれないわね」

「なってますやろ。なんせ銀山の経営者ですさかいな、お嬢はんは。銀山を占領して、お嬢はん捕らえて、無理やりでもなんでも新たな契約書交わしてしまえば、アルデリア王国、大手を振って銀を入手できますわ」

「それは困るわね。もっとも」

　アリエルは、くすりと小さく笑った。

「わたし、銀山にも保養地ここにもいないのだけれど」

「そうでんな。敵さんも、まさか目標が自分たちを迎撃するために部隊を率いて間道で待ち構えてるとは夢にも思わしまへんやろな」

　すると、いきなりミモーネが話に割り込んできた。

「お嬢様の人の悪さが遺い憾かんなく発揮される、というわけでございますね」

　じろり、とアリエルがミモーネを睨ねめつけた。

「わたし、自分で自分のことを善いい人だなんて主張するつもりはありませんけど、よりによってあなたから人が悪いと言われるのは、とても業腹ね」

「いえいえ、この場合の『人が悪い』は褒め言葉だとお受け取りくださいませ。そうでなければ、この生き馬の目を抜くような時代を生き延びることなどできはしないと思うでございますから。最後に笑う者は善人ではなく悪人、というのが、わたくしの生きる指針でございます」

「嫌な指針ね」

「ミモはん、最低やわ～」

「ああ、お二人の蔑さげすみに満ち満ちた視線が顔に体に刺さって、か、い、か、ん♡」

　両手を太ふと腿ももの前で組んで、体をくねくねと動かしているミモーネを敢あえて無視して、アリエルはカオルゥに向き直る。

「カオルゥ」

「はいな、お嬢はん」

「先ほども言いましたが、敵がどちらの間道を通ってくるかわからない以上、こちらに来るという前提で準備をしなくてはなりません」

「承知してまっせ」

「では、迎撃地点まで火薬や弾丸を運び、火縄銃隊を所定の位置につけましょう」

「了解でっせ、お嬢はん」

「あと、スゼーにも、敵が出撃することを教えておかないとね。ついでにハイデラシア王にも伝令を走らせておきましょう」

　カオルゥは思わず苦笑する。

「王様がついででっか」

「王様よりスゼーのほうが大事よ、もちろん」

「そうでんな。まぁそれはわかりますが」

（しっかし、お嬢はん、スゼーはんのこと、どう思ってらっしゃるのやろか。相思相愛の想おもい人……とも思えへんけど、かといって単なる主従とも思えへんのやけんどなぁ。まぁお二人は乳ち兄きよう弟だいいう話やさかい、ふつうの主従関係よりは信頼の度合いが深いいうんはわかるけんど……いっぺん、詳しく訊いてみたいなぁ）

「ん？　どうかした、カオルゥ？」

「あぁぁ、いえいえ、どうもしまへんで」

　心中の動揺を悟られまいとして、彼女は敢えてゆっくり腰を浮かせた。

「ほな、伝令の手配と、火縄銃隊の出撃準備を進めますわ」

「お願いね」

「アルデリアの侵攻部隊がこちらの間道を通ってくれば、お嬢様にとっては、初陣となるでございますね」

　ミモーネが淡々とした調子でそう言った。

「そうね。初めての実戦、少し緊張するわね」

「初体験ですから緊張するのも無理はございませんが、力んで固くなっていては、却かえって痛いだけでございます。もっと全身の力を抜いてリラックスしたほうが、すんなりと迎え入れることができるし、気持ちよくなるでございますよ？」

「なんの話をしているのかしらっっ!?」

「え？　初めて実戦で采さい配はいを振るうお嬢様が緊張して固くなってしまっては配下の兵に悪影響が出ますから、力まずリラックスして指揮を執っていただいたほうがよいという話でございます。それが勝利への近道でございましょうし、勝利すればお嬢様も兵たちも気持ちよく凱がい旋せんできますと、そういう話でございますよ？」

　アリエルはジト目になってミモーネを見やった。

「上う手まく言い逃れたものね」

「太くて固くて長くて黒光りするアレを何十丁も並べて一斉射撃したらさぞかし気持ちよいでございましょうねぇ。一斉射撃……略すと射しや斉せいでございますか？」

「いえっ？　略し方がおかしいんですけどっ！」

　アリエルのツッコミをものともせず、ミモーネはあくまで無表情のまま、淡々と言葉を継いできた。

「太くて固くて長くて黒光りする円い筒状のアレで大量射斉。考えただけでうっとりしてしまうでございます」

「カオルゥ、ミモーネをなんとかして！」

　顔を赤くしたアリエルがカオルゥに泣きつく。

（お嬢はん、この手の下ネタ冗句に反応するだけの知識はあるんやな）

　そう思うと少し楽しくなってしまうカオルゥだった。

「まぁま、気にせんと、お嬢はん。いつものミモはんやおまへんか」

「それはそうだけど」

「え？　わたくしのいつもが、今の感じなのでございますか？」

　初めて、傷ついた、とばかりに嫌そうに顔を歪ゆがめるミモーネだった。

「それにミモはんの言うとおり、指揮官のお嬢はんが力んでもいいことありまへんで。リラックスや、リラックス。現場での指揮はうちが執りますさかい、お嬢はんは後ろででんとかまえてきてくれたらよろしいのです。お嬢はんは、うちとミモはんとハリはんが命に代えてもお守りしますさかいな！」

「さようでございますよ、お嬢様。どうせですから、初めての経験にも拘かかわらず気持ちいい勝利を感じたいではございませんか」

「その言い方、止やめて」

　アリエルは、びし！　とミモーネに対してツッコんだ。

「そうそう、お嬢はん、その感じや。いつもどおりミモはんにツッコんどいたらええんやで。きっとミモはんもそれがわかっとるから、あんな言い方してますんやで。なぁ、ミモはん」

「え？　ああ、はい！　さようでございますとも」

「え？　なんか驚いてるんですけど！」

「カオルゥ殿の洞察があまりに的確だったことに驚いているだけでございます。他意はございません」

「他意しかないように思うのですけど～」

　アリエルは、あくまでもどこまでも疑い深そうにミモーネを見やった。

　それに対してミモーネは、

「他意はございません」

　と言い張るのだった。

「まぁまぁ、お嬢はん。ミモはんの意図がどうであれ、お嬢はんの体から力みが消えたんは確かや。その調子でいきまひょか」

「そ、そうね。力み返ってもいいことはないものね。少し体の力を抜いて、心の緊張をほぐして、それから出陣することにしましょう」

「それがええと思いまっせ」

　アリエルは、この戦いが自分の大望を実現させるための大きな分岐点だと思っていた。だからこそ力んでいたし、緊張してもいた。

（でも、そんな考え方をしないほうがいいのかもしれないわね。これが千せん載ざい一いち遇ぐうの好機。これを逃せば、もうあとはない。そんなふうに自分を追い込むよりは、これが駄目でも再起の機会は来ると、そうゆったり構えていたほうがいいのかも。もし負けても、逃げればいいだけだわ。ここで築いた地位を失っても、これまでに貯めた資産を失っても、生きていさえすれば、やり直せる。そうよ、失敗したらやり直せばいいだけの話。負けてもやり直せばいいだけの話。たとえ失敗しても負けても、きっとみんな、従ついてきてくれるわ）

　そんなふうに自分に言い聞かせる。

（とはいえ、簡単に負けるつもりはありませんけれど。というよりも、勝つ気満々ですけれど。体と心をリラックスさせ、みんなと一緒に勝利を目指しましょうか）

　アリエルは柔らかな笑みを浮かべ、ゆっくりと立ち上がった。
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　その二日後の夜半に、アルデリア王国に潜ませておいたカオルゥ配下のうちの四人が馬で駆けてきた。

　主要街道を駆けてきた四人は途中で別れ、一人はスゼーデルの下へ、一人はハイデラシアの王都ハイデルトへ、あとの二人はアリエル率いる火縄銃隊が伏せている地点へと向かった。

　待ち伏せ地点には、アリエルと共に、ミモーネ、ハリウィック、そしてクレイグスと彼の仲間の四人がいた。

　クレイグスと共にフルミネンセから従ついてきた八人の兵は、今では火縄銃隊の小隊長として働いている。クレイグス以下の九人を、アリエルたちは「先任」と呼んでいた。

　火縄銃隊は三人一班として動く。それを二十班従えているから、小隊長は射手二十名と補助要員四十名、合計で六十名を指揮する立場だ。

　アリエルが率いる火縄銃隊は、小隊四個二百四十名（射手だけなら八十名）に小隊長四名から成っていた。

　アリエルやスゼーデルは、クレイグス以外に四人の先任をこちらに回している。

　クレイグス以下、三人が小隊長として各々二十班六十名ずつを率い、その合計が二百四十名だ。

　もう一人はアリエルの警護に就つくことになっていた。

　カオルゥは小隊二個百二十名から成る第一中隊の中隊長であると同時に、予備兵や伝令兵を加えた二百六十名の火縄銃隊の部隊長に就いていた。

　カオルゥは火縄銃隊とミモーネやハリウィックが率いる戦闘部隊を合わせた「アリーエン子爵部隊」の副官という位置づけで、迎撃戦の実質的な戦闘指揮官だった。

「大勢の兵を指揮して戦った経験は、あんまりおまへんねんけどな」

　カオルゥはそう言っていたが、問題はないだろうというのがアリエルやスゼーデルの見立てである。

「部隊の指揮を執るだけでなく、カオルゥにはできる限りお嬢様の側にいて、お嬢様の身の安全を図ってもらいたい」

　というのがスゼーデルの本音だった。

　もちろんそれはカオルゥにもアリエル本人にも伝えてある。

　それを聞いたカオルゥは笑って応えたものだ。

「三百人を指揮して戦うよりも、お嬢はん背負って山の中を逃げるほうが簡単ですわ。そちらはお任せください。まぁ、そんな事態にならんよう、みんなには頑張ってもらわんとならんですけんどな」

　任せたぞ、と言いながらも、スゼーデルはどこか不安げな表情を消し切れない。

「敵が俺のほうへ来てくれれば、お嬢様を危険な目に遭わせなくても済むのだがな。というより、お嬢様が最前線に出で張ばる必要があるのか？」

「今さら何を言っているのかしら、という話ね。もう決めたことでしょ。わたしがそうしたいと思ったから、そうするの。したいことをするために、わたしはフルミネンセを逃げ出したのだもの。少しくらい危険だろうと、わたしはわたしがしたいことをするの。そうでないと、あの逃避行の意味がなくなってしまうわ」

「あぁわかってる。わかっているよ。だけど、くれぐれも危険な真ま似ねはしないでくれよ。無茶なことはしないでくれよ」

「わかっています。無茶も無理もしないわ」

「約束だぞ？」

「ええ、約束するわ。もし約束を違えたら、いくらでもお説教してくれていいわ。なんだったら折せつ檻かんしてくれてもいいわ」

「そうか。では、約束だ。お嬢様が危ない真似をするようなことがあれば、戦が終わったあとでミモーネに説教してもらうからな」

「えっ!?　ミモーネに!?」

「折檻もミモーネがするからな？」

「ちょおぉ！　それだけは止めてほしいんですけどっっ!?」

「嫌なら絶対に危ない真似をしないことだ」

　アリエルは、がっくりと肩を落として言った。

「ですから、しませんてば。ミモーネに説教されるとか折檻されるとか、考えただけで憂ゆう鬱うつになりそうだわ」

「あいつには、お嬢様に対する抑止力ぐらいにはなってもらわないとな」

「くくく、ミモはんが聞いたら泣きそうでんな」

「いいんだよ。どうせあいつは泣く真似をするだけだ」

「酷ひどい言われようですが、まぁ、そうでんな。ミモはんが本気で怒ったり泣いたり笑ったりしとるところ、うちは見たことありまへんもんな」

（ほんま、いったいあん女ひと、どんな過去を背負ってんのやら。まぁ、それを言うたら、うちのお嬢はんも余よ所そ様さまには負けてまへんけんどな。たった一年かそこいらで、王おう女じよ様→ただの流る浪ろう人にん→商会の会頭様→女爵→子爵ですもんな。この調子なら、ハイデラシア王国の実権を握るんもそう遠くないんやないかな。というより。一国の王とか女王とか、そんなモンに収まる器じゃおまへんで）

　内心で笑ったカオルゥは、すぐに気を引き締める。

（お嬢はんが、その大器に相応ふさわしい地位を得られるかどうかは、今度の戦に懸かっとりまんのや。うちも気合い入れて懸からんとな）
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　アルデリア王国軍侵攻部隊の出撃が間近に迫っているという一報が王都にもたらされると、直ただちに国王は麾き下かの軍団に出撃命令を下した。

　とはいえ、すでに火縄銃隊は所定の位置について敵を待ち受けているし、逆侵攻軍団二個は、何部隊かに分かれて国くに境ざかい近くの街や邑、森などに潜んでいるから、王都自体は平穏その物だった。かろうじて、王都を出ていく商隊がやけに多いのが目を引く程度である。そしてそれらの商隊は、商隊を装ったハイデラシア王国の伝令兵だった。

　伝令兵を多数走らせれば、アルデリアが送り込んでいるであろう諜報員に、ハイデラシア王国が動き出したことを察知されてしまう虞おそれがある。動き出したことを知られれば、自分たちの侵攻が把握されていることまでアルデリア側にばれてしまうかもしれない。

　正面からの戦争になれば、国力が違いすぎる。

　この戦争はあくまで敵の不意を衝ついて行う迎撃戦であり、迎撃戦の勝利に乗って敵領の一部を占拠する局地的な電撃戦なのだ。ハイデラシア王国がアルデリア王国の侵攻を知っていて、迎撃しようと待ち構えていることは絶対に知られてはならなかった。
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　商隊に化けた伝令兵が、各地に散らばっている第一軍団と第二軍団に「予定どおりの出撃」を伝えた頃、ついにアルデリア王国軍侵攻部隊が動き出した。

　アリエルたちにとっては誤算だったのは、アルデリア王国は侵攻部隊を二つ用意していたことだ。

　両方とも大隊規模の部隊で、そのうちの一つは国境に近いモゥレムの砦とりで付近で演習をする振りをしていた。

　もう一個はアゥンサンの街の近くで森を切きり拓ひらく真似事をしていた。

　モゥレム砦近くの侵攻部隊は演習場を離れ、国境に近い街、エーデルポリ郊外へ移動してきた。

　アルデリア王国領に残って侵攻部隊を見張っていたカオルゥの部下に緊張が走る。

「班長！　敵の部隊がエーデルポリ方面に移動したということは！」

「そうだな。こちらの部隊は、お嬢様の待つ間道を通るつもりだな」

　見張りの任務に就いているアリーエン商会の「現地調査班」第一班の班長、ヴェルネシアは、ただちに鳩を飛ばすよう部下に命じた。

　まだ日が西に傾きだしたばかりだから、鳩は日没前にはアリエルの館まで帰り着くだろう。そこから馬を飛ばして、アリエル率いる火縄銃部隊に情報を届ける。アリエルの火縄銃隊に向けて馬を走らせるよりは、そのほうが早い。

　それに、こちら側から馬を走らせるのは危険だ。

　侵攻部隊が安全に移動するため、すでにアルデリア兵がハイデラシア王国内に潜入している可能性が高い。潜入した兵は、ハイデラシア部隊がいないかどうか、間道沿いを見張っているはずで、そこを馬が全力で駆けては敵の目を引いてしまう。

　けれどアリエルの火縄銃隊が潜んでいる地点より南側は、潜んでいるアルデリア兵をミモーネとハリウィックが率いる特殊陸戦隊が狩り出して始末しているはずで、保養地から馬を走らせるのなら問題ない。

　スゼーデルが潜んでいる間道のほうでも、ハイデラシア王国軍の精鋭部隊が潜り込んだアルデリア兵を狩り出している。

（あのお二人なら、確実に掃除を終えていることでしょう）

　ヴェルネシアは上長であるカオルゥだけでなく、ミモーネやハリウィックにも絶大な信頼を寄せているが、念のため山の民たみ出身者を伝令として送り出すことにする。

　ヴェルネシアは最初から調査要員として採用されたわけではない。

　情報の重要さをよく理解しているアリエルは、商会が採用した者の中から有望な者を選び出して、彼ら、彼女らを調査員として異動させた。

　ヴェルネシアは元々が経理要員として採用された女性だった。彼女の仕事ぶりを認めたアリエルが俸給増額で誘い、ヴェルネシアは喜んでそれに応じた。

　その後ヴェルネシアは、カオルゥ率いる「アリーエン商会現地調査班」の一員として大陸各地に出向き、各国の動静を見張る仕事をしていたのである。

　そこでも有能さを遺憾なく発揮したヴェルネシアを、カオルゥは「調査班第一班」の班長に抜ばつ擢てきしたばかりだった。

　責任は増したが、ヴェルネシアは自分を評価し抜擢してくれたアリーエン会頭とカオルゥに報いようと大役を引き受け、こうして敵地に潜入して、危険と隣り合わせの調査活動をしているところだった。

「さて、わたしたちも侵攻部隊を追いかけますか」

　ヴェルネシアはそう言って、五人の部下を率いて、アルデリア王国侵攻部隊のあとを追いかけて移動を開始した。
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　火縄銃隊を率いて間道沿いに潜んでいるアリエルのところへ早馬がやって来たのは、夜半のことだった。

「お嬢はん、ヴェルネシアから鳩が飛んできたそうです。敵さん、二手に分かれて侵攻するっぽいでっせ。で、そのうちの一個は、こっちの道でほぼ確定やそうですわ」

「そう。こちらにも来るのね」

「敵さんが来るだけやおまへん。スゼーはんのほうにも行くわけやさかい、スゼーはん率いる火縄銃隊が、こちらの応援には来られまへん」

　アリエルは、ごくりと唾つばを呑んだ。

「こちらはわたしたちだけで敵を撃退しなくてはならないわけね」

「緊張しますか？」

「緊張はするけど、わたしはこういう緊張感を味わいたくてフルミネンセから脱出したのよ。だから緊張くらい、どうってことないわね」

「恐くはありまへんか？」

「恐くないと言えば噓になるけど、でも、なんだろう、充実感のほうが勝まさっているかな。座り心地のいい椅子に腰を下ろしているだけでは、大陸の統一なんて絶対にできないわ。だから、これはわたしに課せられた使命なの。恐さにも恐怖にも恐ろしさにも、耐えてみせます」

（同じことをくどいほど重ねてますけんど……まぁ、この調子なら大丈夫そうでんな。それにしても）

　なんとアリーエンは強いのだろうと、カオルゥは舌を巻く。

　祖国を失い、地位を失い、大陸を流浪する羽目になった時点で、並の王族なら神経が参ってしまうはずだ。参らないまでも、身の安全が確保できた時点で喜んでしまうはずだ。あるいは脱力して呆ほうけてしまうはずだ。それなのにアリエルは、自分の目標実現のため、より困難な状況に自らを追い込んでいった。そして困難を乗り越え、大望の実現に向かって一歩ずつ進んでいる。

　王宮で温ぬく々ぬくと育った王おう女じよ様の、いったいどこにそれほど強きよう靭じんな精神力が宿っていたのだろう。

　どうやって、それほど強靭な精神力を手にしたのだろう。

　生来のものなのか、経験し学んで手に入れたものなのか。

　それはカオルゥにはわからない。わからないが、アリエルが己の人生を懸けて支えてもいい逸材だということは、もう彼女にはわかっている。

　カオルゥは、己の人生を懸けてでも支えたいと思える主君に出会えた幸運に感謝していた。

（だから、やりまっせ。この戦に勝って、ハイデラシア王国に於おけるお嬢はんの地位を盤ばん石じやくなものにしてやりますわ。それが大陸統一というお嬢はんの大望に近づくためには絶対に必要なことでおますさかいな）

　何やら難しい顔で考え込んだカオルゥに、アリエルが声をかけてきた。

「どうかしたの、カオルゥ？」

「はっは──、どうもしまへんで、お嬢はん。うちはうちの幸運を感謝していただけですやん」

「はい？　どういうことかしら？」

「そやから、お嬢はんみたいな仕えがいのあるご主人様に出会えて、うちは幸せ者やっちゅう話でっせ。お嬢はんのためなら、この命も懸かけまっせっちゅう話でっせ」

「え～～？　本気でそんなこと考えているの、カオルゥ!?　やだ、カオルゥの忠義心がちょっと重いわ」

「ええぇ～～？　まさかの駄目出しでっか!?　ここは『カオルゥの忠義に応えるべく、わたしも頑張るわ』的なこと言う場面やおまへんか!?」

　アリエルは、うふふ、と笑った。

「カオルゥの忠義には感謝しているわよ、もちろん。でもね、わたしは商会の経営者にすぎないのよ。命を懸けるような相手じゃないわ。せめてお給金の分くらいは頑張ってほしいですけど」

「あ……はぁ」

　カオルゥは呆あつ気けに取られた顔でアリエルを見つめる。

「それにね、大陸統一という目標は、祖国を失ったわたしが自分を支えるために勝手に言ってることなのよ。言ってみれば、わたしの我わが儘まま……いえ、そうね、趣味と言ったほうがいいのかな？　だからカオルゥが命を懸けることはないの。お給金の分だけわたしを支えてくれればいい。お給金に見合わなくなったと思えば、わたしを見捨てて新しい主人を探してくれればいい。わたしが言いたいのは、そのくらいね」

「はっっ、ははっっ、あははははっっっ」

　カオルゥは腹を押さえて笑い出すと、大きく仰け反った。

「ははははは、なんやねん、趣味で大陸統一って、阿あ呆ほちゃうん!?」

　そのまま後ろにひっくり返ると、カオルゥは地面の上で腹を抱えて爆笑する。

「阿あ呆ほや！　お嬢はんほどの阿あ呆ほうは見たことも聞いたこともおまへんで！」

「さすがにそれは失敬じゃないかしら、カオルゥ」

　地面の上で笑い転げているカオルゥを、頰を膨らませたアリエルが如い何かにも不満そうな顔で睨にらみつけた。

「いやいや、これは失礼しました」

　火縄銃隊の兵たちが、いったい何事かと見つめる中、目尻に浮かんだ涙を拭ぬぐいながらカオルゥは立ち上がった。

「うち、お嬢はんのこと、本気で気に入りましたわ。気に入ったというより、惚ほれたと言っても過言ではないくらい大好きでっせ」

「え？　あ、あぁ、そう」

「もうお嬢はんと添い遂げたいくらいやわ♡」

「いえいえいえ、何を言っているのかしらね、カオルゥは！」

「お嬢はんのために命を懸けるどころか、操みさおを懸けてもいいくらいの勢いや！」

「そんなものを懸けてもらっても困るんですけどっ!?」

「まぁ、そんくらい本気ってことですわ」

「ですから。それは重いと」

「でも、スゼーはんには、『無一文になっても従ついて来てくれるのよね？』とか言うたそうやおまへんか」

「……よく知っているわね。誰に訊いたの、そんなこと」

「ミモはんが、ここだけの話ですよ？　って言いながら吹ふい聴ちようして回っとりましたで」

「まさか館の使用人はみんな知っているのかしらっ!?」

「ええやおまへんか。事実なんでっしゃろ？」

「事実と言えば事実ですけど」

「スゼーはんばっか狡ずるいわ。うちかて『お嬢はんが無一文になろうが無節操になろうが、最後まで従いていきまっせ』とか言いたいですやん」

「無節操にはなりたくないですけどっ!?　というか」

　アリエルは、ジト目になってカオルゥを見やった。

「どうしてあなたが、そこまでわたしを評価してくれるのかが謎なぞね」

「何を言うてはりますんや。惚ほれた腫はれたは理屈やおまへんで。スゼーはんとは、そういうことでっしゃろ？」

「スゼーとわたしは乳ち兄きよう弟だいですからね。『そういうこと』ではないわよ」

「なら、うちもお嬢はんと乳兄弟になればいいんや。あぁ、うちは女やさかい、乳兄弟言うんはおかしいんかな？」

「カオルゥが何を言っているのかわからないわね！　今さらあなたと乳兄弟になんか、なれっこないじゃないの」

「なれますって。うちがお嬢はんのお乳を吸えば、立派な乳兄弟……やのうて、乳ちち姉し妹まいやないですか」

「カオルゥがおかしな方向に話を進めようとしているっ！」

　少し顔を赤らめたアリエルは、

「そちら方面へ話を進めるの、止やめてくれない？　わたし、あまり得意ではないのだけれど」

　と釘くぎを刺す。

「いや、うちかて得意やおまへん。そういうのが得意なんはミモはんくらいでっしゃろ。そうやのうて、今のはただの喩たとえ話ばなしですわ」

「喩える方向が根本的に間違っていると思いますけど」

　そう言って気を取り直すように咳せき払ばらいをすると、アリエルは真面目な顔になってカオルゥを見やった。

「ともかく。スゼーとわたしは特殊な関係なので、カオルゥたちに真似をしてもらっても困るわね、という話です」

「そうでんなぁ。それはわかりまっせ。お嬢はんとスゼーはん、男と女いう関係でもないし、かといって主君と家臣いうんでもない。端はたから見とったら摩ま訶か不ふ思し議ぎな関係ですもんな」

「摩訶不思議と言われてしまうのもどうかという気がしますけど、特殊な関係であることは間違いないわね」

「スゼーはんのこと、男子として意識することはないんでおますか？」

「え？　う～～ん」

　アリエルは腕組みして考え込んだ。

「わたしたちは、そういう関係ではないような気がしますけどね」

「ほなら、うちが戴いただいてもよろしいでっか？」

「はい？」

「いやほれ、スゼーはんは好男子やし腕も立つし、女子から見ればかなり高得点をつけたくなる男おの子でっせ？　お嬢はんが要らん言うのなら、唾つけてもええかなぁって」

「……お好きにどうぞと言うのも何か業腹よねぇ。かといって、絶対あげないと言うのも違う気がするし。困ったわね。どうしてもカオルゥがほしいと言うのなら……」

　真剣な表情で考え込むアリエルを見て、カオルゥは苦笑しながら、いや、ええですわ、と手を振った。

「ちょっと言うてみただけですんで、気にせんといてください」

「そうなの？　どうしてそんなことを言ったの？」

（はぁぁ、難儀なお方やなぁ。ていうか、あれか。ずっと一緒にいすぎて、いることが自然すぎて、スゼーはんが常に隣にいることのありがたみを実感してへんいうことやな、たぶん）

　だったら、スゼーデルにちょっかいを出すのもアリかな、と思うカオルゥだが。

（いや、今はそんなこと考えてるときやなかったな）

　カオルゥは掌てのひらを眼前に掲げ、アリエルのほうへ向けて広げてみせた。

「その話はまた今度にしましょか、お嬢はん。今は迎撃戦の準備を進めんとなりまへんしな。こちらにもあちらにも敵の部隊が来るんは確実な情勢になった以上、周到に、念入りに、手を尽くして準備をしておかんとなりまへんで」

「おかしな話を始めたのはあなただったように思うのですけど？　でもまぁ、カオルゥの言うとおりね。この一戦次第でわたしの未来は変わるのですから。そしてどうせなら勝ちたいですから。勝って大望に一歩でも近づきたいですから」

「ですな。なら準備にかかりましょう。まだ時間はありますさかい、周到に、念入りに、微に入り細を穿うがつように準備を調えておきましょうな」

　そう言ってニッと笑ったカオルゥは、第三小隊の小隊長兼第二中隊の中隊長であるクレイグスを呼びに行った。
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　前述したように、アリエルが率いる火縄銃隊は、射手が八十名、補助要員が百六十名、伝令などの予備兵が二十名、合計二百六十名から成っている。

　これにミモーネとハリウィックの率いる特殊陸戦隊四十名を合わせた三百名が、アリエル（アリーエン子爵）の投入した商会の私兵部隊だった。

　私兵部隊の総指揮官がアリエルで、部隊副長がカオルゥ。カオルゥは火縄銃隊の隊長でもあり、第一中隊の中隊長でもある。クレイグスは火縄銃隊第三小隊の隊長であると同時に、火縄銃隊の副隊長でもあり、私兵部隊全体の副長補佐でもあった。つまり部隊での序列は、アリエル、カオルゥ、クレイグスとなっている。

　この三人の誰もが指揮を執れない状態になれば、部隊としてまとまった行動が取れなくなっているわけだから、序列の第四位は決めていない。その先は小隊単位での行動になるわけで、小隊の進退は小隊長の判断に任されることになる。

　その辺りのことは、いざというときに備えて各小隊長に念入りに説明してある。

（いざというときなど来ないほうがいいわけですけれど、そうは言っても戦いは生き物ですから、机上の計算どおりにいかないこともあるでしょう。あらゆる事態を想定して対策を練っておくのは必要なことです）

　自分たちが負けることなど考えたくないが、指揮官ともなれば、考えておかなくてはならない。それをしないのは指揮官として無責任かつ怠慢だとアリエルは思っている。だから彼女は、敵の突撃を支えられなくなったときに備えて、戦闘に要した時間や味方の犠牲の多少を考慮した何パターンもの撤退戦を策定するほどの念の入れようだった。

（ともかく、考えるだけのことは考え、打てるだけの手は打ちました。事前にやれることはすべてやったのですから、あとは現場で臨機応変に戦うということね）

　カオルゥやクレイグスが火縄銃隊を所定の場所へ配置しているのを山の斜面から見ながら、アリエルは来たるべき戦いのシミュレーションを脳内で繰り返していた。
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　アリエルが迎撃地点に選んだのは、山やま間あいの間道が緩ゆるやかに登ってきて、小さな峠──ツォラーシュ峠と地元では呼ばれていた──を越えて下り始めた少し先だった。

　それほど標高は高くない峠だが、峠は峠だ、峠の向こう側は登り道だから、峠のこちら側は見渡せない。当然、物見部隊が先行してくるだろうが、それは無視だ。一個小隊程度なら、やり過ごして先へ行かせたところをミモーネ隊が襲撃する手て筈はずになっている。

　静かに接近して急襲し、逃走を許さない。そんな戦いにミモーネは打ってつけの人物だった。




　ミモーネは今回も侍女服で参戦したがったが、戦いが始まる前の段階で、アリエルもスゼーデルも、それには駄目出しをしておいた。

「白黒の服じゃ、夜だろうと昼だろうと、山の中で目立ってしまうだろ」

　というのがスゼーデルの言い分で、その主張を論破できなかったミモーネは、やむを得ず戦闘服を着ることを認めたのだった。

　しかし、いざ訓練が始まってみると、彼女は戦闘服の上に侍女服を着込んで現れた。

「どうしてそこまで侍女服に拘こだわるのかしら？」

　とアリエルが呆あきれ気味に訊いたところ、彼女は、

「スカートのほうが暗器をたくさん仕込めますし、裏地に仕込んだ暗器を取り出すのも簡単でございます。このようにスカートを捲めくり挙げればいいだけでございますから」

　と言ってミモーネは戦闘服の上に穿いているスカートを捲り上げた。なるほど、スカートの裏地には多数の隠しポケットがあって、得体の知れない武器が仕込んであった。












　スゼーデルは、はぁ、とため息を吐ついて天を仰ぐ。

「まぁ、おまえがそれでいいなら、いい……としておくか、お嬢様？」

　アリエルに顔を向けたスゼーデルがそう訊くと、彼女も不承不承ながら頷くしかなかった。




　そんな経緯があって、ミモーネは戦闘服の上から黒茶の侍女服──さすがに白い生地の部分は茶色に染めていた──を着込むという珍妙な出いで立たちで陸戦隊を率いているのだった。

　一方、ハリウィックはふつうに戦闘服を着込んでいる。彼はミモーネと違って料理服と料理帽で戦いに臨みたいなどという奇き矯きようなことは言い出さなかったので、アリエルもスゼーデルも一安心だ。

　ハリウィックが率いる陸戦隊は、火縄銃攻撃が始まったあと、火縄銃の射手を攻撃しようとする敵部隊が山中を迂う回かいし始めたとき、それに攻撃を加える役目だった。だから全員が弓矢や投とう擲てき用の短い槍で武装している。

　火縄銃隊が潜むのは、片側が山の斜面、片側が崖がけという地点だ。斜面はかなり急だが、木が生えているので、全員、木の根元に身を隠す形で陣取っている。銃口だけを木の陰から出して射撃すればいいので、射撃のあとすぐに相手が弓を取っても、それほど恐くはない。

　もっともアリエルは、射撃された直後に敵が効果的な反撃態勢を取ることはできないだろうと予想している。何しろ不意打ちの上に「不意撃ち」なのだ。何が起きたか把握できず、右往左往するだけだろう。

　それに斜面はそこそこ急だから、敵兵が一気に駆け登ってくるのも難しい。

　前述したように、伏せる場所は峠のやや下なので、峠へ向かって登ってくる敵からは見つかり難にくい。それに道は狭い。敵が一個大隊いても、一度に現れるわけではないのだ。二列か三列になって縦隊で登ってくるから、緒戦では一度に多くの敵を相手にしなくてもいい。しかも縦隊で歩いている敵部隊は、火縄銃隊からすれば狙い放題という形だ。

　これだけの好条件が揃っているのだから、迎撃場所としてここを選べた時点で勝利の確率はかなり上がったと、アリエルはそう思っていた。

　問題があるとすれば、火薬の匂においだろうか。

　山の斜面から間道側へ微風が吹いているという気候条件だと、火薬の匂いに気づかれる虞はあった。山側が風下になれば、あるいは無風であるか、逆にもっと風が強ければ、火薬の匂いに気づかれることはないだろう。

「犬をつれていると思う？」

　迎撃地点の選定のため間道を歩いたとき、アリエルはカオルゥにそう訊いた。

「山狩りするわけやおまへんからな。一刻も早く目的地、つまり銀山一帯に進出したいわけですから、犬は連れてまへんやろ。ただ、そうやな、もしかすると物見部隊がつれとるかもしれまへんな。その場合、こちらも一工夫必要かもしれまへん」

「一工夫って？」

「匂い袋なり用意して、犬の鼻を誤魔化しますんで」

「なるほど」

「変な匂いがすることに犬は気づくでしょうけんど、人が隠れているのは誤魔化せますやろ」

　そんなやり取りを経て、カオルゥとミモーネは匂い袋に香草やら抹香やらを詰めた物を持参してきていた。それらは、すでに間道の両側の斜面のあちこちに仕掛けてある。

「これだけ仕掛けておけば、万一、敵の物見部隊が犬を連れてても、なんとかなりまっしゃろ」

　というのがカオルゥの見立てだった。




　調査班──要するにアリエル側の物見だ──の一人が、山の斜面を駆けてきた。

　山の民出身の男なので、この程度の斜面を駆けるのは造作もない。

「敵、来ました。あと半時もしないうちに峠に達するでしょう」

　という報告を受け、火縄銃隊は臨戦態勢を取った。

　その後、後方のミモーネ隊から、

「先行してきた物見小隊を討ち取った」

　という報告を携えて伝令が走ってきた。

　アリエルとカオルゥは顔を見合わせ、頷き合う。

「当初の想定どおりの進行ね」

「でんな。これで問題なく不意打ちはかけられますやろ。あとは敵さんの対応次第っていうことになりますな」

「ふつうにやれば勝てるわね」

「ほぼ無風ですさかいな、火薬の匂いは間道を歩いてくる敵兵には届かしまへんやろ。空には雲が出ていて月も隠れとる。よしんば月が出ても、今夜は三日月や。煌こう々こうとした月明かりに照らされて、こちらの姿が丸見えってこともおまへん。これだけ条件が整ったんや、勝利は確実でっせ」

「そうよね。うん、そう」

「とはいえ、戦に絶対はおまへん。万が一の場合は、どうか進退を誤らんようにしとくんなはれ」

「あ、そ、そうね。大丈夫」

「お嬢はん、緊張してまっか？」

「正直に言うわ。少し緊張している」

　カオルゥはアリエルの正直な物言いに好感を持つ。

「そう難しく考えることはおまへん。味方が優勢のときも互角のときも、あるいは非勢のときも、味方を鼓舞するような言葉をかけていただく。もしも万一敗勢に陥ったら、一いち目もく散さんに逃げる。お嬢はんのやることはそれだけでっせ」

「うん、大丈夫。大丈夫、わかっていますから大丈夫」

（少しやあらへん。だいぶ緊張してますな。まぁ無理もあらへん。すぐそこの敵と生きるか死ぬかの斬り合い……いや、こちらは斬るんじゃのうて撃つんやけんど、ともかく殺し合いするなんて経験、お嬢はんは初めてなんやさかい、当然やわ）

　カオルゥは両手の人差し指をぴっと伸ばすと、アリエルの両胸をちょんと突っついた。

　アリエルは逃げるときのことを考えて重い鎧は着けておらず、軍務服に似せた上下を着ているだけだったから、カオルゥの指は見事に彼女の胸の頂いただきを押していた。

「ひゃうんっっ!?」

　艶なまめかしい悲鳴を上げたアリエルは、両手で胸を隠すようにして小さく跳とび退のいた。

「なっなっなっ、いきなり何をするのかしらカオルゥはっ!?」

　カオルゥは、にやりと笑って応えた。

「少し緊張が解けましたかいな」

「あ……う……そ、そうね。えっと、わたし、そんなに緊張していた？」

「顔も体もかなり強ばってましたで。深呼吸でもして強ばりをほぐしなはれ」

　というカオルゥの言葉に、アリエルはすぐに深呼吸を始めた。

　大きく息を吸って、静かに吐はく。

「少しは緊張がほぐれましたか？」

「ええ、ほぐれたわ。もう大丈夫。ありがとう、カオルゥ」

「どういたしまして」

「でも、いきなりわたしの胸を突いたのは減点一。臨時俸給の査定に響くわね」

「そんなっ!?　うちとお嬢はんの関係やおまへんか」

「わたしとカオルゥ、どんな関係になったのかしらね!?」

「乳ち兄きよう弟だいならぬ乳ちち姉し妹まいになったやおまへんか」

「そんな姉妹になった覚えはありませんけどっ!?」

「貧ない乳ちち姉妹？」

「そんな姉妹にはなりたくありませんけどっ！」

　カオルゥは、くくっ、と小さく笑った。

「いつものお嬢はんに戻ったようでおますな」

「あ……ええ、そうね」

　ふぅ、と大きく息を吐はいたアリエルは、顔を上げるとにっこり笑った。

「すっかり肩の力が抜けた感じ。助かったわ、カオルゥ」

「いえいえ、お気になさらんと」

「まぁ査定に関しては、減点は減点ですけどね」

「酷ひど！」

　大きく仰のけ反ぞったカオルゥは、頭を戻すと、自分の背後にひっそりと控えている二人に目を向けた。

　一人はベンダッセンという男で、彼はクレイグスらと一緒にフルミネンセ王国からアリエルに従ついてきた兵士だった。九人の中でも一、二を争う剣の腕の持ち主である。アリエルが火縄銃隊を創設してからは火縄銃の訓練に励み、今では火縄銃の技量もかなりの熟練度だった。

　もう一人は後に商会が護衛として雇ったアンナティーヌという女で、彼女も剣の腕が確かだった。あとから聞いたところによると、遠おん国ごくで兵士として働いていたが、ある事件に巻き込まれて同僚を斬る羽目になり、それで故国を逃げ出してきたのだという。

　雇ってしばらくはスゼーデルの下で護衛として働いていたが、彼女の剣の腕と真面目な仕事ぶりとを気に入ったアリエルが、自分の侍女兼護衛として彼女をミモーネに預けたのだった。

　今回の戦では、ミモーネやスゼーデルの推薦によって、アリエルの護衛という大役を担うことになっていた。

「二人とも、お嬢はんのこと、頼んだで」

「「お任せください、カオルゥ様」」

　やや高い声と低い声で、二人は見事にハモった。

「万一のときは、お嬢はんを抱えてでも逃げ切ってくれなはれ」

「承知であります」

　気をつけの姿勢でカオルゥに答礼する二人の脇から、アリエルが口を挟んできた。

「いえ、自分で逃げるから、そこまでしてもらわなくてもいいんですけど」

　カオルゥはもう一度、くすっと笑ってアリエルに手を振った。

「ほな、うちは行きますさかい。そろそろ敵さんが峠手前に達する頃でっしゃろ」

　アリエルもカオルゥに向けて軽く両手を振った。

「気をつけてね、カオルゥ」

「それこそ大丈夫でっせ」

　そう言ってまたも手を振ると、カオルゥは自分の火縄銃を手に取った。

「さて、では始めますかいな」

　火縄銃を右手に提げて軽やかな足取りで斜面を下り始めるカオルゥのあとを追って、彼女の補助要員四人が駆けていった。
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　峠に松たい明まつの明かりが見えた。

　それを確認した調査班の一人──元猟師だった──は、山中に駆け込むと狼おおかみの遠とお吠ぼえを真似て吼ほえた。

　しんと静まり返った夜の峠に響く鳴き声を仲間のものと勘違いしたのか、彼方かなたからも狼の遠吠えが聞こえてきた。

　霞む月明かりに照らされた山の木々。

　谺こだまする狼の吠え声。

　秋とはいえ、山の夜は冷え冷えとしている。

　そんな中、ついにアルデリア兵の姿が峠に現れた。

　背はい嚢のうを背負い、松明を掲げ、黒っぽい軍務服に身を包み、全員が夜の闇やみに紛れるように歩いてくる。

　足並みは整然として乱れることなく、咳しわぶき一つ漏れてこない。

　統制の取れた行軍の様子を見ただけで、全員がよく訓練されていることが窺うかがわれる。

　現れた兵は峠で足を止めることもなく、速はや歩あしでの行軍を続ける。

　先頭の兵は峠を過ぎ、緩やかな下り坂に差しかかった。

　カオルゥとクレイグスから、銃を構え、の合図が送られた。

　敵に気づかれないようにと、命令は声を発するのではなく、合図で伝えられた。

　しかし、明かりのない山の中のこと、遠くの場所にいる射手は合図が見えない。そこで補助要員が隣の射手──小隊長の居場所に近いところに陣取っている射手──の動きを注視することで、命令を見落とさないようにしているのだ。

　僅わずかな時間差で下を向いていた火縄銃の銃口が次々と斜め下方、間道を歩いてくるアルデリア兵のほうへ向いていく様は、まるでドミノ倒しさながらだった。

　ほどなく、間道沿いに縦に並んだ火縄銃隊の射手全員が、火縄銃を構え終えた。

　先述したように火縄銃隊は、緒戦のあとの役割によって第一中隊と第二中隊に分かれていて、第一中隊をカオルゥが、第二中隊をクレイグスが率いる形になっている。

　少しずつ緊張感が高まっていく。

　口の中が渇き、頻しきりに唾を呑み込む者がいる。

　頻りに舌で唇を舐める者がいる。

　咳払いするのを必死で我慢する者がいる。

　目を見開いて照準を覗のぞき込んだまま、ぶつぶつと口の中で神に祈る者がいる。

　引き金にかけた指の震えを必死で押さえる者がいる。

　弾込めの終わった予備の銃を固く握りしめる者がいる。

　大きく深呼吸して気を静めようとする者がいる。

　一斉射撃開始の合図は、カオルゥの火縄銃の発射音だ。

　もしも誰かがフライングしてしまうと、それが射撃開始の合図と誤認されてしまう。カオルゥが射撃をするまで、絶対に誰にも撃たせてはならなかった。

「まだだ、まだ撃つなよ」

「撃つのはカオルゥ様の射撃のあとだ」

「勝手な射撃は許されないぞ」

　小隊長たちは逸はやる兵たちを抑え込みにかかった。

　全員がじりじりとした思いで、一発目の轟音が響くのを待っている。

　間道沿いに縦隊で伏せている火縄銃隊のやや下方を、侵攻部隊の先頭を行く兵が通り過ぎていった。

（まだか）

（まだ撃たないのか!?）

　先頭の兵はやり過ごすということが周知徹底されていたにも拘わらず、兵たちは焦燥感に苛さいなまれてしまう。

（心臓が口から飛び出しそうだわ）

　アリエルは呼吸するのも忘れ、手にした火縄銃を──彼女は当座は銃撃には参加しないから銃は構えていない──強く握りしめたが、掌てのひらに浮かんだ汗で銃を取り落としそうだった。

　緊張感が山の斜面を覆い尽くす。

（もう我慢できない）

（いくらなんでも遅すぎるんじゃないか？）

　射手たちの緊張が極限にまで高まったとき。




　どおん！




　夜の静寂を突き破る轟音が一発。

　カオルゥの火縄銃が火を噴いたのだ。

　間髪を容れずに、もう一発。




　どおん！




　こちらはクレイグスの火縄銃の発射音だ。

　射手たちは待ってましたとばかりに引き金を引いた。




　どおん、どおん、どおん、どおん、どおん。




　何十丁もの火縄銃が同時に火を噴いて山の空気を震わせた。

　行軍していたアルデリア兵が薙なぎ倒されるように地に倒れ込む。

　その数は確実に四十名を超えている。

　硝煙が辺りに立ち込め、黒色火薬の匂いが鼻を突く。

　数十丁の火縄銃が一斉に火を噴くと、その発射音は凄すさまじい。射手も補助要員も耳栓をしているが、轟音が耳を劈つんざき、脳に突き刺さる気がする。

　けれど怯ひるんではいられない。敵はすぐそこにいるのだ。

　少しでも攻撃が緩めば、敵は斜面に向かって突撃してくるだろう。兵数が違うから、そうなったら勝ち目はない。

　次の火縄銃を受け取った射手は、すかさず狙いを定め。

　次はカオルゥとクレイグスから号令が発せられた。

「撃ちぃや！」

「放てぇ！」

　即座にどおん、どおん！　と発射音が二つ。

　間髪を容れず、八十名の射手が二人に続いた。




　どおん、どおん、どおん、どおん、どおん。




　山を揺るがすような轟音と共に第二射が放たれた。
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　何が起きているのか、アルデリア兵にはわかっていなかった。

　倒れて血を流す味方に驚いたのか。

　山を揺るがす轟音に慄おののいたのか。

　どこからどんな攻撃を受けているのかわからないことに怯おびえたのか。

　周囲を見回す者はいるが、それ以外の兵は呆然とその場に立ち尽くしている。

　そこを第二射が襲った。

　頭や上半身を撃たれた兵は大きく仰け反り後方へと倒れ。

　腹部や下半身を撃たれた兵は、体を押さえてその場に頽くずおれた。

　すぐに第三射が来た。

　山の斜面で、ぱっ、ぱっ、ぱっ、と何かが光り。

　轟音が大気を震わせ。

　またもや味方の兵がばたばたと倒れ込んだ。

　すでに百名以上の兵が倒れている。

　そのうち討ち死にした者が何人かまではわからないが、少なくとも倒れた者はすべて戦闘不能に陥っているのは間違いなかった。

　まだ最初の攻撃を受けてから一分と経たっていない。

　それなのに、蒙こうむった被害は甚大だった。

　ようやく兵たちは、どこかから何者かの攻撃を受けているのを実感した。

　けれどそこにいた兵たちは、まだ火縄銃という武器を知らなかった。

　敵の姿は見えないが、矢を撃たれたわけではない。それなのに味方の兵は血を流して倒れている。その異様な光景に、異様な状況に、兵たちは混乱する。

　そこへ第四射が来た。

　ぱぱぱぱっ、と斜面で小さな赤い光りが明滅したかと思うと、獣の咆哮よりも恐ろしい轟音が辺りを震わせ。

　またもや味方の兵がばたばたと倒れた。

　どんな攻撃を受けているのかさっぱりわからないが、このままこの場に留とどまれば自分たちも死ぬ。

　それを悟った兵たちは、我先にと逃げ出そうとした。

　しかし、後ろからは後続の兵がやって来る。

　通り過ぎた兵も、何が起きたのかと駆け戻ってきた。

　何がなんでも逃げようとする兵。

　何が起きたかを問い詰める兵。

　敵を探して右往左往する兵。

　倒れた味方の手当てをしようとする兵。

　狭い間道の上は大混乱した兵で大混雑していた。

　さらに第五射が。

　山の斜面で小さな赤い光りが幾つも明滅し。

　轟音が大気を震わせ。

　押し合い圧へし合いしていた兵が、一度に五十名近く薙ぎ倒された。

　倒れた兵がぶつかってきてよろける兵が続出する。

　それほど間道の上は混み合っていたのだ。

　逃げようとした兵が、味方の兵を突き飛ばす。

　突き飛ばされた兵は後ろにいた兵にぶつかって倒れ込む。

　倒れた兵を踏みつけて逃げる兵がいる。

　なおも後方からは現場へ駆けてくる兵がいる。

　第六射。

　そして第七射。

　その頃には間道から敵兵の姿が消えていた。

　正確に言えば、動く敵兵の姿が、だ。

　折り重なるようにして倒れているアルデリア兵が狭い間道を塞ふさいでいる。

　もはや駆けつけてくる後続の兵もいなくなっていた。

　南へ逃げていった兵が何名かいたが、彼らは後方に待ち構えているハイデラシア王国軍部隊が捕らえるか殺すかするだろう。問題は、まだ無事な三百数十名がどう出るかだったが、火縄銃隊は予定どおりの行動に打って出る。

「撃ち方止やめぃ！」

「撃ち方、止やめ！」

　カオルゥとクレイグスの号令が響いた。

　耳栓をしている射手には聞こえ難にくいから、二人に従ついている補助要員が──中隊長には補助要員が四人従いていた──手旗を振り、鉦かねを叩いて合図を送る。

　それを見聞きした近くの補助要員が射手に伝え。

　射手は照準から目を離した。

　その間も補助要員は火縄銃に火薬を詰め、弾を込める作業を中断しない。

　辺りには靄もやか霞かすみのように硝煙がたなびき、見通しが悪くなっている。

　配下の兵が射撃を中断したのを確認すると、カオルゥは木陰から飛び出した。

「火縄銃隊第一中隊、うちに続けぇや！」

　山の斜面を駆け下りていくカオルゥを追いかけて四人の補助要員が走る。

　火縄銃隊の半数が次々に立ち上がり、斜面を駆け始めた。

「第二中隊は山を移動！」

　クレイグスは周囲の射手や補助要員に声をかけながら斜面を横に移動し始めた。

　四人の補助要員が続き。

　彼が通り過ぎると、近くに潜んでいた火縄銃隊の残りが次々と立ち上がり、クレイグスのあとを追って移動を開始した。
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　間道まで駆け下りたカオルゥは、足を止めることなく峠方向へと走った。

　道に倒れる兵の姿は疎まばらになり、カオルゥの走る速度が上がる。

　すぐに峠の直下まで達したカオルゥの目に、峠に陣を敷いているアルデリア侵攻部隊の姿が飛び込んできた。

　松明を焚たいているから、夜の闇でも敵影がよく見えた。

（さすが精鋭部隊と言うだけのことはある、算を乱して潰かい走そうとはいかへんかったな）

　敵の正体が不明、数も不明、攻撃方法も不明。だから部隊指揮官は峠に陣を敷き、敵を待ち受けるという戦法を採ったのだろう。いや、採らざるを得なかったと言うべきか。「侵攻」が目的の部隊なのに、もはや完全に受け身に回っている。

（ならば、今が押し時っちゅうことや）

　カオルゥは足を止めた。

　峠の敵までは、まだ百五十ヤルド（およそ四百メートル）以上の距離があるが、それ以上近づくと敵が弓矢を撃ってくるだろうから。

（まぁ、ここでも撃ってくるかもしれへんけど、ここなら当たらへん）

　道の片隅に身を寄せて後続の味方を待つ。

　味方はすぐに追いついてきた。

　カオルゥは間道に三人の射手を並べる。

　火縄銃隊の兵は松明を持っていないため、アルデリア兵はカオルゥたちを視認できていないようだった。

（んなら、敵さんの注意をこちらに引きつけるとしますかな）

　カオルゥは自ら先頭に立ち、まず立射で一発、撃った。

　射撃音が辺りに轟いた。

　もちろん、この距離では当たらない。

　それは彼女も先刻承知だ。

　火縄銃を放ったカオルゥは、すぐに後ろへ下がる。

　片膝立ちになった三人が先頭に出た形になる。

　そのすぐ背後でカオルゥが叫んだ。

「撃ちぃや！」

　三つの発射音が重なり、大気を震わせる。

　ニンジャのカオルゥは、目も耳も常人よりずっといい。

　敵の陣営が騒がしくなっているのを彼女は察した。

（よしよし、もっと混乱せえ）

「二段目、前進！」

　一列目のやや後方に並んでいた射手三人と補助要員の六人が、一列目の三人を追い越して進み出た。

「撃ち方、用意や！」

　射手の三人は片膝立ちの姿勢を取って火縄銃を水平に構え、照準を覗き込む。

（この距離やと照準覗いても、当たらんもんは当たらんのやけどな）

　それでもかまわないと、カオルゥは射撃命令を下す。

「撃ちぃや！」




　どぉん、どぉん、どぉん！




　三つの発砲音が重なり。

　敵陣から怒号や喚声が上がるのがカオルゥの耳に届いた。

「次！　三列目、前進！」

　三列目にいた三人の射手と六人の補助要員が進み出る。

「撃ち方、用意や！」

　最前列を追い越した射手三人は、そこで片膝立ちになって火縄銃を構え、照準を覗く。

「撃ちぃや！」

　またもや三つの発砲音が辺りの空気を震わせる。

　カオルゥ以下は、それを七度、繰り返した。

　すでに最前列は峠に向かって十ヤルド近く前進している。

　と、そのとき。

　敵陣から二十人ほどが進み出てきた。

　続いて、もう二十人ほど。

　そのさらに後ろにも二十人ほどが並んだ。

　いずれも剣を抜き放っている。

（ははぁ、抜刀突撃かいな）

　カオルゥには敵の考えがわかった。

（大きな音はすれども被害は皆無。ちゅうことで、こっちの火縄銃を威い嚇かく用の武器やと判断したんやろな。そこで抜剣した兵を突撃させて敵部隊に突入することにしたというこっちゃな）

　見たところ敵兵は数が少ない──実際、カオルゥ率いる第一中隊は火縄銃隊の半数、百二十名ほどしかいない──から、それで蹴け散ちらせる。

　敵部隊の幹部はそう考えたに違いない。

（ま、妥当な判断やろな。けど、一人でも火縄銃のこと知っとる奴がおったら、そんな軽率な命令は下さへんのにな）

　これは今だからこその優位性だ。

　しかし、それは偶然ではない。

　アリエルはそれを知っているからこそ、こうして火縄銃隊で迎え撃ったのだ。

　火縄銃の威力が世間に知れ渡れば、こうはいかない。

　それどころか、敵は何百という火縄銃を揃えて対抗してくるだろう。

「今だけは、兵数で劣っていてもわたしたちのほうが有利なのよ」

　アリエルはそう言っていたが。

（まさにお嬢はんの言うとおりや）

　獲物が罠わなに向かって食いつこうとしている。

　カオルゥは舌した舐なめずりした。
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　突撃部隊は足が速く、おまけに鎧を着ていないから身軽だ。みるみるカオルゥ隊に迫ってくる。

「まだや。まだ早いで。もっと引きつけるんや！」

　先頭に立ったカオルゥは逸る部下を抑えつける。

　射手も、すでに実戦を経験した分、落ち着いている。

　火縄銃の持つ絶大な威力をその目で見た分、自分たちに自信を持っている。

　駆け寄ってくる敵の先頭を照準に捕らえたまま、じっと待っていた。

　敵までの距離が三十ヤルドほどになったとき、カオルゥは挙げていた右手を勢いよく振り下ろした。

「撃ちぃや！」

　三発の銃声が重なり、先頭を走る兵がもんどり打って倒れた。

「次や！」

　撃ったばかりの射手は即座に後方に下がり。

　その場に片膝立ちの体勢で待機していた二列目の射手三人が引き金に当てている指に力を込める。

「撃ちぃや！」

　前列に出た三人が引き金を引いた。

　筒内の火薬に火が点き、爆発的な燃焼が起き。

　その勢いで込められていた弾丸が筒内を走り。

　恐るべき速度で銃口から飛び出していった。

　またもや先頭に立っていた三人が倒れ。

　その後ろの兵が倒れた味方を跳び越えて走ってくる。

　けれど、次の三人が発砲し。

　また三人が倒れ。

　さらに次の三人が発砲。

　もう三人が倒れ。

　とうとうそこで突撃する兵の足が鈍った。

（敵の持つ不思議な鉄の筒は、威嚇の道具でしかなかったのでは？）

　ばたばたと倒れる味方の兵を見て、仲間が疑心に駆られる。

　すでに双方の距離は十数ヤルドに迫っている。その距離なら火縄銃の命中精度は百発百中……とはさすがにいかないが、八～九割方命中する。

　筒の先端が赤く光り、轟音が空気を震わせ。

　仲間が次々に倒れていく。

　もはや間違いない。

　突撃していた兵たちは確信した。

　あの鉄の筒が自分たちを攻撃していることを。

　彼らが連想したのは弩いしゆみだ。

　弩は機械式で弦を引き絞るタイプの弓矢で、通常の弓よりも威力がある。中には連発式の物もあった。

　敵が持っている長い筒状の武器が弩の改良型ではないかと、そう思ったのだ。

　けれど、倒れた兵は誰一人として体に矢を受けていなかったから、矢を飛ばしているのではないこともわかる。

　何を飛ばしているかわからないが、間近まで迫って初めて、敵が何かを飛ばして攻撃してきているのが、ようやく理解できた。

　けれど敵の攻撃法がわかったところで、防ぐ方法がわからない。

　このまま突撃すればいいのか。

　それともいったん退ひいたほうがいいのか。

　もっと別な方策を考えるべきなのか。

　突撃部隊の兵も指揮官も、どうすればいいのか判断がつかず、足を止めて後方を振り返った。

　その隙を逃さず、またもや発射音が轟き、三人が倒れる。

　期せずして先頭に立つことになった兵が、このままでは自分も斃たおれた仲間と同じ運命を辿たどると察し、身を翻ひるがえそうとする。

　そこへまた発砲音。

　身を翻しかけた兵が倒れ。

　その後ろにいた兵が最前列に立つことになった。

　自分と敵のあいだには何も遮さえぎる物のない空間が広がっているのみ。

　こちらに筒を向けている敵兵が落ち着き払っているのが不気味なこと、この上ない。

　こちらに向いている鉄の筒先、あれに赤い火が点ると轟音が発せられ。

　そして味方が倒れる──斃れる。

　このままでは次は自分の番だ。

　先頭の兵は耐えきれなかった。

　溢あふれ出る恐怖に心が負けた。

　彼はその場で回れ右すると、恥も外聞もなく、味方の陣に向かって駆け出した。

　それが合図になった。

　堰せきを切ったように兵たちは次々に体を翻し、味方の陣地を目がけて駆け戻っていく。その走る速度は敵に向かって突撃したときより速いくらいだった。

　小隊長も部下を止めることなく、彼らと共に走った。

　彼らを押し留めようとした突撃部隊の隊長だけが取り残された。

　轟音が響いて隊長の体がくるりと回り、糸の切れた操り人形のようにぱたりと倒れた。





　14






　敵は逃げた。

　今こそ追撃のとき。

　けれどカオルゥは、追撃の命令を下さない。

　彼女は最前列に出た三人の射手に射撃を命じ。

　次に、その後ろに控える射手を前に出して射撃を命じ。

　それを繰り返し、全体として漸ぜん進しんするに留めていた。

　どうしてカオルゥは追撃をさせなかったのか。

　近づきすぎると、敵から矢が飛んでくるかもしれない。それを恐れたのである。

　火縄銃隊は、射手も補助要員も申し訳程度の鎧を着用しているだけだ。弓矢で攻撃されると耐えられない。

　もし射手が弓矢で撃たれて火縄銃を取り落とすと不ま味ずいことになる。最新の、言わば秘密兵器であるアリーエン商会製の火縄銃は、いま敵に渡したくはなかった。

　いずれアルデリア王国も手に入れるだろう。量産を始めるかもしれない。けれど旧型を量産しても、アリエルの持つ最新式には敵かなわない。

　彼ひ我がの性能差をできるだけ長いあいだ保っておきたい。

　それがアリエルの願いだった。

　だから兵員の損耗を可能な限り抑えるのと同時に、火縄銃を敵に奪われるようなことにならないように、この迎撃戦は組み立てられていた。

　それにカオルゥは待っていたのだ。

　自分たちが時間稼ぎのような攻撃をしているあいだに、山中を駆けてきた第二中隊が峠の敵陣に迫るのを。

　そして、アリエルからの伝令を受けたハイデラシア王国軍部隊がやって来るのを。
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　カオルゥは峠の上方で砲火が明滅するのを見、射撃音が響いたのを聞き、硝煙が上がったのを確認した。

（よっしゃ。これでうちらの勝ちや！）

　上方から迫った第二中隊は、密集している敵兵に連つるべ撃ちを仕掛けている。

　もはや敵部隊に反撃するだけの余裕はなくなったと判断したカオルゥは、待望の命令を下す。

「総員、敵陣へ向かって前進や！　速はや歩あし、始め！」

　カオルゥは火縄銃を手に提げ、先頭に立って歩き出した。

　縦列になっている第一中隊の射手とその補助要員が一斉に腰を浮かすと、カオルゥを追いかけて足早に進み始める。

　上方からの襲撃に耐えきれず、こちらに逃げてくる敵兵がいる。

「止まりぃ！　撃ち方用意や！」

　カオルゥは早々に銃を構え、照準を覗いて狙いをつける。

　前列の三人の射手が脇を抜け、カオルゥの前に出ると片膝立ちの体勢を取った。

「撃ちぃや！」

　まずカオルゥが立射で撃った。

　先頭を逃げてくる敵兵の一人が倒れた。

　間髪を容れず、三人も続いた。

　敵兵の二人が倒れた。

「次、前へ！」

　二列目の三人が最前列に出て。

　カオルゥは補助要員から次の火縄銃を受け取った。

「撃ちぃや！」

　三つの発射音が重なって響き。

　その直後、カオルゥの銃口が火を噴いた。

　今度も三人が倒れ。

　残るのは四人だ。

　そのまま走り続ければ、自分たちも死ぬ。そう思ったアルデリア兵は、進行方向左手の山の斜面に逃げ込んだ。しかし、彼らの努力は報われなかった。

　クレイグス率いる第二中隊の後方を警戒する役目で山中にいたミモーネ隊が、敵兵の接近に気づいた。

　わざわざ軍務服の上から穿いているスカートの内ポケットから小さな鉄球を取り出したミモーネは、それを右手の親指と中指でセットする。

　逃げる敵兵が、音もなく駆け寄ってくるミモーネに気づいたのは、彼女が指し呼この間かんに迫ったときだった。

　ミモーネの異様な恰好に四人の兵は我が目を疑う。

　一瞬のその遅れが致命的だった。

　ミモーネが親指で強く鉄球を弾はじくと、鉄球は凄まじい勢いで宙を飛んでいって、いちばん手前にいた兵の側頭部に命中し、頭蓋にめり込んだ。

　小さな悲鳴を上げ、兵が横倒しに倒れ込む。

　威力や射程は劣るが、小さな鉄の弾を飛ばして敵を撃ち倒す様は、人間火縄銃と言ったところか。

　残りの三人は慌てて剣を構えた。

　足を止めたミモーネが、今度は棒手裏剣を取り出した。それはカオルゥお薦めの投擲武器だ。

　掌に収めた棒手裏剣を、ミモーネは敵兵の一人に向かって投擲した。

　棒手裏剣は、やや山やま形なりの軌跡を描いて飛んでいき、彼女のほうを見ている敵兵の眉み間けんに突き刺さる。兵は、どうと後ろに倒れていった。

（これは素晴らしい。さすがにカオルゥ殿お墨付きの武器でございますね）

　棒手裏剣がカオルゥお薦めの武器なら、その投擲術はカオルゥ直じき伝でんの技だった。

　ミモーネに追いついてきた彼女の部下が、残る敵兵二人に向かって棒手裏剣を投げた。ミモーネほど上手くはいかないが、それでも敵兵の牽けん制せいにはなる。

　敵兵が怯んだ隙に、ミモーネは一気に間合いを詰めた。

　敵兵の懐に飛び込んだミモーネは、手にした鉄串を相手の喉笛に突き刺した。

　残りは一人。

　顔を歪ゆがめ、絶叫を放ち、その一人が剣を揮ってきた。

　避けきれない！

　ミモーネの部下のある者は悲鳴をあげ、ある者は目を瞑つぶった。しかしミモーネは体たいを躱かわそうともせず、左腕を眼前に掲げた。その左腕に剣がぶつかる寸前に、彼女は僅かに腕の角度を変える。

　カキ──ン。

　甲高い金属音が響いた。軍務服の下、二の腕を覆う籠こ手てが剣を受け流したのだ。

　軌道を逸らされた剣が宙を滑っていく。

　思いきり振った剣を受け流され、兵は体のバランスを崩して蹈鞴たたらを踏む。その瞬間、ミモーネの体がくるりと回転し、彼女が手にした鉄串が兵の耳を深々と抉えぐった。

　鉄串の先端が敵兵の脳に達し、兵はびくんと体を震わせたあと、ずるずるとその場に崩れ落ちていった。

　見ていたミモーネの部下が大きく安堵の息を吐はく。

　彼女は澄ました顔を崩さず、息を弾ませることもなく、落ち着き払った態度で部下に向かって呼びかけた。

「こちらはもう大丈夫でございましょう。道まで下りて、お嬢様をお迎えするといたすでございますよ」

「承知しました！」

　ミモーネ隊の二十人は、さすがミモーネ様だと感心しながら、彼女に従って山の斜面を下り始めた。
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　後続のハイデラシア大隊に守られるようにしてアリエルがやってきた。

　大隊指揮官は百をその場に残すと、残りの四百に逃げた敵部隊を追撃させた。そのうちの百は騎兵である。

　追撃戦になってしまえば、火縄銃隊はもう用済みだ。火縄銃を持ったまま駆けるのは大変だし、敵味方が入り乱れての乱戦になったらなったで、銃が撃てなくなる。

　まず第一中隊の兵をまとめたカオルゥが戻ってきて。

　少しして、クレイグスも第二中隊を率いて合流を果たした。

　火縄銃隊は、射手、補助要員合わせて、討ち死にした者は誰一人いなかった。

　故障で撃てなくなった火縄銃はあったが、失った銃は一つとしてなかった。

　それでいて火縄銃隊は、敵の精鋭部隊、侵攻軍一個大隊五百を完かん膚ぷなきまでに討ち破ったのである。

　まだアリエルたちに報しらせは届いていないが、スゼーデル率いる王国火縄銃隊も同様の戦果を、いや大戦果を上げていた。

「アリーエン様」

　大隊指揮官の若い将校がやってきた。

　アリエルは、カオルゥ、クレイグス、ミモーネ、ハリウィックを従えて彼を出迎えた。

「シャーウッド様」

　ハイデラシア王国軍の軍務服を隙なく着こなした若き指揮官は、アリーエン子爵に向かって恭うやうやしく頭を下げた。

　彼はハイデラシア王国貴族の子息で、親は伯爵の位を持つ。彼は三男坊だから無位だったが、王国軍ではこうして大隊の指揮を任されている。当時は貴族の次男や三男以下が軍に入るのはよくあることだった。

「我がほうの大勝利ですね。大役、ご苦労様でした。おかげでアルデリアの野望を打ち砕くことができました。これもみなアリーエン様の功績です」

　王国貴族の中には、

「余よ所そ者ものの小娘が大きな顔をしている」

　と言ってアリエルにいい顔をしない者も多いが、少なくともシャーウッドは敵てき愾がい心しんや嫌悪感を抱いてはいないようだった。

（どころか、賞賛の色が顔に出てまっせ。まぁ、お嬢はん、可か愛わいいですし、金持ちやし、今じゃ子爵様やし、貴族の子弟には憧あこがれの存在かもしれまへんな。こんお人、割と有能そうやし、顔立ちもいいし、お嬢はんも満更やおまへんな。これをスゼーはんが見たら、果たして何と言うやら。いや、あんお人やとなんも言わんのかな？）

　アリエルの前に立ったシャーウッドの顔をそれとなく見ながら、カオルゥはそんなことを考える。

「わたしは何もしていません。この者たちの奮闘があったからこその勝利です」

　そう言ってアリエルは、控えるカオルゥたちを指し示した。

「皆もご苦労だった」

　その口調には尊大な感じは少しもなく、彼が身分の低い者だからといってぞんざいに扱う人物ではないことを物語っていた。

　カオルゥ以下が、シャーウッドに対して丁寧に頭を下げた。

「ありがとうございます」

「先ほど王太子様のいらっしゃる作戦司令部へ早馬を走らせておきました。向こうでも侵攻軍を撃退していれば、予定どおり我が軍団は国くに境ざかいを越えてアルデリア王国領内へ雪崩れ込むでしょう」

「そうなれば、敵の軍団に大きな損害を与えることもできますね」

「はい。国境の一帯を占拠することもできますし、後の講和交渉でかなり優位に立てるでしょう」

「御お国くにが大きく飛躍するきっかけになるとよいですわね」

　アリエルがそう言うと、シャーウッドは顔を紅潮させ、そうなのです！　と声に力を込めた。

「此こ度たびの戦が、我がハイデラシア王国に飛躍のきっかけを与えてくれた。これを機に、我が国は大手を振って独立独歩の道を歩めます。もう周辺諸国のご機嫌伺いをする必要もなくなるのです。それどころか、周辺諸国を傘下に収め、大国としての道を歩み出せるでしょう。そしてそれはアリーエン子爵、あなたのおかげなのですよ」

（賞賛ちゅうか、絶賛やな）

　顔を上げたカオルゥは、内心で呆れ気味にシャーウッドを盗み見る。

　彼は身振り手振りを大きくして、ハイデラシア王国の輝かしい未来を力説していた。

　アリエルはにこやかな顔でそれに応えているが、内心でどう思っているかまではわからない。

　シャーウッドが、ふと我に返った。

「あ、いや、これは失礼しました」

　一人で悦に入って説教を垂れる老教師のような醜態を見せたことを恥じるかのように、彼は小さく咳払いをし、顔を峠方向に向けた。

「そろそろ伝令が駆けてくるはずです。我々も前進の準備をしておきましょう」

「ええ、シャーウッド様」

　アリエルはにこやかな笑顔を崩さずに頷いた。

　彼女は大いに満足していた。

　火縄銃が考えていたとおりの威力を発揮したことに。

　この勝利でハイデラシア王国の地位が上がることに。

　アリエルと彼女の仲間たちが王国内で認められることに。

　アリーエン子爵とアリー鉱山開発社の重要度が王国内でさらに増すことに。

　ハイデラシア王国軍内や政権内に、アリエルの功績と実力を正当に評価する支持者が増えていくことに。

　アリエルは、大望実現のための戦いが新たな段階へ入った手応えを感じていた。
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　ツォラーシュ峠の戦い──とハイデラシア王国では呼ばれるようになった──の勝利を受けて、ハイデラシア王国軍火縄銃隊とアリーエン子し爵しやくの火縄銃隊は一いち躍やくその名を王国内に轟とどろかせた。

　中でもアリーエン子爵の子飼い兵である火縄銃隊は注目の的となった。

　五ご公こう十じゆう六ろく王おう国こくの一つであるアルデリアの侵攻部隊を完かん膚ぷなきまでに討ち破った火縄銃隊を率いていたアリーエン子爵のことを、戦いくさ女め神がみか何かのように褒めそやす者まで出てきた。

　もっとも、中には、

「子爵といっても所しよ詮せんは商人上がり。そんな者の私兵に頼って戦うなど、ハイデラシア王国軍の名折れだ」

　と憤いきどおる者もいた。

　いつの世でも出る杭を嫌う者はいるのである。

　とはいえ、総じてハイデラシア王国でのアリエル──アリーエン子爵の声望は高まり、彼女の存在感は重さを増した。

　アリエルは火縄銃隊を率いてアルデリア部隊を撃退しただけではないのだ。そもそもアルデリア王国がハイデラシア王国領内の銀山を狙ねらって兵を動かそうとしていることを事前に突き止め、王に知らせたのはアリエルである。

　充分な迎撃の準備が調ととのったのも。

　実際に敵を撃破したのも。

　アリエルの手柄なのだ。

　国王はその功績に報いるため、ツォラーシュ峠の戦いの後、アリーエン子爵に、今度は伯爵位を授けようとした。けれどアリエルは、王の申し出を固辞した。

「アルデリア王国との戦いは、ここからが本番でございます、国王様。ツォラーシュ峠の戦いは、言わば前ぜん哨しよう戦せんに過ぎません。前哨戦で勝ったくらいで伯爵位を戴いただくわけにはまいりません」

　それがアリエルの言い分だった。

「返す返すも殊勝な態度である」

　国王は彼女の言動に感激の面持ちを隠さずに言った。

「では、最終的にアルデリア王国との戦いに勝利したときには思いのままに恩賞を取らせようぞ。その前に、アリーエン、其方そなたに一つ頼みがあるのだ」

　国王は彼女に、王国軍事顧問の職に就ついてほしいと願った。

　アリーエン子爵には商才だけでなく軍事的な才能もある。ツォラーシュ峠の戦いでそれを思い知った国王は、彼女を王国軍事顧問に迎え入れようとしたのだ。

　国王のこの要請を、アリエルは断らなかった。

「浅せん学がく非ひ才さいの身ではありますが、ハイデラシア王国と国王様の御おんために微力ながら働かせていただこうと思います」

　そう言って彼女は軍事顧問に就いたのである。

　国王のこの措置は王宮内にちょっとした波紋を広げることになったが、それが表立つのは、まだ先のこと。今はアルデリア王国との決着を急ぐべきということで、王宮内の意見は概おおむね一致を見ていた。
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　侵入してきたアルデリア王国軍を見事に撃退し、敗走する敵部隊を追撃してアルデリア王国領内に攻め込んだハイデラシア王国軍は、国くに境ざかいの一帯──デルシア地方と、その中心都市、フォーレンツの街を占拠した。

　この戦の結果は、周辺諸国のみならず大陸中に驚きを以もつて迎えられた。

　五公十六王国の一つに数えられるアルデリア王国としては、このままには捨て置けなかった。

　王国領域にハイデラシア兵が居座っているのを放置しておけば、周辺諸国に侮られてしまう。侮られれば、他の国までアルデリア王国領に手出ししてくるかもしれない。

　アルデリア王国軍は強い。その評判こそが周辺諸国に対する抑止力だったのだ。アルデリア王国としては、もう一度、その評判が真実だということを証明してみせなくてはならなかった。

　アルデリア王国軍は緊急に動員をかけ、新たな軍団を編制すると同時に、庇ひ護ご国こくであるアルヴォヤ、ドゥルリッヒ、メナンシュの三国に兵を出すようにと要請した。

　要請といいながら、実質的には強制だ。

　保護国の機嫌を損ねるわけにはいかず、三国はそれぞれ部隊を送ってきた。

　アルヴォヤは二個大隊千を。

　ドゥルリッヒは一個連隊（三個大隊）千五百を。

　メナンシュは気前よく一個軍団五千を送り込んできた。

　援軍だけで七千五百。

　それにアルデリア王国軍が三個軍団一万五千。

　これに総指揮官として送り込まれた王太子の親衛隊が五百。

　実質的な指揮官であるモルドバーニ将軍直じき率そつの部隊が二千。

　国土解放軍──とアルデリア側は呼んでいた──の合計は二万五千だった。

　先日のツォラーシュ峠の戦いのあと、急襲してきたハイデラシア王国軍二個軍団によって、アルデリア王国軍二個軍団は大損害を蒙こうむっていた。そこでアルデリア王国軍は、その二個軍団を合わせて一個にし、不足する一個軍団を、新たに動員した兵で埋めたのだった。

　アルデリア王としては、本音を言えば四万くらいは用意したかったところだが、他の国境から兵を抜いてしまうと、虎こ狼ろうのような周辺諸国がこれ幸いとばかりに、手薄になった地域を侵す虞おそれがあった。

　アルデリア王国軍が、ハイデラシア王国に占領された一帯を奪還するために軍を動員しているのは周辺国も知るところだ。その動員された兵が自分たちのところへ向かってくる可能性を周辺国の王や指導者は無視していない。アルデリア王国軍に対抗するため、各国首脳は兵に臨戦態勢を取らせていた。

　ただ対抗するだけではない。あわよくばアルデリア王国の隙すきを狙って、自分たちも王国領の一部を掠かすめ取ってやろうと狙っていた。だからアルデリア軍は、全兵力を投入して一気に片を付けるという戦いができなかったのである。

　とはいえ、それでも二万五千。ハイデラシア王国が投入できる兵は、せいぜいその半分くらいだろうから、圧倒的に有利なのは間違いない。

　アルデリア軍は勝利を疑ってはいなかった。

　その証拠に、彼らはハイデラシア側から送られてきた講和の使者を追い返している。

　最初にハイデラシア王国領を侵したのが自分たちのほうであることも認めていない。

「その程度のことは、戦に勝ちさえすれば、なんとでも言い張れる」

　それが国王以下、アルデリア王国首脳に共通する思いだった。

　要するに、勝った者が正義ということだ。

　領内に居座るハイデラシア王国軍を蹴け散ちらし、今度は自分たちが勝利の勢いに乗って改めてハイデラシア王国領内に雪な崩だれ込む。そうして銀山一帯を占拠するのみならず、王都にも迫って、情勢次第では強襲して王都を陥おとしてしまう。

　アルデリア王と王国軍首脳はそこまで考えていた。捕らぬ狸たぬきの皮かわ算ざん用ようではあったが、王と首脳は、すでに狸を捕った気でいた。

「我々を怒らせた報むくいを受けるがいい」

　自分たちが最初に手を出したことなど綺き麗れいさっぱり忘れたかのように、アルデリア国王は傲ごう然ぜんと言い放った。

　一つ気になることがあるとすれば、ツォラーシュ峠の戦いで味方が敗走するきっかけとなった敵の新兵器、火縄銃だろうか。

　軍首脳は急いで火縄銃の見本を取り寄せ、研究した。実弾を使って試射してもみた。その結果、彼らが出した結論は。

「先だってのような山中での奇襲ならともかく、騎兵突撃が利くような平原での戦いなら脅威にはならない」

　というものだった。

　その理由を彼らは幾つか挙げていたが、代表的なのは、速射が利かないというものだった。

　ツォラーシュ峠の戦いを経験した兵の中には、

「次々と銃弾を浴びせられた」

　と証言する兵もいたが、軍の首脳は彼の言葉を重要視しなかった。

「新兵器の威力に怯おびえ、実際の射撃間隔より短く感じただけだろう。速射という面では、まだ弓矢のほうが速い」

　というのが首脳に共通する意見だった。

　三人一組で三丁の火縄銃を取っ替え引っ替え射撃するという戦法をアリエルが採ったことなど、想像すらできていない。

「それに命中精度が低すぎる。二十ヤルドも離れるとろくに当たらないのでは、大兵力同士のぶつかり合いでは、まだ弓矢のほうがマシだろう。今回は平原で、しかも大兵力がぶつかる野戦になる。火縄銃の出る幕はない」

　アルデリア王は軍議の席でそう言いきった。

　しかし、アルデリア王国が取り寄せた火縄銃は最新式の物ではなかった。

　アリエルは自分の工房で働く技術者たちに火縄銃を改良させていた。アリーエン子爵の火縄銃隊が持つ火縄銃は、アルデリア王国首脳が見たそれとは別物と言ってよかったのだが、そのことに気づくアルデリア王国首脳はいなかった。

　結局、王の下くだした結論に異議を唱える軍首脳はおらず、火縄銃は戦の結果を左右するほどの武器ではないというのがアルデリア王国軍の常識となってしまった。

　そんな状況下で、アルデリア王国国土解放軍は新たに編制した軍団を加え、庇護国から送られてきた援軍を従え、ハイデラシア王国軍が居座っているデルシア地方を目指して王都を出立したのだった。
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　両国の動向を、周辺諸国の王や首脳は息を潜ひそめて見つめていた。

　ハイデラシア王国の銀山を狙って事を起こそうと思っていた国は、アルデリア王国に先を越されたことを悔しがったが、同時にハイデラシアに侵攻したアルデリア軍が敗北したことに驚きよう愕がくした。敗走するアルデリア軍を追って、ハイデラシア軍が逆にアルデリア王国領内に侵入したのにはもっと驚いた。

　果たしてこの先、アルデリア王国がどう出るのか。

　ハイデラシア王国が、局面をどう収めるつもりなのか。

　周辺諸国は、それを興味津々で見守っているのだ。

　もちろんどこの国も、もしどちらかが下へ手たを打つようなら、それに乗じて我が国も、と思っている。

　どちらかがというより、ハイデラシア王国が講和の交渉に失敗し、アルデリア王国軍の反攻を受け、敵領内に進出したハイデラシア王国軍が自国に逃げ戻る、という展開を予想する国がほとんどだった。

　そのときはアルデリアの好きにはさせず、自分たちもハイデラシアに兵を進め、できればアルデリアに先んじて鉱山地帯を奪ってしまいたいと、そうも思っていた。だから周辺諸国は、アルデリアとハイデラシアの軍事衝突が避けられない情勢になってくると、自国の軍団の何個かに臨戦態勢を取らせたのである。

　そして周辺諸国の注目が集まる中、アルデリア王国の国土解放軍が動き出した。

　総勢二万五千の先陣を切ってアルデリア王国軍第一軍団と第三軍団が王都近郊の宿営地を出しゆつ立たつし、ハイデラシア軍が占拠しているデルシア地方手前の都市、アングレイムを目指して進軍を開始したのだった。
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　その頃、ハイデラシア王国は、来たるべきアルデリア王国軍との決戦に備え、軍備の増強を急いでいた。

　とはいえ、兵数的な増強は限界がある。元々、国の人口はそう多くないのだ。

　代わりにハイデラシア王国軍は火縄銃を増やした。

　財源的な限界はあるが、王はありったけの予算を投入した。

　王国の興廃、この一戦にあり！　だ。

　アリエルが相場よりも安い価格で火縄銃を売ってくれたおかげもあって──ここでも王はアリーエン子爵に感謝していた──短期間で最新式火縄銃の数を増やせた。

　王が新たに購入した火縄銃は千五百丁にも上った。以前の物と合わせれば二千丁近くにもなる。アリエルの火縄銃工房はフル回転で銃を製産し、鉱山は日夜交代制で硝石を掘り続けた。

　相場より安いとはいえ、大量の銃をハイデラシア王国に売ったおかげで、アリーエン商会は巨額の利益を出した。

　三千丁近い銃を使うには、最低でも六百名の射手が必要だが、射手はそう簡単に増やせない。決戦は間近に迫っているから、兵を訓練している時間的余裕がない。

　少し慣れれば誰にでも撃てる武器だとはいえ、決戦に大量投入するとなると、味方との高度な連係が必要となる。そこで王国軍は、アリーエン商会が訓練をつけている私兵を丸抱えする形になった。

　火縄銃を扱える兵を供出するに当たって、アリエルは条件を付けている。

　火縄銃隊はスゼーデル──スーゼルテスが指揮することとし、部隊の進退は彼に一任することと、戦闘は防御戦に徹すること。

　この二点がアリエルの出した条件だった。

　王国軍に創設した火縄銃隊はすでにスゼーデルが指揮しているから、銃の数が増えても兵員が増えても、彼が指揮することに問題はないが、部隊の進退を一任するのは命令系統的に問題がある。

　そんな意見も出るには出たが、王はこれを呑のんだ。

　火縄銃隊を指揮できるような人材は他には見当たらないのだから仕方がない。歩兵や弓兵、騎兵といった、これまでの戦闘の主役に比べると、火縄銃兵はかなり特殊な存在だったから、その辺の者がおいそれと指揮できる部隊ではないのだ。

　だから王は、

「パンはパン屋に任せるべきである」

　と言って、これを認めたのである。

　戦闘は防御戦に徹するという条件には、大きな異論は出なかった。

　アルデリア王国が投入する部隊のほうが兵力が多いのは確実で、積極的な攻勢はかけられない。そもそもハイデラシア側からすると、占拠した一帯を守り、アルデリア軍を撃退するというのが戦術目標になるから、積極的な攻勢を仕掛ける必要などない。

　ハイデラシア王がアリエルの条件を呑んだとき、彼女は軍事顧問として、ある戦法を提出した。それは、敵の騎兵突撃を防ぐために野戦築城をして馬防柵を巡らせる、というものだった。

　野戦築城も馬防柵もとくに目新しいことではないし、アルデリア騎兵の強さは衆目の一致するところだから、この提案もあっさり通った。

　アリエルの策の新しいところは、馬防柵の内側に火縄銃隊を並べておいて、その一斉射撃で騎兵突撃を撃退するという部分だった。

「騎兵突撃に対しても火縄銃は有効なのか？」

「弾を込めているあいだに騎兵が乗り込んでくるだろう？」

「接近を許したら、騎兵には太刀打ちできんぞ？」

　そんな疑問を呈する輩やからは、スゼーデル率いる火縄銃隊が三人一組の速射を演習で披露して黙らせた。

　火縄銃隊がアルデリア王国軍との戦いの主役になることが認められたのだ。

　火縄銃の射手は王国軍だけで六百を揃そろえた。補助要員を入れれば千八百の大部隊だ。それをスゼーデルが率いることになる。

　アルデリア軍が押し寄せるまでの寸すん暇かを惜しんでスゼーデルとアリエルは、惜しげもなく実弾と火薬を使って部隊の訓練を重ねた。

　一方、ハイデラシア王国軍が占拠したフォーレンツの街の西に広がる平原では王国軍による野戦築城が突貫工事で行われ、陣地の前面には幾重もの馬防柵が巡らされた。

　万全の準備とまでは言えないが、迎撃のための準備がある程度まで調った頃、ついにアルデリア軍部隊が王都を進発したという連絡が入った。





　５






　この時点でスゼーデルは、千八百の火縄銃隊と弾薬を運ぶ三百の輸送隊、合わせて二千百を指揮する大隊長扱いになっていた。予定では、さらにあと六百増えることになっている。

　二千百という数は、一個大隊を五百とした場合は四個大隊以上、六百とした場合でも三個大隊以上であるから、一個連隊とされるのがふつうだった。しかし火縄銃隊は構成が特殊なので、二千百で一個の部隊として扱われている。二千七百になっても同様だ。

「いよいよ始まるわね、スゼー」

「そうだな。お嬢様の大望を達成するためには乗り越えなくてはならない障害物だ」

「そうだけれど。でも、この程度の障害物は、この先も掃いて捨てるほど出てくるわよ。だから、あまり力まなくてもよいわ」

（この程度、か。相変わらず大胆不敵な物言いだな）

　スゼーデルは内心で小さく笑った。

「何度出てこようが、どれほど高かろうが、それがお嬢様にとっての障害物なら、俺はそれを排除するだけだ。何度でも、な」

「頼りにしているわよ、スゼー」

　アリエルは邪気のない笑顔をスゼーデルに向けてきた。

　それはフルミネンセ王国にいたときは決して見ることができなかった、充実感に溢あふれた魅力的な笑顔だった。
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　フォーレンツの街は、アルデリア王国デルシア地方でもっとも大きな街である。

　先のツォラーシュ峠の戦いの後、敗走したアルデリア侵攻部隊を追撃してアルデリア王国領へ侵入したハイデラシア王国軍は、この街を陥おとして支配下に置いていた。ハイデラシア側からすると、アルデリア王国領内に築いた大きな橋きよう頭とう堡ほということになる。一方のアルデリア側からすれば、自国内にある目の上の瘤こぶだった。

　ここを放置したままではデルシア地方の解放は不可能。何をおいても、まずはフォーレンツの街を奪とり返かえさなくてはならない。

　フォーレンツの街の奪還。それがアルデリア王国軍の戦術目標である。

　逆に言えば、ハイデラシア王国軍の戦術目標はフォーレンツの街の防衛である。そのためにはアルデリア王国軍の奪還部隊を撃破することが必要条件となる。

　という諸条件から見ても、アルデリア側の攻勢、ハイデラシア側の防御という色分けになるのは必然だった。

　フォーレンツの街は扇せん状じよう台地にある城郭都市で、街の南方にはフォレント川が流れていた。川の両岸は河岸段丘が形作られていて、かなり険しい斜面となっている。川が天然の濠ほりのような役目を果たしているため、そちら側は大軍の展開に適した地形とは言い難がたかった。

　防衛戦を戦うハイデラシア王国軍は、フォレント川沿いに簡単な防御施設を作って、そこに守備部隊を配したが、主力は西に集めることにしていた。アルデリア軍の主力がそちらから来るのは間違いないのだ。

　ハイデラシア軍は数日間で、それなりの防御陣地を造り上げた。短時日にしてはよく造ったと言えるだろうが、あくまで「それなり」でしかない陣地だった。

　煉れん瓦がや石を積む余裕はなかったから、防壁は土を盛っただけ。

　前面の空から堀ぼりも申し訳程度に掘ってあるだけ。

　矢や避よけの防壁は薄っぺらな板作り。

　敵から見ても味方から見ても、お世辞にも堅けん固ごとは言えない水準だ。

　陣地の前面に三重──ところによっては四重になっている──に張り巡らされた馬ば防ぼう柵さくが目につくが、それさえ抜いてしまえば、騎兵が陣地に突撃するのはそれほど難しくないと思える。

　それがアリエルの狙ねらいだった。

　堅固な陣地を造ろうにも人手も時間も足りないから、これで精一杯という側面はたしかにあったが、頑張ればもう少しなんとかできただろう。それを敢あえてしなかったのは、アルデリア軍に騎兵突撃をしてほしかったからだ。

　敵に攻めさせて反撃を極きめる。

　それが兵力的に劣勢のハイデラシア軍が採るべき戦法だと「軍事顧問アリーエン子し爵しやく」は国王に進言したのだ。

　彼女に絶大な信頼を寄せている王は、それを受け容れた。若手の将校にも、その策を支持する者が多かった。だからこそハイデラシア軍は、敢えてこのレベルの防御陣地しか造らなかったのである。

　もっとも会戦における火縄銃の効用に懐疑的な年配将校の中には、消極的に過ぎるといって反対する者もいた。火縄銃隊を決戦主力にするにしても、防御陣地はもっと堅固な造りにするべきだという意見もあった。

　アリエルはそれらの意見に対して、

「敵を引きつけ、懐ふところに呼び込んで火縄銃の一斉射撃で大打撃を与える。勝利の道はそこにしかありません。そのためには、突撃すれば突破できる陣地だと敵に思わせる必要があります」

　という主張を繰り返した。

　アリエルは国王の個人的な軍事顧問なので御前会議には出席できないが、御前会議の席上で国王はアリーエン子爵の献策を容れると断言し、ハイデラシア王国軍の戦い方は決まったのだった。

　その結果、スゼーデル率いる火縄銃隊は、もっとも前方に配置されることになった。具体的には、張り巡らされた馬防柵のすぐ内側だ。

　部隊の規模は、火縄銃千八百丁、射手六百人、補助要員千八百人に増えていた。輜し重ちよう部隊三百と本部要員百に物見中隊百を加えれば、合計で二千九百名。現状、それがスゼーデル率いるハイデラシア王国火縄銃大隊の戦力だった。もはや大隊というより大規模な連隊、あるいはちょっとした軍団という兵数である。

　補助要員一班のうちの二人は、それまでと同様、火薬と弾を込める者だが、あとの一人は敵の弓矢攻撃に備え大おお盾だてを持っている。射手と二人の補助要員も、念のため矢避けの盾を持参してきていた。

　騎兵突撃が始まれば、味方に当たる可能性があるから敵も矢を撃てないが、その前に弓矢による攻撃があるはずだ。しかし、弓兵に向かって火縄銃を撃ちたくはなかった。敵に火縄銃の威力を教えたくないのと、騎兵突撃に備えて弾や火薬を消耗したくはないというのがその理由だ。そこで火縄銃隊は、弓矢攻撃に対しては盾を掲げてやり過ごすことになっている。

　何がなんでも陣地を突破して街を解放しなくてはならないアルデリア軍からすれば、いつまでも矢を撃っているわけにはいかない。いずれ矢を撃つのを止やめて騎兵突撃に移るというのが、ハイデラシア側の読みだった。

　射手の六百人は三分の二ヤルドほどの間隔で横並びになっている。ということは部隊の左端から右端までの距離は、ざっと四百ヤルド（一キロメートルと少し）。

　南側にはフォレント川が流れていて河岸段丘を形作っているから、地形的に騎馬部隊が迂う回かいするのに適さない。北側は山の裾すそ野のが張り出しているので、こちらも騎馬部隊を迂回させるには都合が悪い。主要街道が通っているその場所こそが、攻めるほうにしても守るほうにしても要かなめとなる場所なのだ。

　とはいえ迂回の可能性が皆無ではないから、両側の陣地は前面よりも土塁を高くしてあるし、それほど深くはないが、騎兵突撃に備えて落とし穴も掘ってあった。

（ま、あくまで万が一の備えですけれど。敵は正面突破を図ってきます。確実にね）

　敵味方の陣を街の城壁の上から遠望しながら、アリエルはそう確信していた。

　同時に、この戦いに勝てることも確信していた。

（問題は味方の被害をどれだけ少なく抑えられるか、という点に尽きますね）

　最前線で火縄銃隊の指揮を執とるスゼーデルの姿を探すように、アリエルは顔を振る。けれど、さすがに距離が遠すぎて彼が陣地のどこにいるのかはわからない。アリエルはおそらくその辺りだろうと見当をつけた地点に視線を向け、内心で彼に呼びかけた。

（頼んだわよ、スゼー、なんとしても勝利を。そして無事に帰ってきて）
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　街の手前数リーガのところで行軍を停止したアルデリア王国国土解放軍先せん鋒ぼうは、頻しきりに物見部隊を送り出し、ハイデラシア王国軍の様子を探らせた。その結果、敵は専守防衛の態勢を取って待ち構えていることが確認できた。

「伏兵もいないようだ。もう少し進んでみるか」

　先鋒の部隊長は本隊へ伝令を走らせると、なおも街道を東進し、やがてフォーレンツの街を一望する小高い丘の上まで進出した。

　先ほど戻ってきた物見の報告によると、ハイデラシア軍は街の手前──西方の平地に防御陣地を築いて、そこに籠こもっているという。

「まぁ、そう来るだろうな」

　先鋒を率いる部隊長は、丘の上から敵の陣地を遠望しながらそう独ひとり言ごつ。

「問題は、陣地がどれほど堅いのか、だが」

　ここで見ているだけでは、さすがにそこまではわからない。

「どうやって調べるか。その結果を受けて、どう攻略するのか。それを決めるのは俺の仕事ではない。とりあえず陣地を築きつつ本隊の到着を待つか」

　先鋒部隊は丘の上に本陣を置くべく、陣地の設営を始めた。

　当然、その動きはハイデラシア王国側が把握するところだった。
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　火縄銃大隊は独自の物見部隊を従えていた。

　最前線にいるのだから、いちいち本陣経由で情報を得ていたのでは、いざというとき間に合わない。そこでスゼーデルは、火縄銃の威力を最大限に活かすためにも敵の動静を逐一把握しておきたいと国王に奏上した。

　国王は彼の願いを是とし、彼に騎兵から成る物見中隊を一個、与えていた。

　いま、その物見中隊からスゼーデルの下もとへ早馬が駆けてきた。

「敵の本隊が到着したか」

　スゼーデルは木柵の向こうに目を転じた。

　眼前に広がる平地はやや下り勾こう配ばい──敵から見ると緩やかな上り勾配になる──だが、騎兵突撃に影響を与えるほどではない。

　右手には山裾が迫り、左手にはフォレント川が流れている。

「見れば見るほどぞっとしない地形だな」

　スゼーデルは思わず苦笑を浮かべる。

　二万五千の大軍がここを目がけて押し寄せてくると思えば、さしもの大胆不敵な彼もいい気分はしない。

（もっとも二万五千が一度に押し寄せてくるわけではない。最初に来るのは騎兵突撃だ。その数は、おそらく二千か三千。そう思えば耐えられなくはないな）

　とはいえ、騎兵は並の歩兵の四、五人以上の戦闘力を持つと言われている。その計算に従えば、三千の騎兵は一万五千の歩兵に匹敵するわけだ。

　二千九百の兵がいても、実質的な戦闘員は六百しかいない火縄銃隊には荷が重い数である。

（六百対一万五千。数の計算だけすると絶望的な気分になりそうだが、しかし火縄銃の威力は大したものだ。火縄銃一丁で歩兵十人分以上の働きをすると思えば、戦力比は六千対一万五千。だいぶ縮まったではないか。おまけにこちらは防御戦に徹するのだから、数字ほど不利ではないのだ）

　彼はこの戦闘に臨むに当たって、部下にもそう言い聞かせてきた。

　敵の数に怯おびえることはない。

　敵の戦力に圧倒されることはない。

　そこまで大きな差はないのだ。

　そんな彼の主張に、部下たちは大いに勇気づけられた。

　それに、部隊の兵の半数は、先のツォラーシュ峠の戦いを経験している。彼らはみな火縄銃の威力を体感しているから、大隊長の言葉を疑う者はいなかった。

「この新しい武器で、新しい戦いを切り拓ひらこう。俺たちの未来を切り拓こう。勝利の暁には多大な恩賞が待っているぞ」

　彼はそうも言って、部下の闘争心を煽あおった。

　アルデリア軍の大部隊がすぐそこまでやって来ているというのに、スゼーデル率いる火縄銃隊は戦意に満ち溢あふれ、陣地には闘志が渦巻いていた。
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　進出した先鋒が陣地を造った丘の付近に本隊が到着した。首将である王太子は後方に本陣を構えているから、ここは前線指揮所という位置づけになる。

　内実を明かしてしまうと、王太子は箔はく付づけのためにいるだけだった。アルデリア王家がこの戦いを重要だと思っていることを王太子が体現するわけである。言うなれば王太子は御み輿こしにすぎない。が、御輿は御輿で大切だ。王太子がいるというだけで、兵たちのやる気は上がるのだから。

　それを見越してアルデリア王は王太子を総大将としたのだが、戦闘の指揮に関してはモルドバーニ将軍に全権を預けていた。

　幕僚を従えて丘に登ったモルドバーニ将軍は、先鋒の部隊長ホイットゲニーから詳細な報告を受けた。

「なるほど。築いた陣地に籠もって防御に徹する構えか。予想どおりではあるが」

「何か気になることがありますか？」

　と副官が訊きいた。

「ただ籠もるだけなら問題はないが、兵数的に不利な側は、一いちか八ばちかで夜襲を仕掛けてくることがある。こちらが攻撃を仕掛けるのは明日以降だ。夜に備えて、こちらも陣を固めておくべきだな」

「承知いたしました」

「地図を」

　という将軍の言葉に、幕僚の一人が持ってきた地図を野戦卓の上に広げた。

　将軍はその地図に見入って考え込む。

「ふむ、そうか」

　ややあって地図から顔を上げた将軍は、右手方向に目をやった。丘の上からでは流れは見えないが、そちらにはフォレント川が流れているはずだ。

「川沿いに敵の別働隊が我らの背後へ回り込まないよう、川沿いはしっかりと見張れ。念のため、川の中に縄を張っておけ」

「それも承知いたしました」

　川の中に縄を張るというのは、密ひそかに川を進んでくる敵が縄を切ったとき、縄に連ねた警鐘が鳴るような仕掛けを施しておくという意味で、モルドバーニ将軍は、川沿いに自軍の背後へ抜けた敵の別働隊が戦闘開始後に後方で破壊活動を始めると面倒だと考えたわけだ。

　輜重部隊を攻撃されても厄介だが、後方には本営があって、そこには王太子がいる。もしも本営が敵から攻撃されるような事態になれば、厄介な話どころではない。将軍は王から厳しい叱しつ責せきを受けてしまうだろう。

　王太子の身に万が一のことがあれば、アルデリア王国の面目は丸まる潰つぶれである。可能性としては低いものの、モルドバーニ将軍としては万が一の備えはしておかなくてはならなかった。

　ある程度の陣地を構築するには時間がかかるが、街は一刻も早く取り戻したい。何しろこの戦いを周辺諸国が注視しているのだ。もたもたしていたらアルデリア王国が侮られる。

（手薄になった国くに境ざかいを侵そうと考える馬鹿な国が出てこないとも限らないからな）

　そこで将軍は今夜の備えを通常よりも厚くして夜を過ごし、明朝に総攻撃を仕掛ける決意を固めたのだが、時間が経たてば経つほどハイデラシア軍の陣地が堅くなるのを嫌ったという側面もあった。

　ただし実際は、ハイデラシア軍は陣地を堅くすることに注力していなかった。

　先に見たようにアリエルは、アルデリア軍が「これなら突破できる」と思える程度の陣地を構築することを第一に考えていた。堅陣に立て籠もって敵の攻撃をひたすら撥はね返すという戦いは彼女の視野になかった。

　彼女の戦術を容れた以上、さらに陣地を固めようというつもりはハイデラシア軍にはなかったのである。

　そこはモルドバーニ将軍の読み違いなのだが、将軍の読みはとても真っ当なもので、読みが外れたことを非難される謂いわれはない。ただ、火縄銃という新兵器を軽んじたという点を論あげつらわれるのはやむを得ないだろう。

　いずれにせよ、決着を先延ばしにする利点はアルデリア側にはなかった。

　速戦即決でハイデラシア王国軍を蹴け散ちらす。

　モルドバーニ将軍はそんな決意を胸に秘め。王太子の下もとへ、

「明日の朝に総攻撃を仕掛けます」

　という伝言を持たせて伝令を走らせた。

　そうして自らは配下の将を前線指揮所に集め、総攻撃の手て筈はずを調えるのだった。
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　モルドバーニ将軍が心配したハイデラシア側の夜襲はなかった。ハイデラシア側からすれば当然のことなのだが、あまりに何事もなく夜が明けたので将軍は些いささか拍子抜けしたほどだった。

（一いちか八ばちかの策には出ないということか。造った陣地で守り切れるという自信を持っているのか？　だが、報告によれば、ハイデラシアの陣地、そこまで堅くないということだったが）

　将軍は彼方かなたのハイデラシア軍陣地に目を向けた。

　もちろんそこからは陣地の堅さなどわからない。しかし、敵陣に煮炊きの煙が上がっていないのは確認できた。

（向こうも決戦が始まるのは先刻承知ということか。こちらの動きを見れば、のんびり朝あさ餉げを摂とっている場合ではないだろうが）

　アルデリア軍は、昨晩は兵にたらふく食わせていた。ここまでの急行軍による疲労を回復させるためと、今日の決戦に向けて兵の士気を上げるためだ。けれど今朝は、乾パンに乾ほし肉という軽い食事しかさせていない。これから決戦が始まるというのに、兵が満腹では困るのだ。それはハイデラシア側も同じ事情である。

（それにしても静かだな。動きが少ないというか、落ち着き払っているというか）

　二万五千の大軍を前にして、まるで動揺が見られない。百戦錬磨のモルドバーニ将軍としては、そこが少しばかり気にかかった。

（ハイデラシア軍部隊の兵数、一万五千足らずと聞いている。フォーレンツの街に兵を入れているわけだから、陣地に籠もっているのは一万かそこらだろう。戦力比は一対二・五。一万二千いたとしても、ほぼ一対二。それであれだけ落ち着いていられるのは、後ご詰づめがあるということか？　いや、そんな情報は入ってきていない。別働隊が動いているという情報も入っていない。だとすれば、やはりあの陣地でこちらの攻撃を撥はね返せると考えているのか）

　それほどの堅陣には見えないが、相手がそこまで自信を持っているのであれば、何か仕掛けが施してあるのかもしれないと将軍は疑った。

（ならば……最初に小手調べをしてみるか？）

　だが、将軍はすぐに自分でその考えを否定した。

（いや、ここで戦力を小出しにするのは愚策というもの。あくまで持てる戦力をすべて注ぎ込んで、一気の決着を図るべき）

　モルドバーニ将軍は予定どおり総攻撃を開始することを決めた。

　副官と幕僚を呼び集めた将軍は、

「九時を以て騎兵突撃を開始する。それまでに騎兵三千を敵陣から二百ヤルドの位置に六列横隊で並べよ」

　六列ということは、一列当たり五百騎となる。

　騎兵突撃をする以上、馬同士はある程度の間隔を保たなくてはならない。隣との距離が詰まりすぎていると走り難にくいし、仮に一頭が倒れたら、隣の馬にぶつかってしまう。だから馬同士の間隔は歩兵のときより空けておく。だいたい四分の三ヤルドくらいか。

　五百騎が横広がりになって駆ければ、左右はざっと三百七十、八十ヤルドほど（一キロメートルほど）になる。

　それ以上、横に広く展開するだけの戦闘空間が地形的に確保し難がたいというのもあるが、それより何より、騎馬部隊が薄すぎては打撃力が落ちる。

（敵陣の正面には馬防柵が張り巡らされているが、報告によれば、柵と柵のあいだには騎馬が抜けられるくらいの隙間がある。そこを突き抜けて相手陣地内に乗り込んでしまえば、こちらのものだ）

　騎兵に乗り込まれたら、守備兵はその対応で手一杯になる。後続の歩兵に対する攻撃など、とてもではないがしていられないだろう。

　馬防柵は騎兵の突撃を止めるための物で、馬は通り抜けられないが、人なら通れるだけの隙間が柵にあるのは物見が確認している。馬防柵をすべて繋つないで騎兵がすり抜けられないようにするか、あるいは人も通れないほど縦木と縦木の間隔を詰めておきたいところだが、そこまでする余裕がハイデラシア軍にはなかったのだとモルドバーニ将軍は考えた。

（どう造ってあろうが、やり様はあるのだが、こちらとしては楽なほうがいい）

　敵陣が堅陣だった場合に備え、将軍は移動式望楼や破は城じよう槌ついなども運ばせてきたのだが、どうやら今回は出番がなさそうだった。

　自軍は敵の二～二・五倍。

　敵の陣地は急造。

　自国内ということで、補給の不安もない。

　敵に援軍はいない。

　どう考えても負ける要素のない戦いだった。

　逆に言えば、ハイデラシア軍には勝つ要素がほとんどない戦いだと思える。

（それにしては敵陣が落ち着いているのが気になるが）

　歴戦の勇将モルドバーニも、まさか敵が、非勢にも拘かかわらず野戦での決着を望んでいるとは露ほども思わなかった。
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　夜が明けた。

　天候は薄曇り。どうやら雨の心配はなさそうだ。

　辺り一面泥濘ぬかるみになってしまっては、騎兵突撃の勢いが削がれる。

　その場合、天候が回復して地面が乾くまで攻撃は延期するしかなかったが、予定どおり攻撃を始められることに将軍は安堵の息を吐はいた。もっとも、雨の心配がなくなって安堵の息を吐いたのは、アリエルやスゼーデルも同様だった。雨が降れば火縄銃が使えなくなるので、アリエルの戦術が根底から崩れてしまうのだから。

　ただ、アリエルは敵が騎兵突撃で勝負に出る構えをしている段階で、仮に雨が降ったら開戦は延期になると読んでいた。だから、それほど心配はしていなかった。

　いちばん困るのは、いざ戦闘が始まったあとに雨が降り出すことだ。途中で火縄銃が使えなくなれば、騎兵の突破を許してしまうことになりかねない。だが、この天気なら今日一日は保もちそうだ。

　雨が降らなかったことに、双方の首脳が安堵していた。

　兵たちは簡単な朝餉──一切れの乾パンと乾し肉、温かいスープ──を摂り終えると、陣替えを開始した。

　騎兵三千が進み出て横隊となる。

　そのうしろに二千の弓兵が並び。

　さらにその後ろに突撃歩兵が六千。

　その後ろに予備兵力としての歩兵が四千。

　左翼の備えに二千。

　右翼の備えに同じく二千。

　本陣に三千。

　フォレント川方面にも二千を展開させている。敵の別働隊が川沿いを移動した場合に備えてだ。

　この他に伝令兵や救護兵、工兵などがいる。

　日がだいぶ高くまで昇った頃、王太子本陣に置いた千を除く二万四千の国土解放軍は総攻撃のための陣替えを終えた。

　小高い丘の上に築いた簡易望楼に登ったモルドバーニ将軍は、周囲を見渡し、自軍の威容に満足そうに頷うなずいた。

「よろしい。フォーレンツの街の奪還作戦を始めよう。騎兵と弓兵を敵の弓の射程間ま際ぎわまで進めさせよ」

「は。騎兵と弓兵を敵の射程間際まで進めます！」

　副官が伝令兵に将軍の命令を伝え。

　数人の伝令兵が望楼から駆け下りていった。

　望楼上の喇らつ叭ぱ手しゆが喇叭を吹き鳴らす。

　その音を受け、別の場所にいる喇叭手も喇叭を吹いた。

　アルデリア軍陣内のあちこちで喇叭が鳴り、いよいよ戦が始まることを告げた。

　のそり、と騎兵の列が動き出す。

　騎兵は整然と六列横隊に並んだまま、粛しゆく々しゆくと進んでいく。

　嘶いななく馬もなく、辺りは三千もの騎兵がいることが信じられないほど静かだった。

　その後ろから矢筒を背負い、弓を手にした二千の兵が続く。こちらは三列横隊だ。弓兵なので、軽けい装そう鎧よろいを着用しているだけだった。

　その後ろには六千の歩兵団が控えているが、彼らはまだ動いていない。

　突撃歩兵なので、やはり軽装鎧姿である。それでも弓兵より多少装甲が厚く、全員が長なが柄えの槍やりを手にしている。

　先頭を行く騎兵が見据える先には、ハイデラシア軍が築いた陣地がある。

　正面には二重、三重に張り巡らせた馬防柵。

　左右には土塁があるが、それほど高くはない。馬で飛び越えるのは少しキツいかもしれないが、短い梯はし子ごがあれば歩兵は簡単に乗り越えられそうだ。

　突撃歩兵部隊は丸太や大おお槌づち、長柄の鎌かまなどを用意している。騎兵が陣地に乱入して敵が混乱すれば、木柵に取りついて破壊しようというのだ。

　左右の二千ずつは梯子を用意している。騎兵や歩兵が正面に突入したら、左右から敵陣地に迫り、梯子をかけて土塁を乗り越え、敵陣内に突入する。すでに正面を破られている敵は、それで陣地を支えきれなくなる。フォーレンツの街へ逃げ込もうとするのか、それともハイデラシア王国を目指して走るのかはわからないが、とにかく陣内に乗り込んでしまえば兵数の多た寡かがものを言う。

（まぁ、単純な計算だ。数の優位で以て押し倒す）

　というのが、ここでのモルドバーニ将軍の戦術だった。
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「来るぞ！　銃、構え！」

　スゼーデルが力強い声で命じた。

　幕僚が横に広がった火縄銃隊の中を駆け回り、命令を伝える。

「敵、来るぞ！　銃構え！」

「銃を構えよ！」

　六百人の射手が一斉に火縄銃を水平に掲げて前方に向け、照準を覗のぞき込んだ。

　射手の後ろに控えている補助要員は、弾薬を込め終わった予備の銃を手にしている。

　横隊になった敵の騎兵は、ゆっくり、ゆっくりと近づいてくる。

「まだだ！　命令があるまでは撃つな！」

「敵は密集している。狙わなくても当たるぞ！」

　小隊長が兵たちを鼓舞するように声をかけている。

　火縄銃は射撃を始めると発射音が凄まじく、鉦かねや太鼓を叩たたいても兵に聞こえない場合がある。だから全体の命令を伝えるのは、二十人の小隊長の役目だ。

　彼らは一人当たり射手三十人を受け持つことになる。

　横に並んだ三十人の後ろを、行ったり来たりしながら命令を伝えたり兵を鼓舞したりするのだから、小隊長の仕事もなかなか大変だ。

　火縄銃隊で目につくのは彼ら小隊長くらいで、他の兵には動きがない。

　射手は構えた火縄銃を水平に保持したまま照準を覗いている。

　補助要員は片膝立ちになって予備の銃を握りしめている。

　その後方では、歩兵団と騎兵たちが息を呑んで近づいてくる敵の騎兵を見つめている。

　彼らが戦闘に投入されるのは、火縄銃隊が敵騎兵の迎撃に成功したあとだ。

　逆に言えば、迎撃に失敗したら彼らの出番はない。戦わずして退却することになる。そうなれば、火縄銃隊は敵に蹂じゆう躙りんされて全滅するだろう。逃げた騎兵や歩兵も敵の追撃を受けて大損害を出す。

　火縄銃隊の成否が、戦の勝敗に直結するのだ。

　という意味では、この戦いは、これまでの戦いとは別物だった。

　そのため後世には、このフォーレンツの戦いが「近代戦の幕開け、嚆こう矢しとなった戦い」と評されるようになるのだが、さすがのアリエルも、歴史的にそこまで重要な戦になるとは理解できていなかった。

　敵騎兵の足が止まった。

　馬防柵まで、ざっと二百ヤルドくらいか。

　六列に並んだ騎兵が完全に停止した。

　戦場となる原野が緊張に包まれていく。

　雲の切れ間から太陽の光が幾筋も差し込んで、天地を繋ぐ斜光の柱が何本もできた。

　その美しい光景に兵たちが瞬時、目を奪われた瞬間。

「撃てぇい！」

　アルデリア騎兵の背後に並んだ弓兵部隊で射撃開始の命令が下った。

　数百本の矢が騎兵の頭上を超え、彼方のハイデラシア軍陣地へと飛んでいく。

　けれど矢は届かない。

　撃ったほうも届くとは思っていない。これは単なる牽けん制せいだ。弓矢の攻撃があることを見せつけておいて、敵の弓矢攻撃が突撃していく騎兵に集中するのを防ぐ、そんな狙いである。

　だが、ハイデラシア陣地からは矢が飛んでこなかった。

　撃っても無駄だから撃たないのか、それとも。

　だが、理由を詮せん索さくしている場合ではない。

　弓兵が矢を撃っているそのとき、騎兵にも命令が下った。

「騎兵は前進！　並足から速はや歩あし！　盾構え！」

　騎兵は左手で手た綱づなを摑つかんだまま、右手に弓矢避けの盾を掲げる。

　停止していた最前列の六百騎がゆっくりと前進を再開した。
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「まだだ、まだだ、まだだぞ！」

「命令が出るまでは撃つなよ！」

「敵を引きつけてから撃つのだ！」

「そのほうが効果が大きいからな！」

　射手や補助要員のすぐ後ろを、小隊長たちが絶叫を放ちながら走っている。

　誰か一人が先走れば、次から次へと銃が撃たれ、突撃してくる騎兵に一斉射撃を浴びせるという、用意した戦法が崩れてしまう。射撃の命令が下るまで誰も勝手に撃たないよう射手を抑えるのが小隊長の重大な仕事だった。

　騎兵の前列が前に出ると、二列目も動き。

　二列目が進み出すと、三列目が続き。

　四列目、五列目と動き出し。

　六列目も前進を開始した。

　弓兵の前にぽっかりと空いた空くう隙げきに、後方から突撃歩兵が進み出てきた。

　弓兵は相変わらず牽制の矢を撃っているが、ここに至っても敵陣から矢が飛んでくることはなかった。

（どういうことだ？　このまま騎兵突撃を許してしまうつもりか？）

　始まった戦を遠望しているモルドバーニ将軍の違和感が少し膨らんだ。

（だが、まぁ、それならそれでいい。我々からすれば歓迎すべき事態だ。敵の矢玉には限りがあるから、無駄撃ちは避けたいのだろう）

　騎兵が駆け出せば、さすがに撃ってくるのだろうが、そのときにはもう騎兵と陣地は指し呼この間かんだ。一度や二度の斉射で騎馬を止められるはずがない。

（火縄銃が百や二百あったところで、事情は同じ。騎兵はあっという間に陣地に達する。火縄銃など一度しか撃てんわ）

　まだこの時点では将軍に余裕があった。

　だが、彼は読み違いをしている。読み違いというより、事前の情報入手と分析に失敗していると言うべきか。

　それはともかく。

　騎馬が走る速度が少しずつ上がっていく。

　すでに距離は当初の半分を切った。

「突撃ぃぃぃい！」

　騎馬隊の隊長が右手の盾を頭上に掲げ、大きく振った。

　三千の騎兵が一斉に矢避けの盾を頭上四十五度の角度に持ち上げ、手綱を扱しごき、両の踵かかとで馬の横っ腹を蹴った。

　馬は一気に速度を上げ。

　同時に、ハイデラシア陣地でも命令が下った。

「撃てぇえぇえ！」

　叫んだスゼーデルが一斉射撃の口火を切った。

　文字通り、口火を切ったのだ。

　六百の砲火が明滅し。

　響き渡る轟音に轟音が重なり。

　硝煙が上がり。

　騎兵に向かって飛んできたのは矢ではなく鉛玉だった。
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　横隊で突進を開始した騎兵の一列目が薙なぎ倒された。

　五百騎のうち、三百五十から四百が、兵が撃たれるか馬が撃たれるかした。

　撃たれた兵は落馬し、撃たれた馬は横倒しになり、乗っている兵はやはり振り落とされた。

　いずれにせよ、それだけの数の騎兵が一度に突撃を止めてしまったことになる。

　残った騎兵は突撃を続けたのかというと、そうでもなかった。あまりの大音響に馬が驚いてしまったのである。

　戦場での経験を積んでいるから、剣けん戟げきの音や人の叫び声にはある程度慣れているが、馬は元々が臆おく病びようで神経質な生き物だ。今まで聞いたことがない大音響にパニックに陥ってしまい、唐突に止まったり、あらぬ方向へ走り出したりする馬が続出する。

　そこを第二射、第三射が襲った。

　弾込めの終わっている予備の銃に取り替えるだけだから、間隔はほとんど空かない。

　第三射までで第一列六百騎の大半が倒れ、残った馬もあらぬ方向へと走り去ってしまった。

　替わって先頭に立った第二列だが、第一列が薄くなったため、すり抜けてくる弾丸に当たって落馬する騎兵が、すでに数十騎も出ていた。

　前を走っていた第一列が綺麗さっぱり消えてなくなったという事実に驚きよう愕がくしたものの、騎兵には何が起きたかよくわかっていない。

　飛んでくる弾丸は小さすぎて速すぎて、騎兵の目には捉とらえられない。だから彼らは、矢避けの盾を頭上に掲げて突撃を続けようとはした。しかし、それでは意味がない。

　先頭に立った第二列を狙って、第四射が起こった。

　戦場を揺るがす轟音。

　舞い上がる硝煙。

　またもや三百騎以上の騎兵が落馬した。

　倒れなくても、立ち止まったり意図しない方向転換をしたりする馬が続出する。

　第四射以降は、射撃の間隔が少し空く。

　二射と三射が立て続けだったため、撃ち終わった火縄銃に火薬と弾丸を込める作業が間に合わない。

　けれど、それはすぐに終わった。

　補助要員が弾薬を込めた銃を差し出し、射手がそれを受け取る。

　射手は銃を水平に構え、照準を覗き込む寸すん暇かを惜しんで引き金を引く。

　この瞬間が、もっとも危険な時間だったと言えよう。

　四射めと五射めの僅わずかな間隙に第三列以下の騎兵が突進してきたら、何十騎かは木柵まで達していたかもしれない。

　木柵は二重、三重に設置されているから、すぐに騎兵の槍が届いたりはしないが、敵陣目前まで達した騎兵がいるという事実は、アルデリア兵を大いに勇気づけるだろう。

　騎兵が陣地内に乱入してきたら、直ただちに控えている歩兵が進み出て迎撃する手筈になっているが、そうなると火縄銃隊は思うような射撃ができなくなる。

　すぐそこで騎兵が槍を振り回しているのに、ゆっくり照準を合わせてはいられない。補助要員も、おちおちと弾込めしていられない。騎兵に続いて突進してくる敵歩兵団を制圧射撃することができなくなる。

　騎兵に続いて歩兵に陣内へ雪崩れ込まれたら、兵数の差が大きすぎて、押し返すのは不可能だろう。

　陣地を構築した優位さが吹き飛び、ハイデラシア軍は退却するしかなくなる。

　退却というより、その場合は敗走になるだろうが。

　だから、勝敗を分ける瞬間だったのだ、このときが。

　もっともアリエルもスゼーデルも、負ける可能性は低いと確信していた。敵の騎兵に乗り込まれることはないだろうと思っていた。

　実際の戦闘は、二人の思惑に近い形で推移した。

　第三列も撃ち崩されたとき、もはや第四列以降に、突撃を続けるだけの余力はまったく残っていなかった。
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　大音響が戦場に轟き、ばたばたと騎兵が落馬する。そんな不思議な光景を眼前に見せつけられた後続の騎兵の士気は完全に消滅した。中には、魔法による攻撃を受けているのではないかと本気で疑った者までいた。火縄銃の威力を軽視していたアルデリア軍の幹部は、事前にその存在を兵たちに詳しく教えていなかったのだ。

　彼らが言ったのは、

「弓で矢を射るのと同様、敵は鉄の弾を飛ばしてくる武器を持っているようだが、命中精度は弓矢よりも低く、射程も弓矢より短い。気にするほどの物ではない」

　という程度のことで、しかも隊長クラスにしか伝えていなかった。だから多くの兵は、眼前で繰り広げられる惨状が火縄銃によって引き起こされていることに想像が至らなかったのである。

　仮に兵たちに伝えたとしても、馬には伝えられない。

「聞いたこともないような大きな音がするから、予あらかじめ覚悟しておけ」

　と馬に言い聞かせておけば、そしてその言葉を馬が理解していれば、また事情は違ったかもしれないが、それは無理な相談というものだ。

　なんの対策も取っていない騎兵は、面白いように撃たれ、落馬し。

　残った騎兵も驚き面食らったまま立ち往生し。

　大音響に驚き怯えた馬は勝手に逃げ出してしまう。

　三千いた騎兵団は、もはや壊滅といった状態だった。
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　騎兵があらかた掃討されると、次に狙われるのは歩兵団の番だった。

　突撃していった騎兵は、銃で撃たれ、突撃の勢いが完全に削そがれ、その場に止まったのも同然だったから、あとから駆けてきた歩兵団が追いついてしまった。

　目の前で次々と騎兵が落馬する様を見せつけられては、歩兵の足も止まってしまう。

　遮しや蔽へい物ぶつ代わりとなっていた騎兵はその大半が消え失せ、歩兵と射手のあいだは完全な素通し状態だ。それを見逃すスゼーデルではない。

「目標、敵歩兵団！　騎兵より密集している！　狙わなくても当たるぞ！　撃てぇ！」

　そう命じてスゼーデルは射撃を続けた。

　激しく太鼓が連打され。

　彼の命令を伝えるべく、小隊長たちが走り回る。

　この頃になると射撃の間隔は小隊毎ごとに、あるいは射手ごとに、ばらつきが出るのだが、それでも全体として射撃が止むことはない。

　最前線のあちこちで、歩兵が薙ぎ倒されている。

　ある場所で数十人が倒れ。

　ほぼ同時に別の場所で数十人が倒れ。

　続いて別の場所でも数十人が倒れた。

　一分間で二、三百人ほどが倒れただろうか。

　それでも歩兵は数が多い。

　かまわず走り続ければ、少なくとも千や二千は陣地に到達できただろう。

　だが、前後左右でばたばたと味方の兵が倒れているのを無視できる者がいるだろうか。しかも、どんな攻撃を受けているのかさえ判然としないのだ、その状況に怯おびえない者はいない。どれほど歴戦の勇士であろうとも足が鈍る。けれど走る速度を落とせば、火縄銃の格好の獲物になるだけだった。

　怯えて足が竦すくみ、立ち止まったところを狙い撃たれる。

　走り方も悪かった。

　それまでどおり、歩兵は皆、立ったまま走っていた。

　矢は斜め上方から降ってくるから、背を低くしてもあまり意味がない。矢の飛んでくる方向と角度に合わせて盾を構え、立ったままなるべく速く走る。そんな歩兵の習性が身に染みついている。しかし、火縄銃相手にその走り方では的が大きくなるだけだった。

　おまけに密集隊形で走っていて速度は馬より遙かに遅いのだから、射手からすると、一人一人を狙わなくてもいいから楽なものだ。

　集団を狙えば誰かに当たる。

　当たれば、その兵は即死か、よくても重傷を負う。

　戦線離脱は確実である。

　このままでは歩兵団は消滅する。

　ところが、そうはならなかった。

　火縄銃の弾幕が薄くなりつつあったのだ。

　まだこの当時の火縄銃は、耐久性に問題があった。

　連続使用をしているうちに銃身が熱を持ち、使えなくなってしまう銃が出る。引き金やら火ひ蓋ぶたやらに故障が発生する物もある。

　おまけに硝煙も酷ひどい。撃ち続けていると辺りに硝煙が立ち込め、まるで霧がかかったように視界が悪くなる。もうもうとした白煙で目標物が見えなくなるほどだ。それでも歩兵が駆けてくる方向は正面に限定されるし、密集隊形で走ってくるので、ろくに狙いをつける必要がないのは幸いだった。

　ただ、熱や故障で使えなくなる銃が増えていくのは如何いかんともし難がたい。

　発射音が散発的となり、倒れる歩兵の数が減っていった。

「これはもう駄目だ」

　スゼーデルが一丁の火縄銃を放り投げるように地面に置く。

　銃身が熱くなりすぎて、手で持っていられなかったのだ。

　後方に控えていた歩兵が手桶を掲げて走り寄り、柄ひ杓しやくで火縄銃に水をかける。じゅっ、という音がして、水蒸気が上がった。

　残りの二丁もかなり熱を帯びている。スゼーデルは射撃の間隔を少し空けるしかなかった。

（ほかの銃も同じようなものだろう。ここが勝負所だ。もし今、敵の歩兵が突撃を再開したら、陣地への接近を許してしまうかもな）

　実際、数を恃たのみにもう一押しができていたら、歩兵団の一部はハイデラシア軍陣地へ取りついていたかもしれない。

　けれど、結局、その一押しができなかった。

　突撃兵の生き残りの一部は直感的に身を低くしていた。地面に伏せた者もいる。自分たちを撃っている物が、矢と違ってほぼ水平に飛んでくることを悟ったのだ。

　そうして姿勢を低くすると、立ったままの者が周囲でばたばたと倒れても、なるほど無事でいられた。

　それを見た他の兵も次々と姿勢を低くし、腹はら這ばいになった。

　犠牲が増えるのは防げたが、歩兵突撃は完全に中断してしまった。

（どうやら陣地に乗り込まれる虞はなくなったな）

　たなびく硝煙の隙間から敵の動きを確認したスゼーデルは、

「狙って撃て」

　という命令を出した。

「もう速射の必要はない。狙って、確実に当てろ」

　小隊長が受け持ちの区画を走り回ってスゼーデルの命令を伝える。

　すぐに射手たちは、射撃の速度を最優先させる撃ち方から狙って当てる撃ち方に切り替えた。
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　銃声はさらに散発的になり、動く兵の姿はほとんど見当たらなくなった。

　地に伏せて敵の攻撃をやり過ごしているアルデリア兵は、しかし、その後、どうすればいいのかがわからない。

　射撃の音が疎まばらになったからといって立ち上がった瞬間、兵はもんどり打って倒れた。

　伏せている周囲の地面で、びし、びし、と何かが弾けている。

　一人の兵が、地面にめり込んでいる鉛玉を見つけた。

「こ、これが飛んできて味方の兵を撃ち抜いていたのか!?」

　と思って敵陣を見やると。

　長い筒先に赤い閃せん光こうが見えた次の瞬間、前方の地面に何かが当たり、土が撥ねた。

（間違いない）

　その兵士は確信した。

　あの長い鉄筒から小さな鉛の弾を恐ろしい速度で撃ち出して、自分たちを撃ち抜いているのだということを。

　小さな弾は速度が速いだけではなく、鎧を撃ち抜くような威力を持っていることを。

　矢避けの盾では防げないこともわかった。

「おい、逃げるぞ」

　対抗の手段がないことを悟った兵は、周りで伏せている味方に声をかける。

「姿勢を低くしたまま逃げるんだ。決して立ち上がるなよ」

　そう言い残すと、兵はゆっくりと方向転換し、そろりと腰を浮かせた。

　びしっ。

　近くの地面に弾がめり込んだ。

「くそっ」

　立ち上がって全力疾走したい誘惑に駆られながらも、兵はなんとか我慢した。

　思いきり腰を落とした体勢を取って頭を低くしたまま、よたよたと走った。

　周りの地面で土が撥ねた。

　何度も何度も撥ねた。

　自分の体のすぐ横を、あの小さな弾が凄まじい速度で通り過ぎていったのを感じた。

　兵は恐怖のあまり両手と両膝をついてしまう。

　そのまま彼は恥も外聞もなく、味方の陣営まで四よつん這ばいになって逃げた。

　遠ざかっていく味方の後ろ姿を見て、真似する兵が次々に出た。

　急いで戻ろうとするあまり立ち上がった者は、すぐに倒れた。

　恐怖を抑え、焦りを我慢して這うように逃げた者だけが味方の陣営へ帰り着けた。

　こうしてアルデリア軍は、騎兵突撃も歩兵突撃も撃退された。

　撃退されたというより、叩き潰されたといったほうがいいだろうか。

　それほど味方の犠牲は大きく、敵の犠牲は少なかった。
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　片膝立ちの姿勢で火縄銃を構えていたスゼーデルが構えを解き、大声で命令を下した。

「撃ち方止やめぇえ！」

　間断なく轟いていた射撃音が唐突に止んだ。

　木柵の向こうに広がる原野には数え切れないほどのアルデリア兵と馬が倒れている。

　木柵のすぐ向こうで倒れている騎兵も多かった。

　結果的には完勝だったかもしれないが、楽勝ではなかった。内容はかなり際どかったのだ。

　故障する銃がもっと多ければ。

　火縄銃用にと、敵がもっと頑丈な盾を持っていたら。

　あと少しだけ敵の突撃が続いていたら。

　おそらく敵は陣地へ達していただろう。そうなっていたら、勝敗はどちらに転んだかわからない。

（強力な武器ではあるが、改良点も多いな）

　スゼーデルは少しだけ緊張を緩め、大きく息を吐はいた。

（いや、安堵している場合ではない。総仕上げに移らないと）

　彼は後方の本営に伝令を走らせた。

「敵の騎兵部隊は壊滅。歩兵部隊も多大な犠牲を出し退却。今が追撃の好機です」

　報告を受けたフォーレンツ防衛軍の指揮官メルツァー将軍は、ただちに麾き下かの騎兵部隊に追撃命令を下した。

　騎兵部隊一千が勇躍陣地から躍り出ていった。

　将軍は続けて五千の歩兵部隊も追撃のために送り出し、自らは二千の兵を率いて陣地の前面に進み出た。その際、将軍は最前線で奮闘していたスゼーデル率いる火縄銃隊に労ねぎらいの言葉をかけるのを忘れなかった。

　火縄銃という新しい武器に一抹の不安と懐かい疑ぎ心しんを抱いていた将軍だが、このときばかりはその威力に、心の底から感服していた。

「此こ度たびの奮戦、見事だった。ここからは我々の戦いだ。火縄銃隊はこの場にて体を休めておくがいい」

「は。承知であります。火縄銃隊はこの場にて待機いたします」

「よくやってくれたな、スーゼルテス。諸君らの奮戦を誇りに思う」

　そう声をかけると、メルツァー将軍は幕僚を率いて木柵の外へと出ていった。

　将軍から労いの言葉を授かり、スゼーデルと火縄銃隊はその面目を施した。

　スゼーデルが部下のあいだを回って怪我人の様子を確認していると、軍事顧問であるアリエルがやってきた。彼女の背後には警護役のカオルゥとミモーネ、そしてミモーネが率いる五人ばかりの戦陣侍女が付き従っていた。

「ご苦労様だったわね、スゼー」

「ああ、まぁ、確かに苦労はしたが、苦労しただけの戦果は上げられたかな」

「そうね。というより、大戦果ではない？」

「そうだな。思った以上の戦果が上げられた」

「メルツァー将軍も、ずいぶんと好意的だったようね」

「これだけの大戦果を見せつけられたら、文句を言う者など誰もいないだろうよ」

「ふふ、そうね」

　アリエルは含み笑いをした。

「この戦いで、わたしたちは新しい武器を見せつけた。新しい戦いを見せつけた。これで変わるわよ？　この大陸の戦が。この大陸の国々の序列が。いいえ。もしかすると、序列など消え失せ、世界に戦乱と混こん沌とんがもたらされるかもしれないわね」

（そこまでのものか？　大げさに過ぎないか？）

　という気がしないでもないスゼーデルだったが、アリエルがそう言うなら、そうなのかもしれないと思い直した。

　彼は小さく肩をすくめ、

「それは困ったな」

　と言った。

「ええ、困るわね」

　と頷いたアリーエンは、声を落として言葉を継いだ。

「だからこそ、一刻も早くわたしがこの大陸を統一して、戦争を終わらせなくてはならないのよ」

（それもまた大きく出たものだな。いや、以前から言っているとおりなのか）

「ま、それはお嬢様に任せるよ。頑張って実現してくれ」

　アリエルは小さく頰ほおを膨らませてスゼーデルを睨にらんできた。

「他ひ人と事ごとみたいに言わないで。あなたにも頑張ってもらわないと実現しないことなんですからね？」

「ああ、わかっているよ。お嬢様の大望実現のために、この先も精一杯、働くさ」

「頼んだわよ」

　とスゼーデルの脇腹を軽く突っついたアリエルは、くるりと体を回転させ、カオルゥとミモーネにも声をかけた。

「あなたたちもね」

「承知してまっせ、お嬢はん」

「承知しているでございます、お嬢様」

「で？　このあとは、どうするんだ？」

　アリエルはさらに声を落とし、囁ささやくように答えた。

「それはまた場を改めて説明します。ハリィやセイザリアも呼びたいしね」

「そうか。わかった。では、そのときを待つとしよう」

　頷いたアリエルは、空を見上げ、今後の展開を頭の中で思い浮かべる。

（さて、このあとどう出るか。それ次第では、こちらも改めて対応を考えなくてはならないのだけれど、それはさておき。故国を逃げ出してから一年と少しでここまでやってこられた。まずまずの滑り出し……かな）

　アリエルはあのときのことを昨日のように鮮やかに思い出す。

　見慣れた風景と別れを告げたあの日。

　生まれ育った故国に別れを告げたあの日。

　唯一親しかった姉王女と生き別れになったあの日。

　故国と地位を失った代わりに自由を手に入れたあの日。

　誰に遠慮することなく、思うがままに生きていい境遇を得たあの日。

　あの日から今日まで、アリエルは遮しや二に無む二に生きてきた。

　フルミネンセの第五王女のままだったら決して経験できないことも経験してきた。

　身に危険が迫ることもあった。

　資産のすべてを失いかねない危機もあった。

　けれどスゼーデルやミモーネ、カオルゥ、ハリウィック、セイザリアが、いつも側で彼女を支えてくれた。

　もはや彼ら、彼女らは臣下というより得え難がたい仲間だ。

（これからもみんなと一緒に進んでいく。たとえどんな困難が立ちはだかろうとも）

　アリエルは戦いの終わった平原を見渡した。

　そこには無数ともいえる討ち死にした兵の遺い骸がいと倒れた馬が散乱している。

（このあとも大勢の者が死ぬことでしょう。もしかすると、わたしもその中の一人になるのかもしれない。でも、わたしは進むのを止めないわ。歩き続け、進み続け、それでも目標には手が届かないかもしれないけれど、わたしは決して後悔しないでしょう）

　ふとアリエルが空を見上げると、いつの間にか中天の大半が青空に変わっていた。

　秋の柔らかな陽光が降り注いでいる。

（まるで天がこの勝利を祝福してくれてるみたい。勝利とわたしを、かな。でも、わたしは月げつ虹こうに祝福された王女だったはずなのにね）

　とアリエルは少し可お笑かしくなる。

（でも、月虹と太陽に祝福されたら、それは最強よね。うん、きっとやれる。わたしは夢を実現できる。頼もしい仲間と一緒にこの大陸を統一して、国同士の争いをなくし、平和を実現してみせるわ）
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　ハイデラシア王国軍の追撃を受け、アルデリア王国の国土解放軍は潰走した。

　無事に王都まで逃げ戻れた者は四千人ほどだった。

　二万人以上の兵士が討ち死にするか怪我を負うか──あるいは、どこかへ逃げ去ったか──して使えなくなったわけで、損耗率が実に八割を超えるという、それは大惨敗となった。

　戦の結果は、衝撃と驚愕を以て周囲の国々に迎えられた。

　もちろん、諸国は驚いているだけではなかった。今が好機とばかりに兵を動かす国が現れたのも当然といえば当然の成り行きだ。とくにアルデリア王国と国くに境ざかいを接している五公十六王国の一つ、ガルマンド大公国の動きは素早かった。

　アルデリア王国軍がハイデラシア王国軍に大敗を喫したという報告を受けたガルマンド大公は国境に軍を集結した。

　アルデリア軍の大敗が事実であること、その後のハイデラシア王国軍の追撃によって「国土解放軍」が消滅したことを確認するや、ガルマンド大公は国境に集結させた部隊を動かし、アルデリア王国に対する侵攻を開始した。

　それを見ていた周囲の国々も、遅れてなるものかと軍を動かした。

　小国は領土の一部を掠め取る程度だったが、ガルマンド大公国とグェン＝バ王国は、アルデリア王国領の奥深くまで攻め込み、王都の間近まで迫った。その間隙を衝つくようにハイデラシア王国は、アルデリア王国内に得た占領地を自国の物とするための布ふ石せきを着々と打っていった。

　まずは増援をアルデリア王国領に入れ、占領地の統治を確実なものとし。

　軍の一部は扇せん状じよう台地を下りて肥ひ沃よくな緑野の一部を新たに占領した。

　周辺諸国に攻め込まれているアルデリア王国に反撃の余力はなく、結局、ハイデラシア王国が占拠した土地はハイデラシア王国の支配権を認めるという屈くつ辱じよく的てきな条件で講和が成った。

　ハイデラシア王国は弱小国の立場を脱し、強国の仲間入りを果たしたと言っていいだろう。五公十六王国に伍ごする……とまではいかずとも、周辺諸国に対して、ご機嫌取りに気を遣わなくてもいいくらいの国にはなった。

　何しろハイデラシア王国には切り札がある。

　新たに開発された銀山と火縄銃、そして硝石鉱山。

　火縄銃に関しては、質量とも、いずれ他国に追いつかれるだろうが、硝石鉱山は他国が簡単に開発できるものではない。そのうちどこかに硝石が発見され、大規模な鉱山が開発されるだろうが、それまではハイデラシア王国が一大産出国として君臨できる。

「その優位性を保っているあいだに、積極的に打って出るべきでしょう」

　という自分の考えをアリエルはハイデラシア王に具申した。

　アルデリア王国の「国土解放軍」との戦いに完勝したことで、ハイデラシア王はアリエルを激賞した。

　戦功として彼女の爵位を侯爵に引き上げた。アリエルも、もう辞退はしなかった。

　侯爵といえばハイデラシア王宮では最上位の部類に入る。

　王国に地縁も血縁もない者が僅か一年やそこらで侯爵にまで昇るなど、異例中の異例だった。それほどまでに王の彼女への信頼は高まっていたのである。信頼というより、もはや妄信の域だ。

　そんな王であるから、アリエルの意見は一も二もなく採用した。

　富国強兵策を採ったハイデラシア王国は積極的に周囲の国々に干渉し、ときには軍事介入を厭いとわず、その国力を増大させていくことになる。

　大陸統一という大望実現のための大きな足がかりを、アリエルはこの地に得た。

　が、足がかりを得ただけだ。

　彼女はまだ自分の国すら持っていない。

　ガレリア大陸統一の道程は遙かに遠く、彼女の戦いはようやく始まったばかりだった。
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　アリーエン侯爵領にあるハイデルベクスの街は、かつてはアルデリア王国東部地域の中心都市で、アリーエン侯爵の城館は、そのハイデルベクスの街を見下ろす比高二百ヤルド（およそ五百五十メートル）ほどの山上に置かれていた。

　アルデリア王国内に突出しているアリーエン侯爵領は、いわば「最前線」だ。そこでアリエルは街の防衛力を高めるため、背後の山に城じよう塞さい群ぐんを築くことにした。

　万一、敵の大軍が押し寄せてきても、この山に城塞群があることによって街の攻略の難易度は確実に上がる。

　街を包囲して強攻しようとしても、城塞群に籠こもった兵が下りてきて背後を脅かす。山上の城塞群は難攻不落の堅固さを誇っており、千や二千では攻め陥おとせない。攻めるとなれば万余の大軍が必要だろうが、それだけの大部隊を投入すれば、今度は街の守備兵に背後を衝つかれる虞おそれがある。

　アリエルはそんな狙いを秘めて城塞群の構築に取りかかった。

　三か月ほどの突貫工事で、山上の城塞群はその威容を見せつつあった。

　もちろん城塞群は今も工事中であるが、アリエルの居館であるアリーエン侯爵城館は、ほぼ完成を見ていた。

　今そこに、フルミネンセ王国を脱出して以来、ずっとアリエルを支えてきた旧臣たちが久しぶりに顔を揃えていた。

　現在はハイデラシア王国軍で火縄銃連隊の連隊長を務めているスーゼルテスことスゼーデル。

　アリーエン侯爵家で侍じ女じよ頭がしらを務めるミモーネ。

　アリーエン侯爵家で料理長を務めるハリエルことハリウィック。

　アリーエン商会で副会頭を務めるセルリアことセイザリア。

　アリーエン商会の調査部長兼、アリーエン侯爵警護人筆頭のカオルゥ。

　アリーエン侯爵家が動かす兵たちを指揮する侯爵家兵団長グラビゥスことクレイグス。

　ちなみにアリーエン侯爵は、千人の兵を動員できるだけの封ほう土どを持っているし、アリーエン商会は調査部に属する調査員だけで三百人もの人員を雇っている。

　店舗や鉱山、硬貨や産物の移送の警備に就ついている警備員──いわゆる私兵だ──に至っては二千人を超えている。

　アリーエン侯爵はハイデルベクスの街の執政官でもあるので、街に駐留するハイデラシア王国軍二千の指揮権も持っている。つまりアリエルは、その気になれば五千の兵を動かせるだけの軍事力を、その手に握っているのだった。

　今や彼女はハイデラシア王国でも有数の実力者になっていた。
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　アリーエン侯爵家にはハイデラシア王国や地元から数多くの招待客が集まり、丸二日に亘わたって新年を祝う宴うたげが催された。

　ハイデラシア国王も名みよう代だいを遣つかわし、アリーエン侯爵に祝辞を伝えてきた。

　料理長ハリウィックが指揮して作った料理の数々は、招待客に喜ばれた。

　二日に亘って続いた賑にぎやかな宴がお開きになると、招待客は三々五々、引き上げていって、侯爵の館にも静けさが戻ってきた。

　しかし、まだ帰らない者たちがいる。

　アリエルがフルミネンセ王国を脱出したときに従ついてきた彼女の旧臣たちである。
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　アリーエン侯爵家の城館は石造り三階建ての堅牢な建物で、造りも内装も質実剛健といった印象だ。

　城館の二階には大きな露台があって、そこに立てば、眼下にハイデルベクスの街並みを見下ろすことができた。

　露台と大きな窓を隔てたところにあるのが応接の間まで、中央に大きな長卓が置かれ、その周りに凝った作りの革張りの椅子が並べられている。

　応接の間も仰ぎよう々ぎようしい内装は施されておらず、床も壁も天井も石が剝むき出しだ。

　床には絨じゆう毯たんが敷いてあって、窓には遮しや光こう布ぬのが懸かかっている。

　天井からは大きな吊つり照明が垂れ下がり、壁にも燭しよく台だいが設けられていて、昼でも多くの蠟ろう燭そくが燃やされていて室内は明るい。

　旧臣たちはその応接の間に勢揃いしている。

　そこに、数人の侍女を従えたアリエルが姿を現した。

　彼女が身に着けた豪華な虹色のドレスが、吊り照明で燃える蠟燭の炎を受けて絢けん爛らんたる輝きを放った。

「みんな、待たせたわね」












　アリエルの姿を認めると、みな一斉に立ち上がった。

「全員が勢揃いするのって、久しぶりよね」

　そう言って笑ったアリエルは、皆に腰を下ろすようにと合図した。

　もはやアリエルは流る浪ろうの元王女ではなく、ハイデラシア王国で侯爵位を持つ大貴族にして、大陸を股またにかけて活躍する大商人でもあった。

　あのときと比べて体も成長しているが、何より醸かもし出す雰囲気が変わっていた。

　年齢に似合わぬ落ち着きと迫力、それに反するような優雅な物腰。アリエルは不思議な魅力に満ちた女性になっていた。

「いろいろと話はあるのですけど、とりあえずは乾杯しましょう」

　そう言ってアリエルが卓上に置かれた葡ぶ萄どう酒しゆ入りの酒杯に手を伸ばすと、スゼーデル以下も次々に酒杯を手に取った。

「では、わたしと皆のこれまでの奮闘に。そして、わたしと皆の明るい未来に」

　アリエルは高々と酒杯を掲げた。

「乾杯」

「「「乾杯！」」」

　全員が唱和し、酒杯を掲げた。

　葡萄酒を一口、二口と飲んだ後、アリエルは静かに酒杯を卓上に戻した。

　スゼーデル、ミモーネ、ハリウィック、セイザリア、カオルゥ、クレイグスも酒杯を卓上に置いた。

　アリエルは六人の顔を見渡し、潑はつ剌らつとした声で言った。

「では、今年の目標と活動方針を発表します。心して聞いてね」

　大陸統一は見果てぬ夢だが、実現不可能な妄想ではない。

　祖国を失ったアリエルを見捨てることなく一年半に亘って彼女を支え続けてきた旧臣たちは、そのことを実感していた。

　だから、誰の顔も明るく輝いている。

　皆の瞳は希望に燃えている。

　六人は姿勢を正し、声を揃えて応こたえた。

「はい、お嬢様！」





月虹戦記アリエル──　七色の瞳を持つ王女　完














　自作コラボ三連発も、この「アリエル」二巻でなんとか終了です。無事に完遂できてよかった。

　ほんの思いつきで始まったこの企画。考えなしに思ったことを口にすると自分の首が絞まるだけという教訓を、口にしたあとに思い出しましたが、すでにあとの祭り（笑）。違う作品の違うキャラクターを結びつけてＳシヨートＳシヨートを書くという作業、けっこう難しかったです。難しいというか、必死に考えたってのが正直なところですかね。

　最初は五、六ページくらいの、「ＳＳ」というに相応ふさわしい分量になるはずだったのに、書いてみると軒並み十ページを軽く超えてしまい、最初に考えていたより時間がかかってしまったのは想定外でしたが……まぁ楽しかったからいいか。

　各シリーズの担当さん、イラストレーターさんには苦労をおかけしました。この場を借りてお礼を言わせていただきます。

　ありがとうございました。




　それはさておき、本編についてですが。

「アリエル」はこの巻で終了となります。このあとの展開もいろいろと考えてはいたのですが、残念ながら、それを書く機会が訪れることはなさそうです。アリエルの行く末を楽しみにしてくれた読者さんに対しては、申し訳ないと頭を下げるしかありません。いずれ新作をひっさげて戻ってくるつもりです。そのときをお待ちください。




　それはさておき二。

　わたし、この四月から専門学校で作家養成コース（正式なコース名は「クリエーティブデザイン科」の「ノベリストコース」）の講師を務めることになりまして。学校名は札幌放送芸術専門学校です。興味があれば検索して調べてみてください。もしかしたら講師リストの中に、わたしの紹介がアップされているかもしれない。

　具体的な授業内容はこれから詰めますが、方向性はもう決めています。コンセプトは、「作家としてデビューするための可能性を高める。そのためには何をすればいいか」ということを教えていく感じですね。いちおう作家を二十四年ほど続けてきましたんで、可能性を高めるための方法論的なものも自分の中にあります。それを伝えていきます。

　これまでに講師というものをやったことはなく、何から何まで初めての経験なので、今はちょっと楽しみですね。どんな生徒さんが来るのやら。




　それはさておき三。

　おいら、このあとがきを書いたらスキーに行くんだ……なんて書くと、死亡フラグが立ったりしますか？　いや、死にはしませんね。三日間、吹ふ雪ぶかれてスキーができなかった、なんてことはあるかもしれませんけど。いや、ありませんよ。ないない、そんなことは。きっと目くるめくような楽しいスキーが待っているに違いない……と信じて、このあとがきを書いています。

　今シーズンはすでに初滑り（足慣らし）を終えているので、吹雪かれたりしなければ、思い切り滑れるはず。あと、気温が上がって雪が溶けたりしなければ、世界に名だたるパウダースノーを楽しめるはず。今から祈っておこう。




　それはさておき四。

　この本が発売になるときには、もうＪリーグが開幕してますね。今シーズンは磐田がＪ１に復帰してるので、去年よりも楽しみが多い。ジェイ選手、アダイウトン選手、カミンスキー選手は、まず間違いなくＪ１でも通用する選手のはずなので、あとは日本人選手のがんばり次第か。それと名波監督の指揮次第か。優勝争いをしてくれなどというおこがましいことは言いません。せめて残留降格争いに顔を出さない程度には勝ち点を稼いでほしい。というのが、今の切なる希望。

　あと、札幌。

　そろそろ昇格してほしいものですが。せめてプレーオフには進出してもらいたいと、これも切なる希望。もしくは切なくなる希望ww

　それはさておき五。

　最近ハマっている漫画の話。

「左さ門もんくんはサモナー」（『週刊少年ジャンプ』連載中）という漫画が面白すぎて困る。今では会う人ごとに布教用のコミックスを進呈しています。言い換えると、押しつけている。コミックス（一巻）は、もう十冊くらい買って配りました（押しつけた）。最近ここまでハマった漫画はなかった。アンケートハガキも出してます。ぜひ長続きして、これからも末永くわたしを楽しませてほしいww

　ハマった漫画と言えば、他にもいろいろあって。

「もののがたり」とか「トレンチフラワーズ」とか「あの娘こはヤリマン」（笑）とか。あと「亜デ人ミちゃんは語りたい」とか「温泉街のメデューサ」とか「アニメタ！」とかも。最近は集中力が続かず、長時間に亘わたって本を読むのがしんどいので、お気楽、お手軽な漫画で気分転換をすることが多いです。




　というところで、では恒例のこれからの予定。

　といっても、今年はまだ発売時期が決まっている本が少なくて。

　たぶん「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」の十巻が夏には──七月か、八月か、そのくらいに──出るでしょうけど。

　そのあとは富士見ファンタジア文庫さんの新作が秋頃に出る……はずです。こちらはもうタイトルも決まっていて、原稿も百ページ以上書いているので、間違いないと思います。でもまだイラストレーターさんは決まっていないのです。

　あとは「新作を立ち上げる」というタスクが四、五本あって、いつ書けばいいの？　的な状態になってますが。ファミ通文庫さんに、ノベルゼロさんに、あと、いろいろ、あれこれ、あちらとか、そちらとか。大丈夫なのか？　うん、まぁ、なんとかなる……んじゃないかな。きっと。おそらく。たぶん。そのうち。




　では、とりあえずお次は夏に「落ちてきた龍王ナーガと滅び行く魔女の国」の十巻でお目にかかりましょう！　ということで。




　舞阪百貨店新別館、細々と営業中→http://maisaka100ka.blog.fc2.com/

　ツイッターも、たまに、ときどき、思い出したように呟つぶやいてます。








二〇一六年二月吉日　舞まい阪さか　洸こう
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　元フルミネンセ王国の王女アリエルは、今ではアリーエンと名前を変え、大陸統一を夢見て、日夜、金かね儲もうけに勤いそしんでいるのだが、何しろ故国を失ったアリエルには後ろ盾というものがない。彼女は大陸統一のための活動資金を自分自身で稼がなくてはならなかった。

　隣国に侵略された故国を脱して半年以上が過ぎ、彼女が創設した商会は順調に事業を拡大していた。

　身を粉こにして働くことなど初めての経験だが、アリエルはとても楽しかった。

　毎日が、王宮での安楽な暮らしでは味わえなかった充実感に満ちていた。

　とはいえ、毎日毎晩、ただ働くだけでは、体だけでなく心も疲弊してしまう。

　彼女の疲労回復薬はなんといっても読書だった。

　かつて別邸に赴くのに、書物を満載した馬車を仕立てるほど読書が好きだったアリエルは、故国を脱するときに蔵書を一冊も持ち出せなかったことを大いに悔くいていたのだ。だから商売が軌道に乗ってからというもの、アリエルは自分の小こ遣づかいでせっせと書物を買い集めていた。

　アリーエン商会本店の近くに家を建てた彼女は、敷地内に蔵書庫を作って、少しでも時間ができたときは、そこに来て書物の頁ページを捲めくるのが大きな楽しみになっていた。

　今日も朝から働きづめだったアリエルは、昼休みに店を抜け出して家に戻り、侍じ女じよのミモーネが作ってくれた昼食を持ち込んで読書と洒落しやれ込もうとしていた。
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　円卓の上に広げた昼食をぱくつきながら、アリエルは膝の上に載せた書物の読みかけの頁を捲る。

　やがて昼食を収めた容器が空になり、ほぼ同時に彼女は書物を読み終わった。

　顔を上げたアリエルは、書物を円卓に載せると、大きく伸びをする。

「ミモーネが見たら、なんとお行儀の悪いことでございましょうか、なんて言って眉まゆを顰ひそめそうだけど」

　体勢を戻したアリエルは、書棚の一つに置いてある発ば条ね式の置き時計を見た。

「まだ少し時間があるわね。今のうちに次に読む書物を物色しておこうかな。昨日、セイザリアが新しい本を買ってきてくれたから、その中の一冊を選んで……」

　立ち上がったアリエルは、部屋の片隅、石の床に敷いた敷物の上に無造作に積まれている書物の山の前まで移動すると、膝を屈かがめて背表紙を覗のぞき込む。

「『暗黒王と黄き金んの指輪物語』、『外げ道どう戦記』、『アルセー帝と円卓の騎士』、『愚ぐ兄けいと賢けん妹まいの東方旅行記』、『彷徨さまよえる湖と幻の大魚』、『極北の島、灼しやく熱ねつの大陸』、『世界珍奇博物誌』、『世界合戦史 その現場を訪ねて』。あら、これ面白そうね。他には」

　アリエルは書物の山を少しずらして、奥のほうに積み重なっている書物のタイトルも確認してみる。

「『初しよ夜やの作法、殿方を籠ろう絡らくする手て練れん手て管くだ』!?　なんて本を買ってくるのかしら、セイザリアはっっ！」

　思わず本に向かってツッコんでしまったアリエルは、少し顔を赤くして、誰も見ていないのにわざとらしい咳せき払ばらいをする。

「いえ、もしかするとこれはセイザリアが買ってきたのではなくて、ミモーネが嫌がらせのために紛れ込ませておいたのかもしれないわね。いずれにせよ」

　アリエルは、もう一度、チラッと背表紙のタイトルを見て呟つぶやいた。

「わたしには少し早い気がします。これは除のけておいて」

　その下にあった本の表紙が目に入ってきた。

「『ロムニア帝国興亡記　第一巻』。これは面白そうなタイトルね。ざっと中身を確認してみようかしら」

　本を手にして立ち上がったアリエルは、円卓まで戻ってきて椅い子すに腰を下ろす。

「分裂の危機に陥った世界帝国を再統一した第二代皇帝の偉業を称たたえてこれを記しるす、か。著者はステラステラ。聞いたことのない名前ね。ふぅ」

　アリエルはその書物を円卓に載せ、小さな欠伸あくびをした。

「お昼を食べたあとというのは眠くなってしまうわね。ミモーネにお茶を頼もうかな。でも、いま頼むと、先ほどの書物をネタにからかわれるかも。止やめておきましょう」

　アリエルは卓上に載せた書物をぱらぱらと指で繰ってみる。

「第二代皇帝の名は……サイファカール。彼が辺境に追いやられた直後……に初代皇帝が亡くなって……いやだ、ますます眠くなって……」

　眠気に負けたアリエルの意識が、そこでふっと飛んだ。
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　気がつくとアリエルは美しいお花畑にいた。

　花に埋もれるように横になっていた。

「……ここは？」

　むくりと、アリエルが上体を起こす。

　一面に咲き乱れる花々。

　香かぐわしい薫かおりが辺りを包む。

　視線を上げると、雪を戴いただいた高峰が遙はるか彼方かなたに連なっているのが目に入ってきた。

「この世のものとも思えない素敵な光景ね」

　知らぬ間まに見知らぬ場所に来ていることに驚きもせず、怯おびえもせず、彼女はゆっくりと周囲を見渡した。

　少し向こうに、壁が素通しになっている石造りの建物がある。

「人の気配がまったくないのが、不思議というか奇妙ですけど。とりあえず、あそこに行ってみましょうか」

　お花畑に座り込んでいたアリエルが腰を上げた。
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　四阿あずまやふうの建物まで行ってみると、驚いたことに先客がいた。

（人のいる気配なんてまったくなかったのに）

　けれど驚いたのは彼女だけで、そこにいた人物は平然とアリエルのほうへ顔を向けてきた。

（若い男。三十代前半といったところかしら？　けれど、年の割に威厳があって、見る者を落ち着かせる不思議な雰囲気を持っているわね）

　四阿内の石の長椅子に腰を下ろしている男をアリエルが見つめていると、唐突に男が口を開いた。

「ここにお客様とは珍しいな。しかも、こんな可か愛わいいお嬢様とは」

「あなたは何方どなた？」

「僕はサイファカール」

「え？　サイファカール……って」

　アリエルは信じられない思いで先ほどの書物のことを思い出していた。

「まさかロムニア帝国の二代皇帝という？」

「おや。僕のことを知っているのか。これは光栄だな」

「いえ、あの、でも、ロムニア帝国の皇帝が、どうしてこんなところに？」

（というか、そもそも、あれは作り話ではないの？　どういうことかしら。これはわたしの夢……？）

「いやいや、それは僕のほうこそ訊ききたいよ。ここは僕が勝手に創り出した僕の思し索さくのための秘密の場所。つまり、僕の脳内にだけあるお花畑さ。そこへどうして君が現れたのか、僕には謎なぞすぎる。君、もしかして妖よう精せいか何か？」

　妖精という言葉に一瞬、舞い上がりかけたアリエルだが、すぐに自分を戒いましめるように首を振って答える。

「いえ、わたしは」

　そこで言葉を切ると、アリエルは一つ大きく息を吸って、思いきり吐き出した。

　この摩ま訶か不ふ思し議ぎな状況を何な故ぜかすんなりと受け容いれている自分を少し可お笑かしく感じながら、アリエルは丁寧にお辞儀をして言葉を継いだ。

「わたしはフルミネンセ王国の元第五王女アリエルと申します。半年以上も前に故国を失ってからは、ガレリア大陸の統一を目指して活動中です」

　それまで泰然としていたサイファカールが、僅わずかに眉を動かした。

「へえ、それは大したものだね」

「えぇと、皇帝陛下」

「サイファカール、でいいよ」

「では、サイファカール様」

「様も要いらないな」

「では……サイファカール」

「何かな、アリエル」

「初代皇帝が、つまりあなたのお父上が亡くなったとき、あなたは二代皇帝には遙かに遠いところにいたのでしょう？　立場的にも地理的にも。あなたより有力な競争相手が何人もいたはずです。それらの競争相手と争って最終的に皇帝の座に即つけたのはどうしてですか？　その原動力は何だったのかしら？」

「面白いことを訊くんだね、君は」

　アリエルは少しはにかんだように視線を外し、小さな声で応こたえた。

「わたしも大陸統一を目指していますから、何かの参考になればと思いまして」

　サイファカールはクスッと小さく笑ったが、すぐに笑みを消した。

「僕の事例が参考になればいいけど。まぁ僕の場合、親父殿が創った世界帝国の崩壊を座して見過ごすことができなかった、というのが二代皇帝を目指した最大の動機かな」

　というサイファカールの説明に、アリエルは少し不思議そうな顔で首を捻ひねった。

「帝国の崩壊を見過ごせなかった……のですか？」

「そう。だってそれは、親父殿が生涯を懸けて創り上げた珠しゆ玉ぎよくのようなものだからね。それが四散して輝きを失っていくのを黙って見てはいられない。息子としてはね。あと、世界が騒乱の嵐あらしに呑のみ込こまれてしまうと無む辜この民が大変な目に遭うからね、それを阻止したいという思いも多少はあったかな」

「そちらが多少……なのですね」

　興味深そうな顔でサイファカールが上体を乗り出してきた。

「今度は僕が問い返そう。君は、アリエルはどうして大陸を統一したいと思ったの？　その道はきっと茨いばらの道だよ？　人も大勢死ぬ。成功しても失敗してもね。見も知らぬ者だけではなく、君の親しい者も。君はそれに耐えられるの？」

　サイファカールの真しん摯しな視線を正面から受け止めると、アリエルは毅き然ぜんとした態度で答えた。

「耐えられるかどうかはわかりません。でも、わたしには信頼の置ける家臣が、いえ、仲間が何人もいます。だから、きっとなんとかなると思っています」

（へえ。それは大事なことだよ。とても大事なことだ、アリエル。すでに君は、条件の一つを満たしているようだね）

「なぜ大陸統一を目指すのかというと、それは大勢の人の役に立ちたいから……などと言ってしまうと、少し格好をつけすぎかしら。あとは、そうですね、小国の王女という柵しがらみの多い地位を逃れて自由になったのですから、自分のやりたいことをやって生きて、やりたいことをやって死のうと、そう思ったからかしら」

「そうか。なかなか立派な志こころざしだね。では君より先に皇帝となった僕から、大陸統一を目指す君にちょっとした助言を贈ろう」

「あ、はい、謹つつしんで頂ちよう戴だいします」

「大したことを言うつもりはない。そんなに鯱しやちほこ張ばらなくてもいいんだよ」

　アリエルに微笑ほほえみかけてから、サイファカールは徐おもむろに口を開いた。

　彼の落ち着いた声がアリエルの心に染み渡っていく。

「大陸を統一して世界帝国を創る。それは苦難に満ちた遠い遠い道みち程のりだ。順調に進んだとしても、いつも成功するとは限らない。失敗するときは必ずある。けれど、間違いを恐れて決断を先送りにしてはならない。間違ってもいいんだよ。大事なのは失敗したときにどう行動するかということさ。間違ったら、間違いを正せばいいだけだ。そのとき肝要なのは、一刻も早く、恥も外がい聞ぶんもなく、間違いを正すことだよ。そうすれば問題はあとを引かないものさ。人生には恥や外聞よりも大事なことが幾らでもある」

　アリエルは、サイファカールの含蓄ある言葉を胸の中で嚙かみしめ、そして素直に頭を下げた。

「肝に銘じておきます」

「君はいい娘こだね。野心に溢あふれながら、素直で人のいうことに耳を傾けるだけの謙虚さを持っている。君なら大陸統一も夢じゃないかもしれないね」

　アリエルは顔を上気させ、もう一度、深々と頭を下げた。

「ありがとうございます。大陸を統一して世界帝国を創り上げた経験を持つサイファカールに……陛下にそう言っていただくと、とても心強いです」

　サイファカールは、くすくすと笑う。

　と、そのとき、どこからか女性の声が響いてきた。

「サイファカール陛下！　陛下、そろそろお戻りください！」

「あぁ、いけないいけない。そろそろ戻らなくてはステラステラに怒られてしまう」

　サイファカールが口にした名前に、アリエルが驚く。

「え？　その名前は……」

「ではね、アリエル元王女殿下。僕はそろそろお暇いとまするよ。君の大望が叶かなうといいね。君の理想が実現するといいね。僕は僕の世界から、君の成功を祈っているよ」

「あ、あの……サイファカール陛下……」

　突風が吹いて、周囲の花畑で花びらが舞った。

　四阿に吹き込んできた冷たい突風に、アリエルは思わず顔を背け、手で風を遮さえぎる。

　手を戻し顔を上げたとき、すでにサイファカールの姿は消えていた。

　周囲に咲き乱れていた花々の姿さえも消えていた。

　空は暗雲に覆われて暗く、空気はひんやりと冷たくなっていた。

　薄着だったアリエルは、思わず腕を体につけて身震いする。

（これはいったい……彼はいったい……）

　夢ゆめ幻まぼろしにしては、現れたサイファカールという男は存在感がありすぎた。

　彼との会話は、あまりにも現実感に溢れていた。

（今の経験はいったい……）

　そこでアリエルは気が遠くなり、暗転するように意識が闇やみに閉ざされた。
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　気がつくとアリエルは自分の蔵書庫にいた。

　どうやら椅子に腰掛けたまま居眠りしてしまっていたようだ。

（居眠りしたときに見た夢？　いえ、でも、本当に夢だったのかしら？　夢というにはあの経験は……）

　アリエルは、はっとして卓上の書物を見やった。そこには『ロムニア帝国興亡記』という題の本が載っている。

（もしかすると、この書物のおかげで、ロムニア帝国の第二代皇帝サイファカール陛下と意識を通じ合えた……とでもいうのかしらね。なんにしても不思議な経験だったわ。たとえ夢だったとしても、貴重な経験だったわ。皇帝陛下から直じき々じきにお言葉を頂戴するなんてね）

　アリエルは、一人で思い出し笑いをした。

「ちょっと誰かに自慢したくなったわね。スゼーでも呼んで今の体験を……」

　笑みを消したアリエルは、首を左右に振った。

「駄目ね。たぶん、夢でも見たんだろう、の一言で斬きり捨てられそう。スゼーが駄目となると、ミモーネ……は、もっと駄目ね。皮肉と揶や揄ゆの種にされるだけだわ。セイザリアは……馬鹿なことを仰おつしやってないで仕事してくださいとか言いそうだし。ハリィは最初から興味なさそうだし。カオルゥは……うん、やっぱり駄目ね」

　アリエルは、はぁ、と切なげなため息を吐つく。

「どうにも話をする相手がいないわね。仕方がありません。先ほどの経験は、わたしの胸にしまっておくとしましょうか。でも」

　天井を見上げたアリエルは、先ほど見たサイファカールの容姿を脳裏に思い描く。

「あの方の言葉は胸に響いたわ。大陸統一事業を進めるに当たって、あの言葉をわたしの指針として頑張っていきましょうか」

　顔を戻したアリエルは、卓上の書物の題名をそっと指で撫なでてみる。

「もう一度、あの方にお目にかかりたいものね。お目にかかって、またお話を聞いてみたいものね。それこそ叶わぬ夢かもしれませんけど」





















著者

舞阪 洸

Kou Maisaka




四月から、札幌の専門学校で作家養成コースの講師を務めることになりました。どんな授業をするのか、もう構想はだいたい決まっていますが、どんな生徒さんが来るかは、行ってみないとわからない。ちょっと楽しみですね。それはさておき「舞阪百貨店別館」稼働中。

http://maisaka100ka.blog.fc2.com/















イラスト

フルーツパンチ

Fruitpunch




鳥の匂いを嗅ぐのが好きです。『彼女は戦争妖精』『冥玉のアルメイン』（ファミ通文庫）、『フェイトフル・モーメンツ』（講談社ラノベ文庫）『インディフィニット・リンケージ』（ＭＦ文庫Ｊ）、『コートボニー教授』シリーズ（オーバーラップ文庫）など。

https://twitter.com/pachikbl



















イラスト／フルーツパンチ

デザイン／AFTERGLOW












月げつ虹こう戦せん記きアリエル




──七に色じの瞳ひとみを持もつ王おう女じよII








舞まい阪さか 洸こう





[image: ]





2016年3月30日　発行





[image: ]Kou Maisaka 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『月虹戦記アリエル ──七色の瞳を持つ王女II』

2016年4月11日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ファミ通文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
—-l:@ DEZFREKI
N (Bekkousenki Aricl f

[
~b{ B "T%E“ﬂT‘):n)V}s» |
|
i





item/image/cover.jpg
\Z

\D

N

)

~

IP=ENE





item/image/p057.jpg





item/image/p255.jpg





item/image/p029.jpg





item/image/p147.jpg
WA






item/image/p263.jpg





item/image/p280.jpg
awssuuxvﬁmmm_.

~\ o\ W= S ‘/‘
\_'o ,A ﬂ
ly

/’ »C

Y uL-FEERT

eVl

b

BRI ERUW<SEENEX

27 43143

ELY Asl

[

—EBOEEHOEXI

g7UITN

3 A ik THAT S B %4
S 7B ARG —N=SS, ZLTA FA MR L T3, [HIDREE T U V] THBR O 1
M FICE S THLW !

BERDEABIEY T HMALTA D)V 3MERATE SIS !
RN ERL72F 30, 0 OBKIHMOMER





item/image/p281.jpg
n.b.—-ﬂi?lﬂ@t*a

H% IR 4720 ILIMEDB
(&7%)

mfsn%éﬂ
WO i B lH

FH FBIRK 1920:&5K
(BEFIO%. LUT#EF)

" ﬁ

STORY
WHEO DT ETF"HA 7 7 h— LB R AL O A d T
Do RARET OMEE R BB AL BRI BEEDSBUE ST,
ERORIHD N EBDEHEDH BTV 20— LY
Z4] —HEfHRBLOZL] ZMELTHOSN 7 IR
WEOMEZIELHTH! [ZOB FERIZROISENS725)
e ZRERVIEDS A 77 H—NVOFZFELEBICVD |
BB Kb o[ RTHV, COHDFTLKE . ZOFH DR
Z—“IDFBTD? ZRED ‘TROKH H? WK
LR HED WA % R EE RS2 R WEPRE!

CHARACTER

7] | \

-ﬂ 77;b—)v 7wr~\’

WEOBEARTFHETEI2F]  HA 77 A —VOBERERMD
LRESNTVWDBMA L LEEHT. FEATHY LHLISFHIAD
FEEBARN it UCHEINICE % W T o

STORY
CZEVROM R R L AANITE DR B E h, B H R

v T 2502 NS LS YN TOREHLTI L WEROR
ﬁ’i/‘ %73*‘ L AYH VDS

Dol 77272 R A LT
BERITAZE LabdThv! | —7R2RUEROBER DR
VBB R ROR—T[ oI5 B FICADsHAE
I 3HLRAbboo I TEAEALER!] FM PSRN
A ME 2RO GDRIMTLLOR—TTBLBLAND

STRF™ & W A ER OB M EZEITD 5!
SR AT RELIER 7 725 V—, STIThIRE!

CHARACTER

F—F )\‘}}i/')\‘)‘714-)\4/F7
ME O£LFHORROWFE, BEFRCEIIANLZEEARED
MY Y OAEHIS BE ORI O\ N4V FI—IRIORTH Y,
PHELTE, REROBROBK DRAEN S,





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第１章　アリエルは今後の方針を決めた



		幕間１



		第２章　アリエルは初めての実戦を前に緊張した



		幕間２



		第３章　アリエルは飛躍の足がかりを得た



		エピローグ



		あとがき



		皇帝との邂逅



		プロフィール



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p199.jpg





item/image/tobira05.jpg
Al
(*9

(
(0= e

o= Y& )
intetlude2

Record of the war of moonbow Aricl






item/image/tobira06.jpg
-
3
3=
17), ;
ST
%
i3
i
H
D
2
i,s‘
%:
z
5
e

& = » .»/
U

)
j?ﬁ'wp%%ﬁ(@(mw

Chapter )

Record of the war of moonbow Aricl






item/image/tobira03.jpg
)5 NP9
ﬁ@ﬁ?w
% O

interlude)
Record of the war of moonbow Ariel






item/image/tobira04.jpg
|

’,.

(
i
<> \{ —

—Yo)le =

Chapter 2

Record of the war of moonbow Aricl






item/image/tobira09.jpg
_.mH §
o
G
L
14
3m
I &
(=





item/image/tobira07.jpg
j?%%%
)

Fpilogue

Record of the war of moonbow Aricl

e






item/image/tobira08.jpg
0k 3 (=S¢

Afterword

Record of the war of moonbom Ariel





item/image/tobira01.jpg
14

@) Po (1

j?%m@v
Q) Q

0

Prologue

Record of the war of moonbow Aricl






item/image/tobira02.jpg
%
1
| 3=
5
o 2
v
i3
7
%
D
Vil
&
x
Hh
b3
v

\ w"

)
j@?’ —olnle

Chapter ]

Record of the war of moonbow Aricl






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/logo_fb.png





item/image/p002.jpg
q

. &fg : M,

AT 7

— oW oER I

ﬁi%}\% o)y

%/‘ B
£ AR—=T2Y

- FERTHOEN TV TV ER
v LR O BT VD S K
D EHOTE L EEIRC#

D Z DML RIETUW R %I HE
T,

I 4
VAR DG LSS
IV e

WELALT VIR EEOTCH T
FE2 R OB ) T ERDN B
SNTZBEZ DM b o THIFHT
B L7z 5" 7 ) — 2 e 0% 2
ATEAE L TR ZID T o

illust. 7))V —I 230 F





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p003.jpg
s(Aal| 7
D& ]| 2
27 v
= X
bk
i
D
hi
2
73\
]
%
B
71z
MVAZPTL 1\‘)4
TA—=T AT %—
ULV BHR ORI, B LR

FRUCHHEIZHIED, 2 0% F kDS
FLTHEANEEELZEWS
FEMEZAFD0 W T HIZIEK T —iho

TVIMEDRER, BEHERTE
W L THEBA A FEHIS
BT T & AFLIRD FITIEK
HOMRERLIF>TW2,

A O SR E M

% % J'
2| M| 1
i *= 7 H
7 7 18|~
D) y YK
Ed | L
I AR
s
) %
T D)
2 bl

&

%

®

0

FANY
TVIN ST AFRIPUEE ROl
JE L BOTERHTHL )T, ¥/
ELIZEZ ROHEO " BLARY' RE

WA M=y 2 D) M I

«&4‘9:97 vAIV-
—a2V
n.z:?ulM)tfrfm'wllwémﬁ
LB o7z FEREORR 7Y =
WEEATBIE LG TR TH DA

E=F VT VI MAER T,

-






item/image/p047.jpg





